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■掲載内容

1． 写　真：外観、内観、ディテール、
模型写真等。（プリントの場合、サイ
ズはキャビネ判程度。電子データの
場合、解像度300dpi以上）

　　CGやパース、コンセプト図等でも可。
2． 説明文：①ページタイトル（作品名
称とは別に検討してください）、②作
品についての考えを300字程度にまと
めた文章。

3． 概　要：作品名称、所在地、設計者、
施工者、建築面積、延床面積、構造
規模、工期など。

※ イラストレーター用の原稿作成
フォーマットを用意しています。
　 必要な方は、右記の担当まで
ご一報ください。

■掲載について

1．応募は、本会会員に限ります。
　　 入会は本会のホームページから可能
です。（http://www.aaj.or.jp/）

2 ．写真の撮影者名は必ず付記願います。
　　 写真に著作権等が生じる場合は、応
募者にて処理願います。

3． 掲載ページ数は、原則として 1社
（ 1人） 1頁とします。また、竣工予
定の作品を掲載希望の場合、写真等
の原稿期日は配慮いたしますので、
ご連絡ください。

4． 建物の特徴や特殊な事柄については、
簡単な補足説明をお願いする場合が
あります。

5． 作品の掲載順の決定および誌面レイ
アウトを含む特集全体の編集は、本
会の作品作風小委員会で行います。

6． カラー掲載をご希望の方はご相談く
ださい。（掲載料が必要となります）

■掲載申込締切日および原稿送付先

1．掲載申込締切日：
　　2020年10月15日（木）

2 ．送付先：（一社）日本建築協会
　　「会員作品特集号」係
　　〒540-6591
　　大阪市中央区大手前1-7-31
　　OMMビル 7階
　　TEL.06-6946-6981
　　FAX.06-6946-6984
　　E-mail：hensyu＠aaj.or.jp
　　担当：井筒

会員のみなさまの　
個性あふれる作品を
お待ちしております

『建築と社会』令和3年2月号

「第27回 会員作品 “私の空間作法”」

作　品　募　集
『建築と社会』2月号では、会員

作品発表の場として、「第27回

会員作品特集号“私の空間作法”」

を企画しています。

対象は、建築・ランドスケープ

デザイン・インテリアデザイン・

まちづくり・アート等、空間に

関わるすべてとし、完成作品、

計画案を問いません。また表現

方法は、写真、CG 等の別を

問いません。

掲載無料
モノクロ
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　禅宗の僧が宋よりもたらした茶の文化
は、室町時代には日本に定着し、茶の湯
として独自の発展を遂げました。それを
大成させた千利休は、動乱の戦国時代か
ら安土桃山時代に活躍した茶人です。彼
は大規模な「北野大茶湯」を開催した一
方で、たった二畳の質素な茶室「待庵」
を建てています。
　茶の湯は様々な形で伝統文化として受け継がれ、時代
が移り変わるなかで日本人の心の在り様に大きくかかわ
り続け、また海外においてもその奥深い精神性が理解さ

れ、それぞれに大きな影響を与えてきま
した。その過程で具体的な作法や様式が
定められてきましたが、茶室建築の基本
は身分や階級にとらわれず、一期一会の
精神で客をもてなすところにあります。
　現在、私たちは極めて複雑で多様性
に富んだ社会に生きています。このよ

うな現代社会にあって、みんながそれぞれの国籍や性
別、価値観などの立場を超えて、様々な作法や様式など
複雑な背景にとらわれず、共に時間と空間を楽しむため
の『現代』の茶室を提案してください。

課題の趣旨

主催　日本建築協会

2020年度　第66回工高生デザインコンクール
設計課題『現代』の茶室

設 計 条 件
1．敷　　　地： 敷地の大きさ形状とも自由とするが、敷地と建物

の関係性を考えた具体的な敷地を設定する。
2 ．規　　　模：延べ面積、構造、階数は自由とする。
3 ．所　要　室： 使用方法を想定し、必要と思われるスペースを適

宜設ける。

所 要 図 等
1．設 計 説 明：設計意図を表すサブタイトルを必ずつけること。
　　　　　　　　 設計趣旨（使い方、立地、周囲の状況等について

の説明を含む）を記入すること。
2 ．建 築 概 要： 必要に応じて敷地面積、建築物の構造、階数、各

階床面積および建築面積、延べ床面積などを示す。
3 ．敷地周辺図：敷地周辺の環境や状況を示す。縮尺を明示する。
4 ．配　置　図：敷地における建物の位置、方位、縮尺を明示する。
5 ．平　面　図：室名、寸法を記入する。縮尺を明示する。
6 ．立　面　図：縮尺を明示する。（ 2面以上）
7 ．断　面　図：室名、寸法を記入する。縮尺を明示する。（1面以上）
8 ．透 視 図 等： 設計意図が最も反映するところを表現する。透

視図は手描きによる作図を原則とするが、コン
ピュータグラフィックス、模型写真に代えてもよ
い。 その他必要とされる手書きの図面は加えても
よい。

9 ．そ　の　他： 応募図面には、氏名や学校名、マークなど応募者
を特定あるいは類推できる内容は記載しないこと。

応 募 条 件
1．用　　　紙： 用紙はケント紙などの厚手の製図用紙A1判 （594mm

×841mm） 1枚を使用し、直接描くこと。トレーシ
ングペーパーと裏打ち用紙の重ね使用や図面のパネ
ル化は認めない。

2 ．仕　上　げ：所要図等は手書きによる鉛筆仕上げとする。
　　　　　　　　 ただし、色鉛筆による着彩は可。また、所要図等の

うち、透視図（コンピュータグラフィックスも含む）、
模型写真のほか、設計説明を補完する図や写真など
は用紙に貼り付けてもよい。なお、製図用紙への図
表等の印刷出力など上記以外の仕上げは禁止する。

3 ．応 募 資 格： 2020年 4月現在、高等学校在籍もしくは高専、専修
学校の高等課程の生徒で、個人または共同（ 3人
まで）で制作したものとする。

応 募 方 法
1． 応募書類に、学校名・所在地・学年・氏名を記入の上、封筒に入れ
密封し、製図用紙の裏に貼りつけること。（応募書類が足りない場
合は協会ホームページ（http://www.aaj.or.jp）からダウンロードして
ください。また封筒の貼り付けは、封筒がはがれない程度で、簡易
にテープ止め等で結構です。図面を破損する恐れがありますので、
糊のベタ塗りはしないでください。）

2 ．応募作品は学校を通じて提出すること。

締 切 期 日
2020年 9月30日（水）の消印、あるいは受付印のあるものをもって
締め切る。

送 　 付 　 先
〒540-6591 大阪市中央区大手前 1丁目 7番31号  OMM 7階
一般社団法人 日本建築協会 第66回工高生デザインコンクール係
TEL：06-6946-6981　FAX：06-6946-6984
E-mail：jigyoka@aaj.or.jp　URL：http://www.aaj.or.jp

入選作品の数および賞
1．入選作品は10点とする。
2 ．入選作品のうちから最優秀賞 1点、優秀賞 2点を選ぶ。
3 ． 最優秀賞・優秀賞作品には、賞状および表彰盾を贈り、その他
の入選作品には、賞状を贈る。

4 ．応募者全員に参加賞を贈る。
※入選作品の版権は本会に属する。

入選者発表および表彰式
審査の結果は、各学校ならびに本人に通知するほか、本会の会誌
「建築と社会」11月号に発表し、入選作品は翌年 1月号に掲載する。
表彰式は、2020年11月14日（土）に行う。

（作図、文字）

審　査　員（50音順・敬称略）
審査員長　一階　聡之／㈱日建設計設計部門ダイレクターアーキテクト
審 査 員　小笠原絵理／間工作舎一級建築士事務所代表
　　　　　神谷　浩司／㈱大林組大阪本店建築事業部プロジェクト設計部担当部長
　　　　　岸下　真理／Atelier KISHISHITA共同代表
　　　　　近藤　良彦／㈱安井建築設計事務所設計部設計主幹

　　　　　平岡健太郎／㈱竹中工務店大阪本店設計部グループ長
　　　　　藤木　庸介／滋賀県立大学人間文化学部生活デザイン学科教授
　　　　　前田　茂樹／ジオグラフィック・デザイン代表取締役
　　　　　松下　典央／㈱昭和設計ソリューション部部長
　　　　　宮本　雅弘／㈱東畑建築事務所設計室部長

このコンクールは、高校生の設計技能の向上を目的とし、昭和30（1955）年より毎年テーマを変えて開催しています。
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● ～

●

●

私の空間作法
─会員作品─
京阪電車 中之島線─新
線が拓く中之島新時代─

● 水の都 にぎ
わいのある未
来に向けて

● 東海─TOKAI
オムニバス

● 楽しい福祉 ● 体 感 する
インテリア

● 建築空間が
求める空気
環境（空気
質）

● 建築と水 ●実用レベル
で展開され
る施工管理
のIT化

●第56回
青年技術者

●地域の歴史
資産を活か
したまちづく
り

●第16回
会員作品特集
私の空間作法

●構造家日記
～頭の中を
のぞいてみ
たら～

● 創業110周
年記念特集
NIKKEN 
SEKKEI

● 建築とエコ
技術

● 東海支部復活
50周年記念号
東海─TOKAI
オムニバス

● 食と建築・
都市

●ホスピタリテ
ィのあるケア
空間

● 太陽光発電 ● 建築と石 ●再生・受け
継ぐ・繋がる

●第57回
青年技術者

●建築ストック
社会の形成
への展望

● LED照明の活
用・将来を考え
る～人・地球へ
の思いやり～

●東京スカイツ
リー

● UR向ヶ丘第一団地スト
ック再生実証試験～ス
トック活用時代の夜明け
第17回　会員作品
の空

● BIMは設計
を変革する
か？

● 東海支部復活
50周年記念号
東海─TOKAI
オムニバス

●まちなかの
サードプレイス

● 変遷する
の置きど

こ

● ECO～建築
設備が出来る
ECO技術～

● 建築と土 ●鉄道駅に注
目する

●第58回
青年技術者

●火災に強い
建築を考え
る

●コンクリートと
いう素材

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

構造教育と
社会

自然災害に
立ち向かう
力を求めて

今、私が思
う『和』

東 海 支 部
特集

第18回　会
員作品“私の
空間作法”

中国市場に
挑む

ZEB　ネット・ゼロ・
エネルギー・ビルを目
指して～低炭素社会
の実現に向けて～

建築と窓 巨大地震に
備える

第59回
青年技術者

超高齢社会
に求められ
る住まい

歴史的建造
物の保存活
用

身のまわり
の 世 界 の
「構造」を探
る

●

●

●

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●東畑建築事務所
創立80周年
U-35のまなざし
脱成長の時代を
考える

“らしくない”
空間
小特集
中之島フェステ
ィバルタワー

東 海 支 部
特集

第19回　会
員作品“私の
空間作法”

コミュニティの
“かたち” －人と
人とのつながり
を再考する－

無駄から見
える節電

第60回
青年技術者

グランフロ
ント大阪

素材として
の建築

建築に携わ
るものに求
められるこ
と

木の街をつ
くる

実験

● ● ●
●

● ● ● ● ● ● ●

●

● ●エリアマネ
ジメントの
新展開に向
けて

融合する空
間 ～ 新 た
なる試み～

東海支部特集
小特集
「ABENO
REBORN」

第20回　会
員作品“私の
空間作法”

オフィスビル
設備の変遷
とこれから

オフィスの
これから

第61回
青年技術者

建築と時間 省エネ・低
炭素のこれ
までとこれ
から

大阪・上町台地・
あべのハルカス
複雑・高度化する
建築とその技術
について

でっかいもの
はすごいぞ

安井建築設
計事 務 所
90周年

＊

＊

＊

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●フォー・オ
ールの時代
に向けて

場をつくる～
プログラムの
挑戦～リノベー
ションのリアル

支 部 復 活
5 5周年記
念 東 海 支
部特集

第21回　会
員作品“私の
空間作法”

あかり・文
化・創造

これからの
学びのかた
ち

第62回
青年技術者

建築の価値 空き家と向
き合う

職人がいなく
なる!!オリンピ
ックと10年後
に備えて

形態にあら
われた構造

『図面』を変え
る～BIMの深化
が誘う建設プロ
セスの変革～

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●都市の記憶
をたどって

東 海 支 部
特集

第22回　会
員作品“私の
空間作法”

人の移動・
物の移動・
情報の移動

第63回
青年技術者

おもてなし
と建築

UR都市機構
西日本支社～
暮らし輝く先駆
けのまちづくり

人 口 減 少
社会のまち
づくり

見えないものを
診る～新たな
技術による施工
管理・検査シス
テムへの展開～

構造を支え
る人と技術
のつながり

ボーダレス
～消失する
境界と拡張
する領域

非日常の棲
み処～寝泊
まりの進化

す

か

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●ニュータウ
ンから学ぶ
これからの
「計画」

日本の「建
築と社会を
繋ぐ」プロ
ジェクト100

東 海 支 部
特集

建築設備の
伝統と革新

第64回
青年技術者

100年前の建築、
100年後の建築
～意匠・空間の
視点から～

観光立国を
目指した宿
泊施設につ
いて

100年前の建築、
100年後の建築
～施工・材料の
視点から～

社会と繋がる
ディテール

関西で木と
生きる

時間軸に挑むク
リエイター達　
～時をデザイン
するということ

第23回　会
員作品“私の
空間作法”

●

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●東畑建築事
務所創設85
周年
温泉と暮らす

東 海 支 部
特集

働き方と価値：
社会に繋がる
多様なワークス
タイル

スポーツイベ
ントを支える
設備技術

第1回片岡安賞（日
本建築協会論考コ
ンクール）募集テーマ
：これからの建築と社
会－その関係を問う

第65回
青年技術者

平成と建築 安全安心な木造
建築物の利用促
進への取り組み
と今後の可能性

山と建築
－そこに山が
あるから登る
のだ！－

重さと関わる こだわりの
空間料理人

第24回　会
員作品“私の
空間作法”

● ●

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●共生社会の
まちづくり

東 海 支 部
特集「社会
と建築」と
いう流れ

建築と社会
を繋ぐプロ
ダクション

建設業2.0
～価値・意識
・生産性～

第2回　片岡安賞
（日本建築協会論考
コンクール）募集テー
マ：建築をつくるひと
―これからの姿を問う

第66回
青年技術者

建築の仮設
性と恒久性

「災害。逃げ
る」

新素材の可
能性－材料の
高機能化とハ
イテク素材－

最先端技術
と社会

オープンマイ
ンドな空間

第25回会員作品
“私の空間作法”
京都支部創設70周年
記念特集景観とまちづく
り―保全・再生・創造―

販売価格は2019年9月号までは1,230円、
2019年10月からは1,254円（税込・送料
別途）。
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■特集予告
●8月号／ 消費志向の変化と建築

～トキを味わう空間としての建築～
（仮）

●9月号／ 都市を鳥瞰する

2020  07
Vol.101 No.1180

建築と社会
Architecture and Society
Journal of the Architectural Association of Japan

日 本 建 築 協 会

撮 影 者：山田宏作（やまだ　こうさく）
撮影場所：鹿児島県垂水市　牛根大橋
撮影時期：2019年 5月

写真について
災害対策として建設された牛根大橋は、桜島
と牛根をつなぐ橋で下に漁港もあります。

今月の表紙

特集　 第67回　青年技術者
■設計・計画部門
赤木　建一●京都市成長産業創造センター、新見市役所南庁舎/新見市立図書館 ――――――――6
安藤　寿孝● 井口洋夫記念ホール、LIXILショールーム名古屋、石福金属興業名古屋営業所、

十六銀行天白支店 ―――――――――――――――――――――――――――――7
井ノロ万美恵● Komatsu Germany Technology Center、Nexen Tire Europe Technical Center、

Mando Europe Offi  ce and R&D Center ――――――――――――――――――8
上田　寛彬● 立ち寄りどころのある複合福祉施設、緑の立体街路を持つ福祉施設、

傾斜地集落における地域資産としての環境価値の発見と再生、
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ちょうどいい間合い
土圭屋／sanrokucoff ee（高知市）

高知に店を構えることになった友人夫妻
から相談を受けた。
「アプローチを考えてほしい。」
元は文房具店だったという空家が、交差
点に位置していた。そこに手づくり時計
工房と珈琲店、 2つの店舗を構えると
言う。歩道から客人がダイレクトに入る
のではなく、少し「間」をとりたいとい
うことだった。限られた面積の中で、収
益面積をけずり、「アプローチ」をもつ
ことの意味。とても魅力的な依頼だっ
た。既存の状態はというと、歩道側が全
面シャッターで開放されており、間に数
本の柱があるのみだった。そこに補強を
兼ねて壁を設け適度に仕切りつつ、歩
道に沿って幅1.2mのアプローチ空間を
準備した。モルタルのプランターを並べ、
植物で柔らかに仕切る。客はこのアプ
ローチを進み、それぞれの店舗へむかう。
この「ちょうどいい」間合いが、まちと
店、店と人の良好な関係を築いてほしい。

ささやかな接点
季節といなり　豆椿（箕面市）

大阪で設計したいなりの店は、春には
桜並木が美しい通りに面していた。外壁
にはいつかの改修で壁で塞がれたのであ
ろう、使われなくなったアルミサッシが
残っていた。これを塞ぐことも考えた
が、このガラス障子の奥に鏡をはめて掲
示板として使う提案をした。「いなりを通
して季節と出合う」をテーマとする店な
ので、店が開いている時はもちろん、閉
まっている時も、道行く人が鏡に映るま
ちの季節に、ふと気づくきっかけがつく
れたらよいなと考えた。その提案にのっ
てくれた店主は、月ごとに、季節の花が
描かれたカレンダーを貼り、メニューや
今月の予定を伝えている。まちの人と間
接的な接点をもつ。このぐらいのつなが
りの心地よさもあるのではないか。ささ
やかなきっかけが、季節と人、人と店の
コミュニケーションにつながると嬉しい。

田中　郁恵（たなか　いくえ）
1979　京都府生まれ
2002　関西大学工学部建築学科卒業
2004　関西大学大学院工学研究科修了
2004　Mega　勤務
2013　田中郁恵設計室

土圭屋／sanrokucoff ee 写真／中山保寛
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特集●第67回  青 年 技 術 者
青年技術者選考委員会
講評

選考委員長　勝山太郎

じだ「せ年Ʌ始ɘɤĂ昭和・平成・令
和ɂ時代ɬ重ɇĂ今回Ɂそぞ回目ɬ
迎えȹ青年技術者表彰ɉĂ若い技
術者Ɉ仕事Ɉ成果ɞ取ɤ組ə姿勢
ɬ審査・表彰ȱĂ建築ɬ通ȱɀ社
会Ʌ貢献ȳɥ人材ɬ励ɘȱ育ɀɥ
ȭɂɬ目的ɂȱȹĂ他Ɉ表彰制度
ɅɉɄい高いʂ˂ʐʢ˂ʞɻɂ社
会的意義Ăȷȱɀ長い歴史ɬ有ȳ
ɥ顕彰制度Ɂȳă
本年ɉせ「名ɂĂ昨年ɂ同数Ɉ大変
多ȩɈȮ応募ɬ頂ȧɘȱȹăȭȭ
数年Ɂ応募者数Ȧず「名くそず回ぐĂずた
名くそせ回ぐĂせす名くそ「回ぐĂせ「名くそそ
回ぐɂɄɤɘȱɀĂ当顕彰制度Ɉ意
義ɅȮ賛同頂ȫɥ方Ȧ増えɀいɥ
ȭɂȦ大変有ɤ難ȩĂ応募者Ɉ皆
様Ăȷȱɀ賞Ɉ推薦ɞ応募ɒɈ働
ȧȥȫɬȱɀ頂いȹ皆様Ʌ厚ȩ御
礼申ȱ上Ȭɘȳă
ȯɀ選考審査ɅȾいɀɁȳȦĂ今
年ɉ応募資料提出ȦĂ新型ʋ˅ʢ
ɾɻ˃ʑ対応Ȧ本格化ȳɥ時期ɂ
重ɄɤĂ資料作成Ʌあȹɤɘȱɀ
ɉ皆様Ʌɉ大変Ȯ苦労ɬȤȥȫȱ
ɘȱȹȦĂɃɦɜ充実ȱȹ内容Ʌ
纏ɛɀ頂ȧɘȱȹă深ȩ感謝いȹ
ȱɘȳăɘȹĂ同様Ɉ事情ɁĂ今
回ɉ選考委員Ȧ集ɘȽɀɈ審査会
Ɉ開催ȦɁȧɘȵɭɁȱȹȦĂ各
自Ȧ応募資料ɬ入念Ʌ読ə込əĂ
意見ɂ評価ɬ提出ȱȹ上ɁĂȷɈ
内容ɬ一覧表Ʌ纏ɛĂ他Ɉ委員Ɉ
意見ɬ皆Ȧ確認ȱɄȦɣĂ改ɛɀ
意見ɬ交わȱ最終選考ɬ行うȭɂ
ɁĂ非常Ʌ丹念Ʉ審査ɬ行うȭɂ
ȦɁȧɘȱȹă
ȭɈ審査ɬ経ɀずぞ名Ȧ選出ȯɦɘ
ȱȹă講評ɉ部門ȮɂɈ選考委員
Ɉ方々ɈʋʹンʠɬȮ覧ȩȺȯいă
毎回Ă講評Ɂɜ当落ʵɼンʠɂȱ
ɀ記述ȯɦɀȧɀいȹĂ応募者Ɉ
Ķʯ˅ʐɿʇʠɒɈ関与度ķ・Ķ取ɤ
組ə姿勢ķ・Ķ創意工夫点ķ・Ķ将来
ʫʐʿンķ等ɈĶ人ķɬ見ɥ上Ɂ
Ɉ記述Ɉ量・表現力Ɉ差Ȧɞɉɤ
評価ɬ分ȫɘȱȹă残念ɄȦɣ今
回選外ɂɄȽȹ方ɉĂ実績ɉ申ȱ
分ɄいɜɈɈʯ˅ʐɿʇʠ紹介Ʌ
偏ɤĂ応募者個人Ɉ果ȹȱȹ役割
ɞ想いȦ見えɅȩいɂいう惜ȱい
方々Ȧ多ȩいɣȽȱɝいɘȱȹă
応募資料ɬ拝見ȱɀいɀĂ今後Ă
活躍Ɉ幅Ȧ部門Ɉ枠ɅȤȯɘɣɄ
い方々Ȧ多ȩ出ɀȩɥɂ思いɘȱ
ȹă職能Ɉ多様化・融合Ȧ進ɭɁ
いȩɜɈɂ思いɘȳăĶ人ķɬ顕彰
ȳɥ制度Ɂあɥɂいう主旨ȥɣĂ
新ȱいʑʞーʐɬ切ɤ開ȩ方々Ʌ
ɜɃɭɃɭȮ応募頂ȫɦɊɂ思い
ɘȳăȷȱɀĂ建築行為ȷɈɜɈ
Ɉ社会性Ȧ深ȩ問わɦɥ時代Ʌ
ɄȽɀȩɥ中Ă応募者Ɉ皆様ȦĂ
色々Ʉ突破口ɬ模索ȱĂ建築ɬ通
ȱɀ社会Ʌ貢献ȱɢうɂ情熱的Ʌ
取ɤ組ɭɁいɥ姿ɬ深ȩ読ə取ɥ
ȭɂȦɁȧĂ感銘ɂ刺激ɬ受ȫɘ
ȱȹă入選ȯɦȹ方々ɉȲɛ応募
ȱɀ頂いȹ方々ȦĂ今後ɘȳɘȳ
Ȯ活躍ȯɦɥȭɂɬ期待いȹȱɘ
ȳă

■設計・計画部門
設計・計画部門ɉĂɕɖ例年並ə
Ɉすず名Ɉ応募ȦあɤĂうȻすし名ɬ
表彰ȯȵɀいȹȺȩȭɂɂȱɘȱ
ȹă今回ɉ特Ʌ女性Ɉ応募Ȧ例年
ɢɤ増えɘȱȹă私自身ɉɺʠ˂
ʀ事務所経験ȱȥあɤɘȵɭɈɁ
応募ȯɦȹ皆ȯɭɈ所属ȯɦɀȤ
ɣɦɥɢうɄ職場Ɉ体制ɬ詳ȱȩ
存Ȳ上ȬɄいɈɁȳȦĂ大学Ɂ建
築ɬ学ɐ男女比Ʌ比ɓɀȭɈ表彰
ɒɈ女性Ɉ応募Ȧ少Ʉいȭɂɬ
常々感ȲɀȤɤɘȱȹăȹȺ増え
ȹɂいȽɀɜ応募者Ɉ す割程度Ɂ
ɘȺɘȺ皆ȯɭɈ職場内Ɉ男女比
ɂɉ相違ȦあɥɈɁɉɄいȥɂ想
像ȱɘȳɈɁĂɢɤ一層Ɉ応募ɬ
期待いȹȱɘȳă
内容ɁȳȦĂȭɈ表彰Ɉ主旨ɬɢ
ȩ理解ȯɦĂȷɦȸɦȦʯ˅ʐɿ
ʇʠɅɃう関わɤĂ自身Ɉ今後Ʌ
何ɬ感ȲȹɈȥɬȧȽȻɤ説明ȯ
ɦɀȤɣɦɥ方Ȧ多い一方Ă作品
説明Ʌ終始ȱɀȭɈ辺ɤȦ疎ȥɅ
ɄȽɀȤɣɦɥ方ȦȤɣɦɘȳă
ɘȹĂĶ応募ʞーʶķɂĶ業績ķɂ
Ɉ関係ɅȾいɀĂ簡潔Ʌ表現Ɂȧ
ɀいɄȥȽȹɤĂ逆Ʌ関係性Ȧ読
ə取ɦɄいĂ記載ȯɦɀいɄいɄ
ɃĂ職業上ʯ˄ʔンʞーʏʿンɬ
得意ɂȱɄȫɦɊɄɣɄいɉȴɈ
皆ȯɭɁȳȦうɘȩ表現ȯɦɀいɄ
いɜɈɜ多ȥȽȹɁȳăȭɈ表彰
Ɉ目的上Ăɘȹ提出ȯɦȹ資料Ɉ
əɁ人物ɬ判断ȵȰɥɬ得Ʉいȭ
ɂȥɣĂȭういȽȹ点ɜ評価Ɉ対
象ɅɄɤɘȳɈɁĂ相手Ʌうɘȩ
伝わɥȥɂいうȭɂɬɢȩ考えɄ
Ȧɣ提出資料ɬ作成ȱɀȩȺȯいă
日常Ɉ実務Ɉ上Ɂɜ重要ɄȭɂɁ
ȳɈɁĂ経験豊富Ʉ諸先輩Ʌȯɣ
Ʉɥ指導ɬ仰ȨɄȦɣĂɢɤ優ɦ
ȹ建築技術者ɂȱɀ活躍ȯɦɥȭ
ɂɬ期待ȱɀȤɤɘȳă
 Ī長尾ā健ī

■構造部門
そ件Ɉ応募Ʌ対ȱɀĂ業績Ɉ中Ɂ
果ȹȱȹ応募者ɈĶ貢献度ķĶ課題
解決ɈȹɛɈ創意工夫ķĶ熱意ķɅ
Ⱦいɀ議論ȱɀĂ審査基準ɬ満ȹ
ȱɀいɥȥɃうȥɈ確認ɬȱȹ結
果Ă全数ɬ入選ɂȱȹă
今回Ɉ応募作品ɉĂϱ持続可能Ʉ
建築生産ɬ実現ȳɥ新ȱい省力化
技術ɬ確立ȳɥȹɛɈ工夫点Ɉ説
明ăϲ制震構造Ɉ設計Ɂʏʑʞʸ
決定ɘɁɈ設計経緯Ɉ詳細Ʉ説明Ă
自身Ɉ作品ɂȱɀɈ表現ăϳ学生
時代ȥɣ思いɬ持Ȼ続ȫȹ張弦梁
構造ɬɄɭɂȥ実現ȯȵȹい熱意
ɂ工夫ăϴ免震構造設計ɅȤȫɥ
制動ɊɇɈʺʟ˃化Ɂ問題解決Ʌ
向ȫ苦心ȱȹ点Ɉ説明Ă断層Ȧ存
在ȳɥ杭基礎Ɉ設計提案ɁɈ新ȱ
いɜɈɒɈʙʻ˄ンʐ精神ăϵ高
い耐震性能ɬ付与ȱȹ超高層建物
Ɉ設計ȥɣ細部Ʌ拘Ƚȹʟɻʞー
˃Ɉ設計ɘɁĂ＋αɈ積極的Ʉ提
案Ʌɢɥじしし年建築ɒɈ思いă϶隣
接ȳɥ建物ɂ調和ȱ融合ȳɥʑʗ
ʐɺʸ屋根提案ɁɈ構造設計者ɂ
ȱɀɈ意思決定過程Ɉ提示Ă自身
Ɉ提案ȱȹ技術的内容Ɉ明記ă
ɂ作品Ɉ紹介ȺȫɁɄȩĂ建物Ɉ
計画ȥɣ実現Ʌ至ɥɘɁɈ過程Ɉ

中ɅĂ応募者自身Ɉ構造設計者ɂ
ȱɀɈ創意工夫ɞ熱意Ă新ȱいɜ
ɈɒɈʙʻ˄ンʐ精神Ȧ そ件Ɉ応
募作品全ɀȥɣɢȩ伝わȽɀȧȹă
ȭɦȥɣɜʯ˅ʐɿʇʠɈ中心ɂ
ɄȽɀいɧɭɄ構造Ʌʙʻ˄ンʐ
ȱɀ欲ȱいă今後Ɉ益々Ɉ活躍ɬ
期待ȳɥă
 Ī阿蘇品尚士ī

■設備部門
本年ɉĂ設計系 た名Ă施工系 じ名
Ɉ計 だ名Ɉ応募ɈうȻĂ ぞ名ɬ入
選ɂȱȹă
選考Ʌ際ȱɀĂĶ本人Ɉ役割Ȧ明確
ȥķĶ力量Ȧ活ȥȯɦȹ部分Ɉ詳細
Ʉ説明ȦあɤĂ創意工夫Ȧ感Ȳɣ
ɦɥȥķĶ取組姿勢ɞ将来展望Ȧ表
現ȯɦɀいɥȥķɬ評価ȱȹă
応募内容ɉĂ省ʀʥ・低炭素・めぬど
Ʌ向ȫȹ取ɤ組əɂȱɀʀʥ˃
ʆー実態調査・運用改善・要素技
術・竣工後Ɉ性能検証Ɉ事例ĂどなP
ɒɈ取ɤ組əɞずに技術ɬ用いȹ施
工性Ɉ向上Ăʭ˄ʅʏʫ˂ʞɻɈ
追求Ă維持管理ɁɈ改善ĂどばM検証
等Ɉ取ɤ組əȦあɤĂ幅広い審査
ɂɄȽȹă入選ȱȹ ぞ名ɂɜĂ本
人Ȧ直接携わȽȹʯ˅ʐɿʇʠɁĂ
取ɤ組ɭȺ事例ɬ明確Ʌ表現Ɂȧ
ɀȤɤĂ様々Ʉɺʯ˅ーʙɅɢɤĂ
創意工夫ȱȹ様子Ȧɢȩ伝わȽɀ
ȧȹă惜ȱȩɜ選考外ɂɄȽȹ方
ɉĂ本人Ɉ役割ɂ新技術導入Ɉ意
気込əɉ伝わȽɀȧȹȦĂ検証Ă
効果ɅȾいɀɜȽɂ踏ə込ɭȺ内
容ȦあɦɊĂ入選ȱȹɂ思わɦɥă
業績ɉ素晴ɣȱいɈɁ今後Ʌ期待
ȱȹいă今回ɉ意欲的Ʌばほɬ駆使
ȱĂ技術Ɉ検証Ă評価ɬ行いĂ現
場ɁɈ実証試験Ă竣工後Ɉ効果検
証ɬ行Ƚȹ事例Ȧ多ȩĂ新型ʋ˅
ʢɾɻ˃ʑɈ新ȱい日常ɒɈ変化
Ʌ向ȫɀɜĂ益々青年技術者Ɉ活
躍ɬ感Ȳȯȵɥ内容ɁあȽȹă
 く古久保真ぐ

■施工部門
今年度Ɉ施工部門ɉ ぞ件Ɉ応募Ʌ
対ȱɀĂĶ担当ȱȹ工事Ɉ課題Ʌ対
ȳɥ取ɤ組ə姿勢ɞ貢献度ķĂĶ将
来展望ķɅȾいɀ評価ɬ行いĂ せ
件ɬ入選ɂȱȹă
入選ȱȹ せ件ɅȾいɀĂ じ件目ɉ
様々Ʉ試験施工ɞ実験ɬ行いʗɼ
˃張ɤ工法Ɉ品質確保ɂ生産性向
上ɬ図Ƚɀいɥă す件目ɉどばMɬ活
用ȱɀʭ˅ンʠ˅ーʟɻンʈɅɢ
ɤ工期短縮ɂ生産性向上ɬ実現ȱ
ɀいɥă ず件目ɉ増築工事Ɂ仮設
ʼーʡȦɕɂɭɃ無い条件ɈɜɂĂ
各種工夫ɬȱɀ生産性向上ɬ図Ƚ
ɀいɥă せ件目ɉ設備系施工技術
者ɂȱɀĂ配管腐食Ɉ原因ɂȷɈ
原因Ɉ発生状況ɬ追求ȱĂ配管腐
食Ɉ抑制手法ɬ確立ȱȹȭɂɅ加
えĂ既腐食進行配管Ɉ進行状況ɬ
非破壊検査Ɂ確認ȳɥȭɂɁ計画
的Ʉ配管Ɉ更新ɬ可能ɂȱȹ事例
Ɂあɥă
今回Ɉ せ件ɉɂɜɅĂȷɦȸɦɈ
課題Ʌ対ȱɀ真摯Ʌ取ɤ組əĂ確
実Ʉ成果ɬ上Ȭɀいɥă今後ɜ建
築技術者ɂȱɀĂɘȳɘȳɈȮ活
躍ɬ期待ȳɥă
 Ī山口善史ī

■設計ノ計画部門─

赤木ā建一　日建設計

安藤ā寿孝　竹中工務店

井ʦ˅万美恵　竹中工務店

上田ā寛彬　本多環境・建築設計事務所

榎ā恭志郎　大建設計

岡崎ā啓祐　大成建設

小島ā茂也　東畑建築事務所

木村ā慎司　東畑建築事務所

迫ā麻里絵　竹中工務店

佐藤āā剛　大林組

佐畑ā勇樹　大林組

千葉菜津美　鴻池組

中尾ā洋明　東畑建築事務所

乗越ā由香　清水建設

不動ā剛志　東畑建築事務所

前川ā道郎　昭和設計

水田ā博夫　清水建設

野内ā美菜　日建設計

山口ā智三　日建設計

山崎ā晋一　日建設計

■構造部門─

髙山ā秀俊　竹中工務店

仲āāā輝　日建設計

竹本ā孝輔　東畑建築事務所

堤āā友紀　大林組

豊島ā裕樹　大成建設

濵口ā慶生　奥村組

■設備部門─

安藤ā直也　大成建設

井上ā大嗣　日建設計

岸本ā拓也　日建設計

高井ā智広　日建設計

長澤āā努　竹中工務店

服部ā佳史　日建設計

原口雄太郎　竹中工務店

■施工部門─

荒牧āā誠　竹中工務店

須藤ā寿文　竹中工務店

中谷ā昌弘　鹿島建設

舟木ā太樹　竹中工務店
部門別「し音順

応募状況と結果
部門 応募数 入選数

設計ノ計画 すず すし

構造 そ そ

設備 だ ぞ

施工 ぞ せ

合計 せ「 ずぞ

第67回青年技術者選考委員
勝山　太郎／ ㈱日建設計執行役員設計部門

グループマネージャー

長尾　　健／長尾健建築研究所代表 
橋本　　修／㈱昭和設計執行役員
松原　茂樹／ 大阪大学大学院工学研究科

地球総合工学専攻准教授

水方　秀也／ ㈱竹中工務店開発計画本部長
（西日本担当）

阿蘇品尚士／ ㈱東畑建築事務所執行役員
本社オフィス東京代表

北尾　聡子／ 大阪電気通信大学工学部
建築学科准教授

小倉　良友／ ㈱日建設計エンジニアリング部門
設備設計グループシニアダイレクター

古久保　真／清水建設㈱関西支店設備設計部副部長
山口　善史／ ㈱大林組大阪本店建築事業部

生産技術部長

青木　康造／ 大成建設㈱関西支店建築部
品質管理室長



6

設計・計画部門

赤
あか

木
ぎ

建
けん

一
いち

生 年 月　1985年岡山県生まれ
最終学歴　 2010年九州大学大学院人

間環境学府空間システム
専攻修了

業務経歴　 2010年㈱日建設計入社、
現在大阪設計部

●担当した主なプロジェクト
2011年　京都市成長産業創造センター
2016年　 新見市役所南庁舎

新見市立図書館改修
愛媛銀行三島支店

2018年　三井住友銀行尾道支店

■青年技術者のことば

全ɀɈʯ˅ʐɿʇʠɅȤいɀネ開

始ȥɣ竣工ȳɥɘɁ社内外含ɛ関

係者Ɉ方々ɈʍʵーʠɒɈ感謝ɉ

尽ȧɘȵɭă日々責任ɂ遣ɤ甲斐

Ɉ間Ɂ一喜一憂ȱɄȦɣ仕事Ʌ取

ɤ組ɭɁいɘȳă

ȭɦɘɁʯ˅ʐɿʇʠɬ通Ȳɀ考

えɀȧȹȭɂɉĂ建築Ɉ設計ɬ進

ɛɀいȩ上ɁʇˁɼɺンʠɒɈ価

値ɬ生əȾȾネ視野ɬ少ȱ広Ȭ社

会性ɬ持Ƚȹ建築ɬ提案ȱȹいɂ

いうȭɂɁȳă

建築ɅȤȫɥ社会性ɂɉネʋンʞ

ʇʑʠɅɢɤ多種多様Ɂあɤネ一

義的Ʌ定義ȳɥȭɂɉ難ȱいɁȳ

ȦĂȷɈʯ˅ʐɿʇʠȮɂɅ与え

ɣɦȹ様々Ʉ与条件ɬ読ə解ȧネ

組ə立ɀネȷɈ時考え得ɥ最善Ɉ

解ɬ提案ȳɥă

ȷɈɢうɅ提案ȱȹ建築ȦĂʇˁ

ɼɺンʠɅɂȽɀ良ȧ資産ɂɄ

ɤネ社会ɅɂȽɀɜ意義あɥ価値

ɬ生ɚ建築ɁあɥȭɂăȷɈɢう

Ʉ建築ɬ目指ȱȹいɂ思Ƚɀいɘ

ȳă

■すいせん者

岡田泰典

㈱日建設計ā設計部

ʘɼ˄ʇʗー

京都市成長産業創造センター

新見市役所南庁舎/新見市立図書館
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設計・計画部門

安
あん

藤
どう

寿
とし

孝
たか

生 年 月　1986年 2月岐阜県生まれ
最終学歴　 2010年名古屋大学大学院

環境学研究科都市環境学
専攻終了

業務経歴　2010年㈱竹中工務店入社
　　　　　現在　設計主任
●担当した主なプロジェクト
2013年　石福金属興業名古屋営業所
2015年　十六銀行天白支店
2015年　LIXILショールーム名古屋
2018年　井口洋夫記念ホール

■青年技術者のことば

人ɂ環境ɉ切ɤ離ȳȭɂȦɁȧɄ

いăɘȹ建築ɬ含ɚȳɓɀɈ物Ȧ

常Ʌ文脈・歴史Ʌ依存ȱĂ人Ȧȷ

ȭɅ意味ɬ作ɤ出ȱɀいɥăȭɦ

ɣɈ本質ɬ念頭ɅȤいɀ建築ɬ設

計ȱɄȩɀɉɄɣɄいɂ思うă近

年Ăʋ˄ʇʠʥʑĪ正当性īɈ追

求ɂ自然科学・ʟーʗ偏重Ɉ傾向

Ȧ時流ɂȱɀあɥăĶ客観的ķɅ

ɜɈȮɂɬ判断ȳɥ手段Ɉ一Ⱦɂ

ȱɀĂ現象ɬ細分化・数値化ȱɀ

扱いĂ設計Ʌ利用ȳɥȭɂɉ必要

条件ɁあɥȦĂ十分条件ɁɉɄ

いă質量ɬ持ȻĂ場所Ʌ固定ȯɦ

ɥ建築Ɉ性質上Ă文脈的Ʉ意味ɬ

削Ȩ落ȯɦȹ数字ɞ四則演算Ɂ記

述ɁȧɄい領域ɅȭȷĂ設計者Ɉ

存在意義Ȧあɥɂ考えɀいɥă計

画地ɬ訪ɦĂ観察ɞ調査ɬ通Ȳɀ

ȷɈ場所Ɉ固有性ɬ見出ȱĂ利用

者Ɉ行動ɬ想起ȱɄȦɣ一ȾɈ形

ɂȱɀ結実ȯȵɥȭɂĂ即Ȼ˄ʑ

ʵンʑĪ応答īȦĂ設計者Ɉ˄ʑ

ʵンʏʫ˂ʞɻĪ責任īɈ一ȾɁ

ɉɄいȥă設計ȥɣ竣工ɘɁɈ時

間Ɉ幅Ȧ必然的Ʌ大ȧȩɄɥȥɣ

尚更Ăȷɦɣ不変Ɉ価値ɞ意味ɬ

ɃɦȺȫ見出ȱĂ与えɣɦɥȥɅ

拘Ƚɀいȧȹいă

■すいせん者

市川健二

㈱竹中工務店ā名古屋支店

設計部ā設計部長

井口洋夫記念ホール

十六銀行天白支店

LIXILショールーム名古屋

石福金属興業名古屋営業所
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設計・計画部門

井
い

ノ
の

口
くち

万
ま

美
み

恵
え

生 年 月　1984年 9月大阪府生まれ
最終学歴　2009年京都大学大学院
　　　　　工学研究科建築学専攻修了
業務経歴　2009年㈱竹中工務店入社
　　　　　 2014-2017年 ヨーロッパ

竹中　ドイツ支店設計部
　　　　　現在　大阪本店設計部
●担当した主なプロジェクト
2012年　J-GREEN堺 DREAMCAMP
2014年　立命館大学茨木キャンパス
2017年　 Komatsu Germany

Technology Center
2018年　 Nexen Tire Europe

Technical Center
2019年　Mando Europe R&D Center

■青年技術者のことば

ʯ˅ʐɿʇʠɅɢȽɀʋンʓʯʠ

Ɉ核ɂɄɥ内容ɉȷɦȸɦ異Ʉ

ɤɘȳȦĂ振ɤ返ɥɂいȾɜĂ利

用者ȦĂ自ɣ気ȿいɀȯえいɄい

行動ɈʗʄȦ一ȾɁɜ外ɦĂɢɤ

自由ɅɄȽɀȩɦɥȭɂɬ願いɄ

Ȧɣ設計ȱɀいɘȳăȷȱɀĂ建

築ɅɉȷɈ力Ȧあɥɂ信Ȳɀいɘ

ȳăɘȻɅȾいɀɜĂɘȻɉɜȽ

ɂ自由Ɂ寛容ɅɄɥ方法Ȧあɥɂ

思いɘȳȦĂ建築ɂいう仕事ɬ通

ȱɀ貢献ȳɥȹɛɅɉ完成後Ɉʶ

ʥʐʹンʠɈ議論ɅɘɁ参加ȳɥ

ȭɂȦ必要Ⱥɂ考えɘȳăɘȻɅ

接続ȯɦɥɢうɄ仕事Ʌ巡ɤ合Ƚ

ȹ際ɅɉĂ建物ɂʶʥʐʹンʠȦ

融合ȱȹ空間ɬ実現ȱȹいɁȳă

時代Ɉ潮流Ʌɢɥ建築主要望Ɉ傾

向ɜあɤĂɺɼʋʣʛʇɄʟʎɼ

ンɬ多ȩȱɀȧɘȱȹă建築Ɉ設

計技術・施工技術ɂɜɅ飛躍的Ʌ

進歩ȱĂɢɤ自由ɄȥȹȻɈ建物

ɬ作ɥȭɂȦɁȧɥɢうɅɄɤĂ

今後ȥȹȻɬ扱うĂɂいうȭɂȦ

ɢɤ重要ɅɄȽɀȩɥɈɁɉɄい

ȥɂ考えɘȳă外部Ʌ対ȳɥ発信

ɈȹɛɈ視覚的ɄȥȹȻɅ加えĂ

ȥȹȻɈɄȥɅ身体ɬ置いȹɂȧ

ɅĂ身体自体ȦɃう感受ȳɥȥɅ

耳ɬ傾ȫĂ経験ɬ増ɞȱɀいȩȭ

ɂɁĂȥȹȻɬɢɤ重層的Ʌ扱え

ɥȭɂɬ目指ȱɘȳă

■すいせん者

檜山知則

㈱竹中工務店ā大阪本店

設計部ā第そ設計部門長

Komatsu Germany Technology Center

Nexen Tire Europe Technical Center

Mando Europe Offi  ce and R&D Center
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設計・計画部門

上
うえ

田
だ

寛
ひろ

彬
あき

生 年 月　1985年 1月熊本県生まれ
最終学歴　 2015年和歌山大学大学院

システム工学研究科博士
後期課程単位取得退学

業務経歴　 2011年～本多環境・建築
設計事務所にて設計協力

●担当した主なプロジェクト
2011年　有田市そとはま保育所
2013年　重ね格子梁の構造実験と提案
2016年　 立ち寄りどころのある複合

福祉施設
2020年　緑の立体街路を持つ福祉施設
2014～2016年
　　　　 傾斜地集落における地域資

産としての環境価値の発見
と再生

●受賞
第2回きのくに建築賞　紀州材賞

■青年技術者のことば

建築ɬ学ɍ始ɛȹ頃Ă大学Ɉ構内

Ʌ同期数人Ɂ体育倉庫Ɉʓ˃ʭʫ

˃ʡɬ行いɘȱȹă廃校ɂɄȽȹ

木造校舎Ɉ木材ɬ再利用ȱĂ稲藁

ɬ収穫後Ɉ田ɭɖȥɣ分ȫɀɜɣ

いĂʑʠ˅ーʱɼ˃工法ɬ採用ȱ

ɘȱȹăɘȹĂ土壁Ʌ使う土ɬȾ

ȩɤĂ地域Ɉ職人Ɉ方Ʌ教わɤɄ

Ȧɣ壁ɬ仕上Ȭɘȱȹă振ɤ返ɥ

ɂĂ大学ʅʻンʩʑ内Ʌ実施成果

ɬ残ȳȭɂȦɁȧȹ一方ɁĂ建築

ɬ単体Ɉ技術的対象ɂȱɀ捉えɀ

Ȥɤɘȱȹă

私ɉȭɦɘɁĂĶ地域環境ɞ集落

Ɉ調査・研究ɂ実務ķĂĶ環境ɂ建

築ķɈ行ȧ来Ɉ中ȥɣĂ建築ɬ考

えɀȧɘȱȹă

調査・研究ɁɈʭɻー˃ʡワーʇ

ɉĂ高齢化ȱĂ人口Ȧ減少ȱɀい

ȩ中ɁĂ集落Ɉ住民ɞ地域Ɉ方ɂ

一緒ɅĂȭɦȥɣɈ地域ɬ創造的

Ʌ考えɥȭɂɁɜあɤɘȱȹă

ʓ˃ʭʫ˃ʡɬ行ȽɀȥɣĂじ「年

Ȧ経Ȼɘȳă現在ɁɉĂȷɈ地域

ɞ文化Ă生活ɞ社会ɬ深ȩ考えɥ

ȭɂɈ大切ȯɬ知ɤĂȷɈ先Ʌ環

境ɂ建築Ɉ創造ɂ可能性Ȧ広ȦȽ

ɀいɥɂ感ȲɀȤɤɘȳă

今ɘɁɈ活動Ɉ中Ɂ学ɭɁȧȹ

Ķ環境ɂ建築ķɈ視点ɬ軸ɅĂ地

域社会ɂ環境Ɉ中ɁĂ多様Ʉ文化

ɞ地域性ĂȷɈ時々Ɉ社会性Ʌ対

ȱɀĂ環境ɂ建築ȦɃうあɥɓȧ

ȥĂȭɦȥɣɜ深ȩ考え続ȫɀい

ȭうɂ思いɘȳă

■すいせん者

本多友常

本多・環境建築設計事務所 代表

立ち寄りどころのある複合福祉施設
まちに開かれたシニアフィットネス、子育て支援、学習塾を組み合わせた小規模な複合福祉施設である。挿入された
デッキは、光や風を建物内部へと導き、雨滴でさえ落ちてくる穴の空いた天井は、インテリアとエクステリアの境を曖
昧なものとしている。立ち寄りどころは建物と並行に計画された庭と共に、まち並みから建築への連続性として構成さ
れている。

居住空間

立体街路

避難階段を持つ
跳ね出しバルコニー

保育園

緑の立体街路を持つ福祉施設
障がいを持つ方々の住まいとなる福祉ホームと企業内保育を主目的とした保育園を合わせ持つ福祉施設である。立体的
な緑の街路は、居住空間と街並みの間に挿入され、跳ね出した避難階段とバルコニーは、地上から緑のつながりを作り
出している。施設から飛び出した子供の活動とともに、まちとの重層的なつながりを構成している。

環境と建築を考える原点となったセルフビルドによる体育倉庫

傾斜地集落における地域資産としての環境価値の発見と再生（築117年、増築後107年の木造小学校の調査研究）

まち並みに開かれた音楽会

学習塾の奥に見える中庭とシニアフィットネス雨と風と光が入り込み内外の境を曖昧なものとする立ち寄りどころ

まち並みに開かれた緑のファサード

立体的、重層的に構成された緑の街路

石垣の擁壁の上に建つ築117年の旧大己小学校外壁と防風壁が一体となったような石積み

ストローベイルが積まれた施工時の壁土壁の塗られたストローベイルの外壁ストローベイルの壁と軒下のある体育倉庫
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設計・計画部門

榎
えのき

恭
きょう

志
し

郎
ろう

生 年 月　1984年11月高知県生まれ
最終学歴　 2009年神戸大学大学院

建築学専攻修了
業務経歴　2009年㈱大建設計入社
　　　　　 現在、大阪事務所

第1設計室
●担当した主なプロジェクト
2012年　呉市民ホール
2014年　ユニゾイン神戸三宮
2016年　四国中央市新庁舎
2016年　大阪府立吹田東高等学校
2018年　JRクレメントイン高知
2018年　長岡京市新庁舎

■青年技術者のことば

建築ɅȤいɀ最ɜ重要ɄȭɂɉĂ

ĶʾーʎーȦ使いɞȳいȭɂķȺɂ

考えɀいɘȳă使いɞȳい建築Ă

便利Ʉ都市Ă過Ȯȱɞȳい環境ă

ȭɦȦ達成ɁȧɄいɂʾーʎーȥ

ɣɉ評価ȯɦȴĂ愛ȯɦɥ空間ɂ

ɉɄɣɄいɂ考えɀいɘȳăȳɓ

ɀɈʟʎɼンɉȭɦɅ収束ȳɥɢ

う心Ȧȫɀいɘȳă施主Ɉ要望Ʌ

ȾいɀĂいȥɄɥ無理難題ɜ真摯

Ʌ受ȫ止ɛĂ機能性ɞ安全性ɬ両

立ȯȵɥȭɂɁ新ȹɄ空間ɞ快適

性ɅȾɄȦɥɂ考えɀいɘȳă

今現在Ă社会的Ʌ求ɛɣɦɀいɥ

ɜɈɂȱɀĂSにのsɈ目標ɬ守ɥȭ

ɂɉ勿論Ă建築ɂȱɀɉĶ居心地

Ȧ良ȩ人ɅɂȽɀʑʠ˄ʑɈɄい

空間Ă環境ɅɂȽɀʑʠ˄ʑɈɄ

い建築ķɅȳɥȭɂȺɂ考えɀい

ɘȳă空間構成ɞ動線Ă内外装Ă

ʍɼンɅ至ɥɘɁʑʠ˄ʑɬ如何

Ʌ無ȩȱĂ居心地Ɉɢい空間ȿȩ

ɤɬ大事Ʌȱɀいɘȳă

現在Ă設計Ɉ範疇ɂȱɀɉĂ建築

単体ɅɄɤĂ社会ɒɈ影響ɉɘȺ

微々ȹɥɜɈȺɂ思いɘȳȦĂ将

来的ɅȭɈ建築Ʌ対ȳɥ考え方Ȧ

都市全体Ʌ反映ȯɦɥɢうɅɄɤĂ

ʑʠ˄ʑȦɄȩ居心地Ɉɢい都市Ă

環境Ʌȱȹいɂ考えɀいɘȳă人

ɂ人Ă人ɂ環境ɂɈ居心地Ɉɢい

関係性ɅȾいɀ時代Ɉ変化Ʌ常Ʌ

ɺンʞʢɬ張ɤĂ社会Ɉ求ɛɥ

空間Ăȭɦȥɣ目指ȳɓȧ空間ɂ

ɉ何ȥ模索ȱɄȦɣĂ設計活動ɬ

行Ƚɀ行ȧȹいɂ考えɀいɘȳă

■すいせん者

静ā茂夫

㈱大建設計ā大阪事務所

第じ設計室ā室長

呉市民ホール

大阪府立吹田東高等学校
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設計・計画部門

岡
おか

崎
ざき

啓
けい

祐
すけ

生 年 月　1984年10月兵庫県生まれ
最終学歴　 2010年東京大学大学院

工学系研究科建築学専攻
修了

業務経歴　2010年大成建設㈱入社
　　　　　 現在、関西支店設計部

プロジェクトアーキテクト
●担当した主なプロジェクト
2014年　 大成建設技術センターZEB

実証棟
2015年　柏たなか病院
2019年　都市クリエイト新社屋

■青年技術者のことば

実務ɬ始ɛɀじし年Ă様々Ʉʯ˅

ʐɿʇʠɅ巡ɤ合うȭɂȦɁȧɘ

ȱȹă

東京大学難波研究室ɅȤȫɥʍʑ

ʞʢʮ˃ʟʎɼンɈ研究ɬ皮切ɤ

ɅĂ建築ɂ環境ɬʞーʶɅ実務Ʌ

取ɤ組ɚȭɂȦ出来ȹȭɂɬ幸運

Ʌ感Ȳɘȳă

大成建設技術ʓンʗーめぬど実証棟

ɁɉĂ省ʀʥ˃ʆーɬ徹底ȱȹʂ

ʭɻʑɂワーʇʑʗɼ˃Ɉ構築

ɬă柏ȹɄȥ病院ɁɉĂ光ɞ緑Ʌ

ɢɥ院内環境Ɉ向上ɬă都市ʇ˂

ʀɼʠ新社屋ɁɉĂ緑ɂワーʇʑ

ʲーʑɈ関係性ɬ追求ȱɘȱȹă

各案件ɬ通ȲɀĂ光ɞ風Ă緑ɞʀ

ʥ˃ʆーɄɃ形Ɉ無いɜɈɂ建築

ɬɃう結ɍȾȫɥȥɅ関心Ȧ集中

ȱɀいɥɢうɅ思いɘȳă

今回Ɉ応募ɅあȹɤĂĶ新ȱいʑ

ʗンʘーʡɈ追求ķɂいう言葉Ɂ

自作ɒɈ意気込əɬ表現ȱɀəɘ

ȱȹȦĂ今程ȭɈ言葉Ȧ重ȩ感Ȳ

ɣɦɥȭɂɉあɤɘȵɭăせ月Ɉ

緊急事態宣言ɬ経ɀĂ少ȱȴȾ日

常ɬ取ɤ戻ȱȾȾあɥɢうɅ思い

ɘȳȦĂʋ˅ʢ危機以降Ɉ社会ɉ

以前Ɉȷɦɂɉ異ɄɥɜɈɂ思わ

ɦɘȳă建築ɅɘȾわɥ概念ɜĂ

日々変化Ʌ晒ȯɦɥȭɂɬ実感ȳ

ɥɂ共ɅĂ新ȱい社会Ʌ相応ȱい

環境Ɉ構築Ʌ向ȫɀĂɢɤ一層真

摯Ʌ取ɤ組ɭɁいȥɇɊɄɣɄい

ɂ感Ȳɀいɥ次第Ɂȳă

■すいせん者

平井浩之

大成建設㈱ā関西支店ā設計部

設計部長

柏たなか病院

都市クリエイト新社屋

大成建設技術センターZEB実証棟
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設計・計画部門

小
お

島
じま

茂
なる

也
や

生 年 月　1984年 7月高知県生まれ
最終学歴　 大阪大学大学院　工学研

究科　地球総合工学専攻
業務履歴　 2009年㈱東畑建築事務所

入社
　　　　　現在、本社オフィス設計室
●担当した主なプロジェクト
2014年　 東京都北区なでしこ小学校

等複合施設
2015年　 真庭市立北房統合小学校・

こども園
2016年　 大阪大学（吹田）オープン

イノベーション拠点
2017年　和歌山県立医科大学薬学部
2018年　同志社大学致遠館
2019年　神戸村野工業高等学校

■青年技術者のことば

地域Ʌ根Ȱȱȹĸ＋αĹɈ建築ɬ

生ə出ȳ

私ɉ今ɘɁɈ設計ɬ通ȱɀĂϱ地

域Ʌ根Ȱȱȹあɤ方ɬ模索ȱϲ対

話ɬ通ȱɀ思いɬȩə取ɤϳʞー

ʶ設定ɬ掲Ȭʙʻ˄ンʐȳɥɂい

うず点ɬ一貫ȱɀ取ɤ組ɭɁいɘ

ȳă

建築ɉ何十年ɂ建Ȼ続ȫɥȭɂȥ

ɣĂ都市Ɉ喧騒ɞ自然Ɉ風景Ʌ馴

染ɚ建築ɂɄɥɢうĂʭɻー˃ʡ

ワーʇɞȷɈ土地Ɉ歴史調査ɬ行

うȭɂɁĂ建築Ɉ配置ɞ形態Ă素

材Ȧ導ȧ出ȯɦɥȭɂȦ重要ɂ考

えɀいɘȳă

ɘȹĂȾȩɥ人Ī建築主īɞȾȥ

う人Īʾーʎーīɂ対話ɬ重ɇɥ

ȭɂɁĂ課題ɞ想いɬȩə取ɤĂ

ȷɦɬ形Ʌȱɀ共有ȱɀいȩȭɂ

Ȧ地域Ɉ方々Ʌ永ȩ親ȱɘɦɥ建

築ɅɄɥɂ感Ȳɀいɘȳă

ȯɣɅĂ新ȹɄ価値ɬ創造ȱɀい

ȩȹɛɅĂʯ˅ʐɿʇʠȮɂɅ異

Ʉɥʞーʶɬ見出ȱĂȷɈʞーʶ

ɅȾいɀɂȭɂɭ向ȥい合いʙʻ

˄ンʐȳɥȭɂɁĂɢɤɢい空間

ĸ＋αĹɈ魅力Ɉあɥ建築ɬ生ə

出ȳȭɂȦ設計者ɂȱɀ重要Ɂあ

ɥɂ思いɘȳă

ȭɦȥɣɜ日々ʙʻ˄ンʐȱ続

ȫĂɢɤɢい建築ɬ生ə出ȱɀい

ȧȹいɂ思いɘȳă

■すいせん者

笹村欽也

㈱東畑建築事務所

執行役員本社ʂʭɻʑ大阪副代表

真庭市立北房統合小学校・こども園

東京都北区立なでしこ小学校等複合施設

同志社大学　致遠館
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設計・計画部門

木
き

村
むら

慎
しん

司
じ

生 年 月　1984年 6月大阪府生まれ
最終学歴　 2011年京都工芸繊維大学

大学院工芸科学研究科
　　　　　建築設計学専攻修了
業務経歴　2011年㈱東畑建築事務所
　　　　　 現在、本社オフィス大阪

設計室
●担当した主なプロジェクト
2011年　 東京大学（中野）教育学部附

属中等教育学校屋内運動場
2012年　上戸田地域交流センター
2014年　 田村駒株式会社東京本社改修
2016年　坂出市新庁舎
2017年　長門市本庁舎
2017年～善通寺市新庁舎

■青年技術者のことば

－建築ɂいうʯ˅ʓʑ全体ɬȾȩ

ɥȭɂɬ通Ȳɀ－

建築ɬȾȩɥȭɂɂɉĂ建物ȷɦ

自体ɬȾȩɥȭɂɅɂɃɘɣȴĂ

企画・設計・施工・運営・維持保

全ɄɃɬ含ɚʯ˅ʓʑ全体ɬȾȩ

ɥȭɂɁあɥɂ考えɀいɘȳăȷ

ȱɀĂ建築Ɉ設計者ɅɉĂ出来ɥ

Ⱥȫ多ȩɈ人々ȦȷɈʯ˅ʓʑɅ

ȥȥわȽȹɂいう実感ɬ得ɣɦɥ

ɢうɅ導ȩȭɂȦ求ɛɣɦɀいɥ

ɂ思ȽɀいɘȳăȷɦɉĂȷɈʯ

˅ʓʑɬ共有ȱȹɂいう実感ȭȷ

ȦĂ建物ɒɈ愛着ɅȾɄȦɥ大切

ɄɜɈȺɂ考えɥȥɣɁȳă

建築ɂいう営əȦ人ɞ社会ɂ共Ʌ

あɥȭɂɬ考えɦɊĂȷɦɉ当然

ɈȭɂɄɈȥɜȱɦɘȵɭăɁȳ

ȦĂɘȺȾȩɣɦɀ間ɜɄい建物

ɞĂ歴史的文化的価値Ɉあɥ建物

Ȧ人ɞ社会ȥɣ忘ɦɣɦ解体ȯɦ

ɀいȩ光景ɬ見ɥȹɍɅĂȷɦȦ

決ȱɀ当ȹɤ前ɈȭɂɁɉɄいɈ

Ⱥɂ強ȩ思うɈɁȳă

ȭɦȥɣɜ社会Ɉ中Ɂ人々Ʌ永ȩ

愛ȯɦɥ建物ɬȾȩɥȹɛɅĂ建

築ɂいうʯ˅ʓʑ全体Ʌ向ȧ合い

続ȫȹいɂ思いɘȳă

■すいせん者

永田久子

㈱東畑建築事務所

取締役常務執行役員

本社ʂʭɻʑ 大阪代表

善通寺市新庁舎

長門市本庁舎

東京大学（中野）教育学部附属中等教育学校屋内運動場
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設計・計画部門

迫
さこ

麻
ま

里
り

絵
え

生 年 月　1984年10月福岡県生まれ
最終学歴　 2009年 3月九州大学大学

院人間環境学府都市共生
デザイン専攻修了

業務経歴　2009年㈱竹中工務店入社
　　　　　 現在開発計画本部、大阪

駅北地区事業本部（兼務）
●担当した主なプロジェクト
2011年～　 心斎橋アーバンドミナント

戦略、大丸心斎橋本館
2013年～　 大阪梅田ツインタワーズ・

サウス
2014年～　水都大阪パートナーズ
2018年～　 大阪ダイヤモンドシティ

協議会
2018年～　うめきた2期（計画中）

■青年技術者のことば

ɘȻȿȩɤɅȤいɀĂ単Ʌ建物ɞ

公共施設ɬ建設・整備ȳɥɂいう

ʧーʡ的Ʉ開発Ī拠点ɬȾȩɥī

Ʌ留ɘɣȴĂɁȧあȦȽȹ建物・

公共施設Ȧ地域社会Ʌ溶ȫ込əĂ

人々Ȧ愛着ɬ持ȻĂ魅力的ɄɘȻ

ɂȱɀ持続的Ʌ発展ȱȾȿȫɥʕ

ʭʠ的Ʉ開発ĪɘȻɬ育ɀɥīɜ

大切Ɂあɥă私ɉȭɈすȾɈ視点

ɬ重視ȱĂ両輪ɂȱɀ循環ȯȵɥ

ȭɂɁĂ都市Ʌ新ȹɄ価値ɬ生ə

出ȳȭɂɬ目指ȱɀȧȹă

Ķ拠点ɬȾȩɥķɅあȹɤĂ建築

主ɞ社会ɈʣーʒɅʶʛʙȱȹ魅

力的Ʉ建物ɂȳɥȭɂȦ重要Ɂあ

ɥăȷɈȹɛɅĂɘȻ全体Ɉ魅力

向上Ʌ繋Ȧɥ建物ĂȥȾ次世代Ɉ

視点ɬ反映ȱȹ建物ɬ計画ȳɥɢ

う心掛ȫɀいɥă

ĶɘȻɬ育ɀɥķɅあȹɤĂɘȻ

Ɉ魅力ɞ価値ɬ維持・向上ȯȵĂ

ʀ˂ɺ間競争力Ɉ強化ɞ資産価値

向上Ʌ繋ȬɥȭɂȦ重要Ɂあɥă

ȷɈȹɛɅĂ地権者ɞ市民Ȧ当事

者意識ɬ持Ƚɀ主体的Ʌ関わɦɥ

機会ɬ増ɞȱĂ市民ɅĶ誇ɤķɞ

Ķ愛着ķȦ生ɘɦĂ持続的Ʌ発展

ȱɀいȩ力ɬ得ɥȭɂȦɁȧɥɂ

考えɥă

今後ɜȭɈ視点ɬ取ɤ入ɦɀɘȻ

ȿȩɤɅ寄与ȱĂ都市Ʌ新ȹɄ価

値ɬ生ə出ȱɀいȧȹいă

■すいせん者

小谷一文

㈱竹中工務店ā開発計画本部

西日本じʈ˃ーʯ長

梅田エリア

大阪ダイヤモンドシティ協議会大阪梅田ツインタワーズ・サウス

心斎橋エリア

心斎橋アーバンドミナント戦略大丸心斎橋店を中心とした開発

水都大阪エリア

水都大阪パートナーズ中之島漁港・みなと食堂
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設計・計画部門

佐
さ

藤
とう

　 剛
たけし

生 年 月　1985年 5月静岡県生まれ
最終学歴　 2011年東京工業大学

大学院総合理工学研究科
人間環境システム専攻
修了

業務経歴　2011年㈱大林組入社
　　　　　現在、名古屋支店
　　　　　建築設計部主任
●担当した主なプロジェクト
2011年　A社オフィスビル
2014年　トヨタカローラ南海
　　　　金岡新店舗新築工事
2014年　開明中学校・高等学校校舎
　　　　建替工事
2016年　oak meguro
2016年　B社オフィスビル
2018年　C社研究施設
2020年　C社物流センター

■青年技術者のことば

Ķ想像力ɬ豊ȥɅķ

設計者ɂȱɀɈ成果品ɉ唯一Ă

図面Ɂあɥă

ȷɦɉ建築主ĂʾーʎーĂ施工者Ă

ʹーʃー等多ȩɈʑʞーʇʳ˃ʘー

ɬ繋Ȫ重要Ʉʋʷʽʣʉーʏʿン

ʜー˃Ɂɜあɥă

ȷɈ図面ɬ描ȩɅあȹɤĂ私ɉ

設計者ɂȱɀĶ想像力ķȦ最ɜ

大切Ⱥɂ考えɀいɥă建築主ɞ

ʾーʎーɅɉ要望ɬ超えɥɢうɄ

新ȱい空間ɬɼʹーʐȱĂ施工者

ɞʹーʃーɅɉ品質・性能Ă施工性

ɬ考慮ȱȾȾʟɻʞー˃ɬ突ȧ詰

ɛɀいȩăいȴɦɜ不可視Ɉ要素

ɬ自ɣɈ感性Ɉ上ɁɼʹーʐȱɄ

ȦɣĂ思いɬ伝えɣɦɥ様Ʌ描ȧ

上Ȭɀいȩă

建築Ɉ完成ɉ楽ȱəɁあɥ反面Ă

ȷɈʯ˅ʓʑɅɉ多ȩɈ逡巡ȦȾ

ȧɘɂうăȷɦɬ乗ɤ越えɀいȩ

ȹɛɅɉĂ設計者Ȧ自ɣɈ想像Ɉ

世界ɬ尽ȩȱɀ図面ɬ描ȧĂ検証

ȱĂ無数Ɉ決定ɬ裁いɀいȩĂɌ

ɂȾɌɂȾɈ過程Ȧ必要不可欠Ɂ

あɥă今後ɜĶ想像力ķɬ高ɛĂ

ȷɈ建築Ʌ関わɥ皆ȯɭɈ夢ɂ期

待Ʌ応えɀʯ˅ʐɿʇʠɬ実現ȳ

ɥȭɂɈɁȧɥ設計者ɬ目指ȱɀ

いɥă

■すいせん者

近井ā務

㈱大林組ā名古屋支店

統括部長

C社物流センター

oak meguro

トヨタカローラ南海金岡店
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設計・計画部門

パワトレイン コア テクノロジー センター

ナブテスコ岐阜工場 アクチュエーター棟

わくわくコマツ2号館

佐
さ

畑
はた

勇
ゆう

樹
き

生 年 月　1985年10月島根県生まれ
最終学歴　 2011年九州大学大学院

人間環境学府空間システム
専攻修了

業務経歴　2011年㈱大林組入社
　　　　　 現在、名古屋支店建築設

計部主任
●担当した主なプロジェクト
2014年　うみんちゅワーフ
2015年　わくわくコマツ2号館
2018年　 ナブテスコ岐阜工場 アク

チュエーター棟
2020年　 パワトレイン コア テクノ

ロジー センター
現　在　蒲郡信用金庫 岡崎北支店

■青年技術者のことば

建築Ɉ魅力ɈɌɂȾɅĂ˂ɺ˂

ʞɻȦ時間ɬ超えɀ伝達ȱɀいȩ

ɂいう点Ȧあɤɘȳă

あɥ時点Ɉ様々Ʉ条件Ȧ均衡ȱȹ

状態ɂȱɀ建物Ȧ成立ȱɘȳȦĂ

ȷɈ建物Ȧ長ȩȷɈ場所Ʌあɤ時

間ɬ超えɀいȩȹɛɅɉĂ陳腐化

ȱɄい価値ɬ備えɀいɥ必要Ȧあ

ɤɘȳă

設計ɅあȹȽɀɉĂ諸条件ȥɣ導

ȥɦȹ建物Ɉあɥɓȧ姿ɅȾい

ɀĂ生産Ɉ場Ɉ視点ɞʟɻʞー˃

Ɉ集積ȥɣĂȷɈ成ɤ立Ȼɬɢȩ

理解ȳɥȭɂɬ心掛ȫɀいɘȳă

ȷうȱɀ導ȥɦȹȥȹȻȥɣɉ恣

意的Ʉ歪əȦ排除ȯɦĂȷɈ場所

ɅあɥȭɂɈ蓋然性Ȧ備わɤĂ自

然Ʉ美ȱȯȦ伴いɘȳă

社会ɞ経済ɄɃ建築ɬɂɤɘȩ

様々Ʉ条件Ȧ移ɧȤうɂɜĂ時間

Ʌ耐えɥ陳腐化ȱɄい価値ɬ生ə

出ȳȭɂɬ目指ȱɀĂ建築ɂ向ȧ

合Ƚɀいȧɘȳă

■すいせん者

近井ā務

㈱大林組ā名古屋支店

統括部長
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設計・計画部門

千
ち

葉
ば

菜
な

津
つ

美
み

生 年 月　1988年 4月大阪府生まれ
最終学歴　 2013年滋賀県立大学大学

院環境科学研究科修了
業務経歴　 2013年㈱鴻池組入社
　　　　　 現在、設計本部建築設計

第1部所属
●担当した主なプロジェクト
2016年　 N株式会社技術棟・食堂棟

新設工事
2017年　 ユニバーサルシティ駅前プ

ロジェクト
2018年　 摂南大学農学部棟等新築工事

神戸駅前プロジェクト

■青年技術者のことば

入社以来改修工事ɞ敷地内増築Ɉ

案件ɬ担当ȳɥȭɂȦ多ȩĂ既存

建物ɞ敷地Ɉ既Ʌ持Ƚɀいɥ性質

ɞ状況Ȧ建築ɅɢȽɀ変化ȳɥȭ

ɂɈ影響力Ɉ大ȧȯɬ強ȩ感Ȳɀ

いɘȳăȷɈ場所Ɂ営ɘɦɀȧȹ

生活ɞ生業ɅȤȫɥ建築主Ɉ想い

ɞ理想ɬ受ȫ止ɛĂ設計者ɂȱɀ

ȷɈ想いɬ形ɅȱɄȩɀɉɄɤɘ

ȵɭăȷɈ職能ɬ満ȹȳȹɛɅɉ

形ɬ作ɥȹɛɈ技術ɞ構成力ɬ要

ȳɥȭɂɉɜȻɧɭĂ既存Ʌあɥ

要素ɬ読ə取ɥȭɂĂ建築主Ɉ想

いɅ心ɬ寄ȵɥȭɂĂȷȱɀ要望

以上Ɉ解ɬ導ȧ出ȳȭɂȦ大切ɂ

感Ȳɀいɘȳă

計画規模Ɉ大小ɅȥȥわɣȴĂ建

築行為ɉȷɈ建物Ɉ利用者ɅɂȽ

ɀ生活Ɉ質Ʌ大ȧɄ変化ɬɜȹɣ

ȱɘȳă入社ず年目Ɂ担当ȱȹ小

学校Ɉ改修計画ɁɉĂȭɈ改修ɬ

通ȱɀ先生ɞ児童Ɉ皆ȯɭȥɣ温

ȥいȤ声ɬȥȫɀいȹȺいȹ経験

Ȧ今ɜ心Ʌ残ȽɀいɘȳăȷɈ経

験ȥɣĂ快適Ɂ愛着あɥ空間ɬ提

供ȳɥȭɂɅ対ȱɀɈ使命感Ȧɢ

ɤ一層高ɘɤĂ常Ʌ遣い手Ʌ寄ɤ

添Ƚȹ提案ɈɁȧɥ設計者Ɂあɤ

ȹいɂ心掛ȫɀいɘȳă

今後ɜ設計者ɂȱɀ感性ɂ技術ɬ

磨ȧɄȦɣĂȷɭɄ理想ɂȳɥ空

間ȿȩɤɬ実現Ɂȧɥɢう精進ȱ

ɀいȧȹいɂ思いɘȳă

■すいせん者

臼井明夫

㈱鴻池組ā本社ā設計本部

建築設計第じ部長

摂南大学農学部棟等新築工事

神戸駅前プロジェクト
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設計・計画部門

中
なか

尾
お

洋
ひろ

明
あき

生 年 月　1985年 3月岡山県生まれ
最終学歴　 2010年広島大学大学院工

学研究科社会環境システム
専攻修了

業務経歴　 2010年㈱東畑建築事務所
入社

　　　　　 現在、同社九州オフィス
設計室

●担当した主なプロジェクト
2010年　エクセル浜松新設工事
2012年～2016年
　　　　 福岡雙葉学園小学校新築工事
2016年　ライトウインズ阿見改築工事
2016年　九州大学（伊都）文系実験棟
2017年　 小倉競馬場関連　改修工事等
2019年　岡山北斎場整備事業
2016年～2019年
　　　　ウインズ札幌A館改築工事
2020年～ ウインズ札幌A館改築工事

現場常駐監理

■青年技術者のことば

ȭɦɘɁ民間施設ɬ中心Ʌ多ȩɈ

ʯ˅ʐɿʇʠɅ携わȽɀȧɘȱ

ȹă私ɉʯ˅ʐɿʇʠɬ進ɛɥɅ

あȹȽɀĂȷɈ建築Ʌ係わɥ人々

ɂɈ対話ɬ重視ȱɀ設計ɬ行Ƚɀ

いɘȳă最初ɉ互いɅわȥɣɄい

ȭɂȦあȽɀɜĂ対話ɬ重ɇ相手

ɬ理解ȱĂ理解ȯɦɥȭɂɁĂ建

築ɬȾȩɥɂいう一ȾɈ目標Ʌ向

ȥȽɀ進ɚȭɂȦɁȧɥɢうɅɄ

ɥɂ思Ƚɀいɘȳă不意Ʉ質問ɞ

想定外Ɉ状況Ʌɜ柔軟Ʌ対処Ɂȧ

ɥɢうĂ常Ʌ十分Ʉ準備ɂ広い視

野ɬɜȽɀ対話Ʌ望əȹいɂ思い

ɘȳă社会人ɂȱɀじし年Ȧ経過ȱ

ɘȱȹȦĂɘȺɘȺĂ私一人Ɉ力

Ɂɉ解決ɁȧɄいȭɂȦ日常的Ʌ

起ȭɤĂ実力不足ɬ痛感ȳɥ日々

ɁȳăȱȥȱĂ何度ɜ対話ɬ重

ɇĂ建築Ʌ関わɥ人々Ɉ様々Ʉ

思いɞ要望ɬ理解ȱĂ協力ȱ合

いĂ建築ɬȾȩɥɂいう一ȾɈ目

標Ʌ向ȥȽɀ進ɚȭɂȦɁȧɥɢ

う日々研鑽ȱɀいȧȹいɂ思いɘ

ȳă

■すいせん者

河野和久

㈱東畑建築事務所

九州ʂʭɻʑ代表

福岡雙葉小学校

ライトウインズ阿見
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設計・計画部門

乗
のり

越
こし

由
ゆ

香
か

生 年 月　1987年12月兵庫県生まれ
最終学歴　 2012年武庫川女子大学大

学院生活環境学研究科建
築学専攻修了

業務経歴　2012年清水建設㈱入社
　　　　　現在、関西支店設計部
●担当した主なプロジェクト
2014年　久光製薬株式会社大阪支店
2015年　武庫川女子大学武道館
2015年　淡路信用金庫神戸支店
2018年　千寿製薬本社ビル
2019年　 大阪成蹊大学・大阪成蹊短

期大学グローバル館
2020年　森ノ宮医療大学桜棟

■青年技術者のことば

建築Ɉ設計ɉĂ建物Ɉ利用者Ɉ

想いɞ社会情勢Ă周辺環境ɄɃĂ

様々Ʉ要素ɬɏɘえȹ上ɁĂ今求

ɛɣɦɀいɥɜɈɅ対ȱɀ最適Ʉ

答えɬ導ȧ出ȳȹɛɈ行為Ⱥɂ思

いɘȳăȷɈ答えɬ導ȩ過程ɅȤ

いɀĂ設計者ɂȱɀ特Ʌ重要Ⱥɂ

思うɈɉĂ利用者目線Ɂ検討・提

案ɬ行いĂ様々Ʉ分野Ɉ人ɂ意見

ɬ交わȱĂ対話ɬ重ɇɥȭɂȺɂ

考えɘȳă

建築ɉ一人Ɂɉ実現ɁȧȴĂ意

匠・構造・設備・施工・維持管理

ɄɃĂʠーʗ˃Ɂ物事ɬ考えĂ各

専門分野Ɉ知識ɬ集合ȯȵɥȭɂ

ɁĂɢɤ良い建築Ȧ生ɘɦɘȳă

ɘȹĂ安全Ɂ機能的Ʉ建物ɬ実現

ȳɥȹɛɅ技術力ɜ必要不可欠ɂ

考えɘȳă

ʣーʒɬ具現化ȳɥȹɛɅ図面ɬ

描ȧĂ建物Ɉ利用者ɂɼʹーʐɬ

共有ȱĂ描いɀいȹɜɈȦʃʗʙ

ɂɄɤĂ自分ȺȫɁɄȩ利用者Ʌ

ɜ満足頂ȫɥ建築・空間ɬ実現Ɂ

ȧȹ時Ʌ設計者ɂȱɀɈɞɤȦい

ɬ感Ȳɀいɘȳă

自分Ȧ担当ȱȹ建築ȦȭɈ先ɜ長

ȩ愛ȯɦ続ȫĂ新ȹɄ価値ɞ可能

性Ȧ付加ȯɦĂ社会Ʌ貢献Ɂȧɥ

ɢうĂ人ɂɈʋʷʽʣʉーʏʿン

ɬ大切Ʌ知識ɂ技術力ɬ磨ȧĂ今

後ɜ真摯Ʌ設計Ʌ取ɤ組ɭɁいȧ

ȹいɂ思いɘȳă

■すいせん者

小山裕之

清水建設㈱関西支店

建築設計す部部長

森ノ宮医療大学桜棟
回遊性のあるキャナルデッキ

外観

カジュアルで親しみやすい 2 階カフェ

千寿製薬本社ビル

大阪成蹊大学・大阪成蹊短期大学　グローバル館

独立洗面カウンター、パウダーコーナー、ソファー空間など
アメニティを充実させた 2 階女性専用ラウンジ＆トイレ

外観

木目調の仕上材を用いた
重厚感のあるグローバルホール

木ルーバー・木階段による社員の憩いの場

ダイナミックな 5層吹抜空間 外観

エントランスホール

中庭に面した役員ホール



20

設計・計画部門

不
ふ

動
どう

剛
つよ

志
し

生 年 月　1984年 7月兵庫県生まれ
最終学歴　 2010年大阪大学大学院工

学研究科地球総合工学専
攻建築工学コース修了

業務経歴　 2010年㈱東畑建築事務所
入社、現在、本社オフィ
ス設計室主任技師、BIM
推進室兼務

●担当した主なプロジェクト
2010年　岩橋クリニック
2010年　富田製薬中央研究所
2011年　名張特別養護老人ホーム
2012年　堺市文化観光拠点
　　　　（さかい利晶の杜）
2013年　京都会館
　　　　（ロームシアター京都）
2016年　日本ピラー工業株式会社
　　　　三田工場増強工事
2017年　京都スタジアム
　　　　（サンガスタジアム
 by KYOCERA)

■青年技術者のことば
ɺンʠ˅ʵʓンĪ人新世īɂ呼Ɋ
ɦɥ人類Ȧ地球Ɉ地質ɞ生態系
Ʌ重大Ʉ影響ɬ与えɥɂȯɦɥ地
質時代ɅȾいɀɈ議論ȦȯɦɀȤ
ɤĂ情報通信・利用技術Ɉ発展Ă
疫病Ɉ流行ĂɄɃ建築Ɉ周ɤɉɂ
ɀȾɜɄいʑʬーʡɁ変化ȱɀい
ɥăȷうȱȹ状況ɁĂ建築技術者
ɉ何ɬ果ȹȳɓȧȥ考えɀəɥă
建築Ʌɉ歴史Ȧあɥă社会ɞ文明
Ȧ作ɣɦɥɂȭɧɅ建築ɉ必要ɂ
ȯɦĂ社会ɞ文明Ɉ変化Ʌ応Ȳɀ
先人Ȧ創造ȱȹ建築Ȧ歴史ɬ作Ƚ
ȹăɘȹĂ建築ɉ存在自体Ȧ歴史
ɬ持Ⱦ宿命Ȧあɥă
変化ɈȳȯɘȲい現代ɅȤいɀĂ
建築Ȧ背負う歴史ɬĶ重ȩķ感Ȳ
ɥɈɉ私ȺȫȺɧうȥă
現代Ɉ変化Ʌ応えɥȹɛɅɉ建築
ɅĶȱɄɞȥȯķɞĶ軽ȯķȦ必
要ɄɈɁɉɄいȥɂ感ȲɥɈɉ私
ȺȫȺɧうȥă
歴史ɬ蔑ɧɅȱȹいɈɁɉɄいă
先人Ȧ築いȹ歴史ɬ尊重ȱĂȷɦ
ɬ土壌ɂȱɀȭɈ時代ɄɤɈȱɄ
ɞȥȯɬɜȽɀ建築Ʌ向ȧ合うȭ
ɂɁĂȭɈ時代ɂȱɀɈ歴史ɬ刻
əĂ次世代ɒ建築ɬȾɄȪȹɛɈ
土壌ɬȾȩɥȭɂȦ出来ɥɈɁɉ
Ʉいȥă
ɃうȳɦɊȷɦɅ近ȿȩȭɂȦɁ
ȧɥȥĂȭɈ時代Ʌ建築Ʌ携わɥ
一員ɂȱɀĂ考えĂ実践ȱɀいȧ
ȹいă

■すいせん者
永田久子
㈱東畑建築事務所
常務執行役員
本社ʂʭɻʑ大阪代表

サンガスタジアム by KYOCERA

さかい利晶の杜
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設計・計画部門

前
まえ

川
かわ

道
みち

郎
お

生 年 月　1986年 2月兵庫県生まれ
最終学歴　 京都大学大学院工学研究

科建築学専攻修了
業務経歴　2011年㈱昭和設計入社
　　　　　現在　建築設計部主査
●担当した主なプロジェクト
2011年  立花愛の園幼稚園
2012年  新東名高速愛知県内商業施設
2013年  宮城県・福島県災害公営住宅
2014年  気仙沼駅前災害公営住宅
2015年  藤沢公民館労働会館複合施設
2016年  東京アクアティクスセンター
2018年  福島大学食農学類研究棟
2019年  東京都足立児童相談所

■青年技術者のことば

私ȦɘȺ学生ɁĂȭɦȥɣ社会Ʌ

出ɥɂいう時ɅĂ東日本大震災Ȧ

起ȭɤɘȱȹăȷɈ日ɘɁɉ自分

Ɉ思いɬ形ɅȳɥȹɛɅ建築設計

ɬɞɤȹいɂいう思いɁȱȹȦĂ

建築Ɂ世Ɉ中ɈȹɛɅ何ȦɁȧɥ

ɈȺɧうȥɂĂ自分Ɉ中ɁĶ自己

完結ķɈ考え方ȥɣĶ社会貢献ķ

Ɉ考えɒɂ変化ȱȹȭɂɬ覚えɀ

いɘȳă

入社ȱɀ以来Ă携わȽɀȧȹʯ˅

ʐɿʇʠɈ多ȩɉ東日本大震災ɂ

深ȩ関わɥʯ˅ʐɿʇʠɁȱȹă

復興支援Ɉ都市計画Ʌ始ɘɤĂ気

仙沼駅前再開発Ă復興ʂ˂ンʬʛ

ʇĂȷȱɀ原発事故Ɉ傷跡ȥɣɈ

復興ɬ目指ȳ福島大学食農学類研

究棟ăɃɈʯ˅ʐɿʇʠɁɜĂ多

ȩɈ関係者Ɉ切実Ʉ思いȦあɤɘ

ȱȹă現在担当ȯȵɀいȹȺいɀ

いɥ足立児童相談所ʯ˅ʐɿʇʠ

ɅȤいɀɜĂ複雑Ʉ社会状況ȥɣ

生ɘɦȹĂ子供ȹȻɞ子供ɬ守ɥ

人ȹȻɈ切実Ʉ思いȦȷȭɅあɤ

ɘȳă被災地ɄɃɁ感Ȳȹ地域Ɉ

大切Ʌȱɀȧȹ自分ȹȻɈ街ɒɈ

思いĂ苦境Ʌȹȹȯɦɀいɥ方々

Ɉ切実Ʉ思いĂȷȱɀ未来ɬɢɤ

ɢȩȱȹいɂいう思いă建築ɉĂ

ȭɦɣɈ思いɬɁȧɥ限ɤ掬い上

ȬĂĶ人ķɂĶ場所ķɈ思いɬ未

来ɒɂ繋いɁいȩă一人Ɉ設計者

ɂȱɀȷɈȹɛɈ手助ȫɬ少ȱɁ

ɜɁȧɦɊ嬉ȱいɁȳă

■すいせん者

吉川康彦

㈱昭和設計ā執行役員

東京アクアティクスセンター東京アクアティクスセンター

福島大学食農学類研究棟福島大学食農学類研究棟

気仙沼駅前災害公営住宅気仙沼駅前災害公営住宅
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設計・計画部門

水
みず

田
た

博
ひろ

夫
お

生 年 月　1986年 4月京都府生まれ
最終学歴　2011年京都工芸繊維大学
　　　　　大学院建築設計学専攻修了
　　　　　2011年清水建設㈱入社
業務経歴　 現在、関西支店建築設計

2部
●担当した主なプロジェクト
2016年　生長の家 茨城県教化部新会館
2019年　 島津製作所 ヘルスケアR＆D

センター
2020年　安田町新庁舎（竣工予定）

■青年技術者のことば

設計Ɉ社会的役割Ɂ私Ȧ重要ɂ考

えɥȭɂɉĶ骨格Ɉあɥ空間ķɬ

ȾȩɥȭɂɁȳă

建築物ɉ施主ɒ引ȧ渡ȯɦȹ後Ă

利用者ɅɢȽɀ改修ɞ更新Ȧ行わ

ɦĂ場合ɅɢȽɀɉ所有者ɞ用途

Ȧ変わɤɄȦɣ社会Ʌ残ɤ続ȫɘ

ȳăȷɈɢうɄ建築物Ʌ重要Ʉȭ

ɂɉĶ変化ɬ受ȫ入ɦɣɦɥ寛容

ȯɬ持ȾȭɂķĶʋンʞʇʑʠɈ

あɥ空間ɁあɥȭɂķȺɂ思いɘ

ȳăȭɦɣɬ持Ȼ合わȵɥȭɂ

ɬĂ私ɉĶ骨格Ɉあɥ空間ķɁあ

ɥɂ考えɘȳăȷɦȦ強靭Ɂあɦ

ɊĂ変化ɬ受ȫ入ɦɄȦɣ永ȩ愛

ȯɦĂ使い続ȫɀɜɣうȭɂȦɁ

ȧɥɂ思いɘȳă

Ķ変化ɬ受ȫ入ɦɣɦɥ寛容ȯķ

ɬ実現ȳɥȹɛɅɉĂ合理的Ʉ構

造・設備計画Ȧ重要Ɂȳăȷȱ

ɀĂɢɤ重要ɄĶʋンʞʇʑʠɈ

あɥ空間ķɉĂ地域ɅɂȽɀɈ建

築物Ɉ在ɤ方Ī存在意義・外観ī

／直接的Ʉ敷地周辺ɂɈ関係性

Ī立面・平面ī／独自Ɉ性格ɬɜȾ

空間Ī平面・断面īɅɢɤ形成ȯ

ɦɥɂ考えɘȳăȭɦɣȦ上手ȩ

構成ȯɦȹɂȧĂ建築物Ʌ固有Ɉ

存在意義Ȧ現ɦɥɂ思いɘȳă

設計行為Ʌɉ様々Ʉ条件・制約Ȧ

あɤĂ解ɉ無限ɅあɤɘȳȦĂȷ

Ɉ中ȥɣĶ骨格Ɉあɥ空間ķɬ創

ɤ出ȵɥɢうɅ経験ɂ見識ɬ深ɛ

ɀいȧȹいɂ思いɘȳă

■すいせん者

小山裕之

清水建設㈱ā関西支店

建築設計す部ā部長

島津製作所　ヘルスケアR&Dセンター 写真：稲住 康広（稲住写真工房）

生長の家　茨城県教化部新会館 写真：船来 洋志（株式会社 川澄・小林研二写真事務所）

安田町新庁舎
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設計・計画部門

野
や

内
ない

美
み

菜
な

生 年 月　1984年 7月北海道生まれ
最終学歴　 2009年北海道大学大学院

工学研究科建築都市空間
デザイン専攻修了

業務経歴　 2009年㈱北海道日建設計
入社

　　　　　2016年㈱日建設計入社
　　　　　現在、都市部門計画部（九州）
●担当した主なプロジェクト
2009年　横浜駅大改造計画
2010年　 下北沢駅周辺上部利用計画

マスタープラン
2011年　渋谷駅街区開発デザイン会議
2013年　大通地区再生研究会（札幌）
2015年　 ターミナル駅周辺帰宅困難

者基礎調査（品川区）
2017年　 福ビル街区再整備計画（福岡）
2018年　 天神明治通り地区天 2南ブ

ロック（明治通り沿道）地
区計画

2019年　博多駅エリア発展協議会

■青年技術者のことば

ȭɦɘɁĂɘȻȿȩɤɞ都市計画

Ʌ関わɥ様々Ʉ会議体Ɉ運営支援

Ʌ携わɣȵɀ頂ȩȭɂȦɁȧɘȱ

ȹă

ɘȻȿȩɤɈʫʐʿンɞ都市計画

Ɉ提案等Ă会議体Ɉɺɾʠʯʛʠ

ɂȱɀ形ɅȱȹɜɈȦ実際Ɉ建物

ɞ都市空間ɂɄȽɀ実現ȳɥɅɉ

時間ȦȥȥɤɘȳȦĂ多ȩɈ方々

Ȧ関わɤ作ɤ上Ȭɥ過程ɞɺɾʠ

ʯʛʠȦ実際Ɉ空間Ʌ生ȥȯɦɥ

ɜɈɅɄɥɢうĂ意識ȱɀ取ɤ組

ɭɁȧɘȱȹă

―目的ɞʌー˃ɬ共有ȳɥ

―課題ɞ論点ɬ明確Ʌȳɥ

―道筋ɬ立ɀɀ整理ȳɥ

― わȥɤɞȳȩ伝わɥ表現ɬ模索

ȳɥ

多ȩɈ方々ɈȮ意見ɬɘɂɛɥ立

場ɂȱɀĂ私個人Ɉ経験ȥɣ生ə

出ȳȭɂɈɁȧɥ言葉ɞ表現Ɉə

Ɂɉ限界ȦあɤɘȳăȱȥȱĂȭ

ɦɘɁ関わɣȵɀ頂いȹ業務Ɉ中

Ɂ少ȱɁɜ多ȩɈȮ意見ɬ頂ȫɥ

ɢうɄ工夫ɬ行うȭɂɁĂ様々Ʉ

見方ɞ新ȹɄ視点Ȧ得ɣɦɥɢう

Ʉ経験ɬ沢山ȯȵɀ頂ȧɘȱȹă

今後ɜɢɤ多ȩɈ方々Ɉ言葉ɞ思

いɅ触ɦĂȷȭɅ自分Ɉ新ȹɄ視

点等ɜ加えɄȦɣĂɢɤ良い空間

ȿȩɤɅ貢献ȳɥ提案ȦɁȧɥɢ

う経験ɬ積ə重ɇɀいȧȹいɂ考

えɀいɘȳă

■すいせん者

亀井三郎

㈱日建設計 都市部門 ʘɼ˄ ʇʗー

天神明治通り地区地区計画・天神二丁目南ブロック（明治通り沿道）
／天神 2丁目南ブロックまちづくり検討会

「天神ビッグバン」による建替えが進む福岡・天神地区。
天神 2丁目南ブロック明治通り沿道の地権者 8者による検討
会において、再開発等促進区を定める地区整備計画の策定に
向けた協議・検討を支援。地区を東西につなぐ地下の歩行者
用通路や、その両端の立体広場が主要な公共施設として定め
られた。
協議・検討にあたっては、明治通り地区全体を対象とする
地権者組織・MDC（天神明治通り街づくり協議会）との協
議・調整も行われ、街の将来像の実現に向けて地権者協働に
よる街づくりが進められている。

Uvcvkqp

強
強

D ♩
♫

作画：ピー・アンド・エル

撮影：株式会社エスエス 九州支店

パース提供：渋谷駅前エリアマネジメント

博多駅エリアグランドビジョン／博多駅エリア発展協議会
博多駅エリア発展協議会は、博多
駅の賑わいと活力をさらに周辺に
つなげていくプロジェクト「博
多コネクティッド」始動を機に
2019年に発足。
初年度は、博多駅エリアが今後目
指すべき将来像を具体化し建替え
等を推進する際の指針となる「グ
ランドビジョン」を作成。現在、
複数のプロジェクトが進行してい
る。

渋谷駅街区開発計画（渋谷スクランブルスクエア）／渋谷駅中心地区デザイン会議
渋谷駅中心地区デザイン会議は、
大規模な開発が連鎖する渋谷駅
中心地区において、各事業主体
のデザイン検討案に対し、景観
の面から周辺地域との調和・連
携について誘導・助言・調整を
行う会議体。
渋谷駅街区開発のデザイン会議
業務（第1フェーズ/第 1～ 5回）
を担当。2019年に東棟が竣工し、
アーバン・コアの「くぼみ」が
人の流れを映し出す象徴的な景
観を形成している。
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設計・計画部門

山
やま

口
ぐち

智
とも

三
みつ

生 年 月　1984年 8月愛知県生まれ
最終学歴　2010年 3月
　　　　　名古屋大学大学院
　　　　　環境学研究科
　　　　　都市環境学専攻 修了
業務経歴　2010年 4月
　　　　　㈱日建設計 入社
　　　　　現在 同社設計部門設計部
●担当した主なプロジェクト
2011年　浜松信用金庫高丘支店
2012年　日本平ホテル
2013年　愛知淑徳大学アースメック棟
2013年　 愛知淑徳大学

iHouse・AS保育室
2013年　 浜松信用金庫きらりタウン支店
2014年　浜松信用金庫駅南支店
2019年　いなべ市役所

■青年技術者のことば
建築Ʌ携わɥ者ɂȱɀʋンʞʇʑ
ʠɬ読ə解いɀ建物ɬ計画ȳɥȭ
ɂɉ当ȹɤ前ɁあɤɘȳȦĂ実際
Ɉ設計Ɉ中ɁɉȷɈ計画Ȧ施主Ɉ
思いɞ利益ɘȹɉ既往Ɉ都市計画
ɄɃɂ合致ȱɄいȭɂȦ多ȩĂȷ
ɦɬɃɈɢうɅ解いɀいȩȦ我々
Ʌ課ȵɣɦȹ使命Ⱥɂ思いɘȳă
施主Ʌ対ȱɀɉ建物ɬ建ɀɥɂい
うȭɂĂȷȱɀȷɦȦ都市ɅɃɈ
ɢうɄ影響ɬ与えɥɈȥɬ理解ȱ
ɀɜɣえɥɢうɅ努ɛɥɂɂɜ
ɅĂ私自身ɜ偏Ƚȹ視点Ʌ捕ɣわ
ɦɥȭɂɄȩĂ小ȯɄʑʉー˃ȥ
ɣ大ȧɄʑʉー˃ɘɁ常Ʌ視度ɬ
変えɄȦɣ物事ɬɂɣえĂ綿密Ʌ
計画ȱ丁寧Ʌ説明ɬ行う必要Ȧあ
ɥɂ思いɘȳă
ɘȹ世Ɉ中ɉばほɄɃɈ発達Ʌɢɤ
ʈ˅ーʨ˃化Ȧ急速Ʌ進ɚ中Ɂ
Ķʈ˅ーʃ˃ķɂいう風潮ɜ見ɣ
ɦɥɢうɅɄɤɘȱȹă建築ɅȤ
いɀɜȥȾɀʨʢʅʽˁーɄ建築
ɞ地域主義ɄɃȦ叫Ɋɦȹ時代Ȧ
あɤɘȳȦĂ今Ɉ日本ɁɉȷɈ形
跡ɉあɘɤ見ɣɦɄいɢうɄ気Ȧ
ȱɘȳăȭういȽȹ時代Ⱥȥɣȭ
ȷȷɈ土地ɣȱȯ・地域ɣȱȯɬ
念頭Ʌ置ȧȾȾĂ各ʯ˅ʐɿʇʠ
Ʌ対ȱɀ最低じȾȴȾɉ新ȱい挑
戦ɬ盛ɤ込əĂ社会ɞ建物ɬ使う
人Ʌ対ȱɀ建築Ɂ貢献ȱɀいȧȹ
いɂ思いɘȳă最後ɅɄɤɘȳȦĂ
設計ɬ一緒Ʌ行うʙーʸʹɼʠ・
施工者ȷȱɀ施主Ʌ常Ʌ感謝Ɉ気
持Ȼɬ忘ɦɥȭɂɄȩȭɦȥɣɜ
精進ȱɀいȧȹいɂ思いɘȳă

■すいせん者
塩田哲也
㈱日建設計ā設計部門
ʘɼ˄ʇʗー

いなべ市役所

浜松信用金庫駅南支店

浜松信用金庫きらりタウン支店
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設計・計画部門

山
やま

崎
さき

晋
しん

一
いち

生 年 月　1985年 3月鳥取県生まれ
最終学歴　 2010年京都大学大学院工

学研究科都市環境工学専
攻修了

業務経歴　2010年㈱日建設計入社
　　　　　現在、都市部門企画開発部
●担当した主なプロジェクト
2012年　渋谷駅地区駅街区
2013年　Zhengzhou Airport-City
2014年　Shenzhen NorthStation TOD
2019年　うめきた 2期地区

■青年技術者のことば

Ĩ都市Ɉ時代ĩɂ言わɦɥɕɃɅ

全世界Ɂ都市化Ȧ進ɚ状況Ɉ中

ɁĂȷɦɅ起因ȳɥ様々Ʉ都市的

Ʉ課題Ȧ各地Ɂ生Ȳɀいɘȳă都

市空間Ɉ輻輳化ɄɃĂȭɦɘɁ日

本Ȧ経験ȱ解決ȱɀȧȹ課題Ʌ加

えɀĂʈ˅ーʨ˃Ʉ都市間競争ɞ

大規模災害Ʌ対ȳɥ˄ʐ˂ʀンʑ

ɄɃĂȭɦɘɁ日本ɜ経験ȱɄ

ȥȽȹ様々Ʉ課題Ʌ世界Ȧ直面ȱ

ɀいɘȳă

ȭɦɣɈ都市課題Ʌ対ȱɀĂ日

本Ɉ都市計画Ȧ長年培Ƚɀȧȹ

ほぶにĪ公共交通指向型開発īɬɉ

Ȳɛɂȳɥ手法・技術ɬɜȽɀ課

題解決Ʌ取ɤ組ɚȭɂȦ効果的Ɂ

ȳȦĂ一方Ɂ都市課題ɉ立地ɞ風

土Ă社会ʏʑʞʸĂ成熟度ɅɢȽ

ɀ異Ʉɥ組合ȵ・異Ʉɥ現象ɂȱ

ɀ表出ȳɥȹɛĂ都市ɬ多面的Ʌ

読ə取ɤĂ解決方法ɬ時代ɞ土地

Ʌ合わȵɀ調合ȱĂ関係者ɈĨ思

いĩɬじȾɅɘɂɛɄȦɣĂȭɦ

ɘɁɅɄい魅力的Ʉ新ȱい都市空

間ɬ創ɤ出ȱɀいȩȭɂȦ大切Ⱥ

ɂ考えɀいɘȳă

■すいせん者

廣瀬元彦

㈱日建設計  都市部門  企画開発部

ʘɼ˄ʇʗー

Shenzhen NorthStation TOD

うめきた2期地区渋谷駅地区駅街区

Zhengzhou Airport-City
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構造部門

髙
たか

山
やま

秀
ひで

俊
とし

生 年 月　1985年 3月神奈川県生まれ
最終学歴　東京工業大学大学院
　　　　　理工学研究科建築学専攻
業務経歴　2010年㈱竹中工務店入社
　　　　　2011年大阪本店設計部
　　　　　2011年大阪本店作業所
　　　　　2013年大阪本店設計部
●担当した主なプロジェクト
2011年　京都銀行六地蔵支店
2013年　イオンモール京都桂川
2015年　イオンモール堺鉄砲町
2016年　 南海なんばターミナルビル

B棟耐震補強
2016年　 竹中コンパクトパイルキャップ®

の開発
2017年　南海和歌山市駅ビル
2017年　京都中央信用金庫寺田支店
2018年　兵庫大学附属加古川幼稚園
2019年　洛北阪急スクエア
2020年　 立誠ガーデン

ヒューリック京都
2020年　南茨木阪急ビル

■青年技術者のことば

持続可能Ʉ社会Ɉ実現Ʌ向ȫɀ

Ķ建築ķȦɁȧɥȭɂɉ数多ȩĂ

我々設計者ɉ経済成長Ɉ下支えɂ

ɄɤĂ安全Ɂ安心ɄɘȻȿȩɤɈ

主役ɂɄɦɥ存在Ⱥɂ考えɀいɘ

ȳăȷɈ中Ɂ私ɉĂ構造設計者ɂ

ȱɀ技術力ɬ発揮ȱ社会Ʌ貢献Ɂ

ȧɥȭɂɬ誇ɤɅ思いĂ日々設計

Ʌ取ɤ組ɭɁいɘȳă

一方ɁĂ持続可能ɄĶ建築生産ķ

Ɉ実現Ʌ目ɬ向ȫɥɂĂ少子高齢

化Ʌ伴う建設技能労働者Ɉ不足

ɉ深刻Ɂ早急Ʉ対策ɬ講ȴɥ必要

Ȧあɤɘȳă我々設計者Ȧ社会Ʌ

貢献ȳɥ建築ɬ遺ȱɀいȩȹɛɅ

ɜĂ目ɬ背ȫɀɉɄɣɄい課題Ɂ

ȳă私ɉ本作品Ɂ構造設計者ɂȱ

ɀɈ技術ɬ活ȥȱɀĂ生産部門ɂ

協業ȱĂ少Ʉい作業員Ɂ建築ɬ作

ɥȭɂȦɁȧɥ省人化技術Ɉ確立

ɬ目指ȱɘȱȹă

世Ɉ中Ȧ変化ȱɀいȩ中Ɂ今後ɜ

様々Ʉ課題Ȧ必ȴ出ɀȩɥɉȴɁ

ȳȦĂ日Ȯɧȥɣ自己研鑽ɬ怠ɣ

ȴĂ自分Ɉ強əɬ最大限Ʌ発揮ȱ

ɀĂ社会Ʌ貢献Ɂȧɥ建築ɬ提供

ȱɀいȧȹいɁȳă

■すいせん者

上田博之

㈱竹中工務店ā設計本部

専門役ā構造設計総括

1．建築概要
本建物ɉす期Ʌ渡Ƚɀ計画ȯɦȹ南海

和歌山市駅Ɉ駅ʫ˃建替計画ɈうȻ

Ɉ じ期工事Ɂ建設ȯɦɥ部分Ʌあȹ

ɥく写真じ ぐă北面ɉ紀ʦ川Ă南面ɉ和

歌山城ɬ望ɛɥ眺望Ɉ良ȯɬ活ȥȱȹ

ʂʭɻʑʫ˃ɂȱɀ計画ȯɦȹăʋɺ

部分Ɉ波形鋼板耐震壁Ɂ地震力ɬ負担

ȱĂ外周Ɉ柱ɉ細径Ɉ長期柱ɂȱɀ設

計ȳɥȭɂɁĂ眺望Ʌ配慮ȱȹă建設

技能労働者Ɉ不足Ȧ深刻ɅɄɤ始ɛȹ

時期Ɉ設計ɁĂ施工時Ɉ省人化ɬ見据

えȹ設計Ʌʙʻ˄ンʐȱȹă

2．構造設計の取り組み
全面Ʌʬʛʠɬ要ȳɥ建築計画Ʌɢ

ɤĂ基礎梁Ȧ土Ʌ触ɦɄい条件ɬ活ȥ

ȱĂ現場作業Ɉ少Ʉい鉄骨基礎梁ɬ採

用ȱȹă杭頭接合部ɅȤいɀɜ基礎梁

ɂ同様Ʌ鉄骨造ɂȱɀ省人化ɬ図ɥ

ȹɛĂĶ竹中ʋンʩʇʠʩɼ˃ʅʻʛ

ʯⓇķĪ以降なPなɂ呼ɐīɬ開発ȱȹ

Ī写真 すīăɘȹĂ上部躯体ɅȤいɀ

ɜĂĶ構造設備ʾʣʛʠ化ʭ˅ɺʩʥ

˃ķɞʴ˃ʠ接合Ȧ不要ɄĶʧンʄー

ʫーʸķɬ採用ȳɥȭɂɁĂ大幅Ʉ省

人化ɬ実現ȱȹă以下Ʌ代表ȱɀなPな

Ɉ取ɤ組əɬ記載ȳɥă

3． 竹中コンパクトパイル
キャップⓇの開発

図 じɅ示ȳɢうɅĂ建物基礎梁ɬS造

ɂȱĂʭーʙンʈ部Ʌ円形鋼管ɬ用い

ɀ内部Ʌʋンʇ˂ーʠɬ充填ȳɥĶ竹

中ʋンʩʇʠʩɼ˃ʅʻʛʯⓇķɬ開

発ȱĂ採用ȱȹă当技術ɅɢɤĂʭー

ʙンʈ構築ɈȹɛɈ配筋・型枠工事

ɬ無ȩȳȭɂȦ出来ɥɂɂɜɅĂべな造

ʭーʙンʈɅ比ɓɀʍɼʒɈʋンʩʇ

ʠ化ɜ実現Ɂȧȹă

◎CPCの施工手順
図 すɅなPなɬ構築ȳɥȹɛɈ施工手順

ɬ示ȳă既製杭打設完了後Ă円形鋼管

Ȧ溶接ȯɦȹし節鉄骨ɬ建方ȱĂ上ȥ

ɣʋンʇ˂ーʠɬ打設ȳɥȺȫɁ構築

Ȧ完了ȳɥăし節鉄骨ɉĂ地上部ɂ同

様Ʌ仕口部Ȥɢɍʘɼɺʭˁʸ等Ɂ構

成ȯɦȹ柱梁接合部ɬ製作後ĂなPな用

Ɉ円形鋼管ɬ柱芯く杭芯ぐ＝鋼管芯ɂɄ

ɥ位置Ʌ溶接ȱȹɜɈɁあɥă必要Ʉ

揚重ɉȭɈ し節鉄骨ɈəɁあɥȹɛĂ

Pなよ化ȱȹʭーʙンʈɢɤɜ大幅Ʌ軽

量化ȯɦɀȤɤĂ一般Ɉ揚重性能Ɂ対

応可能Ɂあɥă

円形鋼管ɉĂ当該杭頭接合部Ɉʋンʇ

˂ーʠ充填鋼管ɂȱɀɈ構造部材ɂい

う役割Ɉ他ɅĂ型枠ɂȱɀɈ役割Ʌ加

えĂ建方用鉄骨ɂいう役割ɬ兼ɇɥă

杭径ɢɤɜ径Ɉ大ȧい鋼管ɬ用いĂ杭

芯ȴɦȦ若干生Ȳɀɜ正規Ɉ位置Ʌし

節鉄骨ɬ建方ȳɥă杭ɂ鉄骨ɉ直接接

合ȱɀいɄいȹɛĂ施工状況Ʌ応Ȳ

ȹ特別Ʉ調整・加工ɬ行うȭɂɄȩ地

上階工事Ʌ移ȽɀいȩȭɂȦ可能Ɂあ

ɥă

◎CPCの構造性能
なPなɅ生Ȳɥ圧縮力Ăȵɭ断力Ă引張

力Ʌ対ȳɥ要素試験体ɬ用いȹ構造実

験Ȥɢɍ縮小架構ʺʟ˃ɬ用いȹ構造

実験ɬ行Ƚȹă写真 ずɅじざせさ「ʑʉー

˃試験体ɅȤȫɥ構造実験状況ɬ示

ȳă図ずɅ示ȳɢうɅĂ鋼管無ȱɈ場

合ɂ比較ȱĂ鋼管ɬ用いȹ試験体ɉ約

じぞ倍Ɉ耐力ɬ発揮ȱȹ上Ă十分Ʉ靱性

能力ɬ示ȱȹăʋンʩʇʠɄ断面Ɂɒ

ɤあȧȦ小ȯȩɀɜĂʋンʇ˂ーʠ充

填鋼管ɂȳɥȭɂɁ大変形Ʌ対ȱɀ耐

力低下ȦɕɂɭɃ生ȲɄい安定ȱȹ挙

動ɬ示ȱĂ高い構造安全性Ȧ確認Ɂȧ

ȹă

◎省人化の効果
本建物ɁɉĂ杭じた本Ɉ全ɀɅなPなɬ採

用ȱȹă写真せɉĂ基礎工事状況写真

ɁあɥăɘɥɁS造建物Ɉ地上階工事

状況ɈɢうɁあɤĂべな造工事ɉɕɂɭ

Ƀ行わɦɀいɄいă全じたヶ所Ɉ杭頭部

ɬ一般的Ʉべな造ʭーʙンʈɁ施工ȱȹ

場合ɂなPなɬ用いȹ場合Ɉ工程Ȥɢɍ

人工ɬ比較ȳɥɂĂ基礎ʭーʙンʈ

工事Ɉ工期Ȧ「し％短縮Ă同工事ɂȱɀ

ぞせ％Ɉ省人化効果Ȧ得ɣɦɀいɥȭɂ

Ȧ分ȥȽȹă

 

図 2　CPCの施工手順

写真 3　CPC要素実験状況 図 3　CPC要素実験結果  写真 4　基礎工事状況

図 1　CPCの概要

フーチング構築のための 

1st STEP
（杭打ち、土間打設）

CFT状の杭頭接合部

鉄骨基礎梁

杭（場所打杭
　　でも既製杭でもOK）

2nd STEP
（0節建方）

3rd STEP
（コンクリート打設）

配筋・型枠不要 

外周（拘束）鋼管 
は建方用 
鉄骨を兼ねる 

レベル調整 
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持続可能な建築生産を実現する新しい省人化技術確立への挑戦
～南海和歌山市駅ビル～

写真 2　竹中コンパクトパイルキャップⓇ写真1　建物全景写真
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電波塔
屋根一部CLT

3階より上S造
純ラーメン

PC柱

1,2階RC造、SRC造
耐震壁付きラーメントラス梁

陸立ち柱

●はじめに
本建物ɉ放送会社Ɉ新社屋ɁあɤĂ中

心市街地Ɉ活性化ɂɂɜɅĂ災害時

ɅȤいɀɉ市民Ɉ生命・財産ɬ守ɥɓ

ȩ情報ɬ発信ȱ続ȫɥ拠点施設ɂȱɀ

計画ȱȹă基幹機能ɂȱɀĂˁʐʂ・

ʞ˄ʫʑʗʐʂɬɉȲɛɂȱȹ放送設

備・電波塔・事務所及ɍ催事ʳー˃Ă

ʃʭɿ・˄ʑʠˁン等ɬ併設ȳɥă平

面形状ɉ約「「m×せ「mĂ地下じ階Ă地上

そ階Ɉ中間層免震建物Ɂあɥă

●構造計画
上部構造ɉĂ じĂす階ɬʑʗʐʂとɂ

楽堂ʳー˃Ɉ外周Ʌ配置ȱȹ鉄筋ʋ

ンʇ˂ーʠ造耐震壁Ʌɢɤ剛性ɂ耐力

ɬ確保ȱĂ柱梁ɉSべな造ɬ主体ɂȱȹă

ず階以上Ɉ階ɅȾいɀɉ事務室ɂȱɀ

Ɉʭ˄ʅʏʫ˂ʞɻɬ最大限確保ȳɥ

ȹɛĂださずmʑʩンɈ正方形ʈ˂ʛʡɅ

柱ɬ配置ȱȹ鉄骨造Ɉ純ˁーʹン架構

ɂȱȹă各ʳー˃ɉず階以上Ɉ事務室

Ɉ直下Ʌ位置ȱɀȤɤĂ各ʳー˃上部

Ɉ大断面鉄骨梁Ʌɢɤ陸立Ȼɂȱȹă

免震構造Ɉ特性ɬいȥȱĂ異Ʉɥ構造

特性ɬ有ȳɥじĂす階ɂ ず～ 「階ɬ無

理Ʉȩ接続ȱȹă

●電波塔の設計
電波塔ɉ最高高ȯせださ「mɁあɤĂ軽量

Ɂ塔状比Ȧ大ȧい躯体ɅɄɥȹɛĂ風

荷重時空力不安定振動Ȧ励起ȯɦɥ恐

ɦȦあɥăȭɦɬ避ȫɥȹɛɅĂ空力

不安定振動ɬ発生ȳɥ恐ɦȦあɥ一次

固有周期ɢɤɜ短い固有周期Ʌɀ鉄塔

ɬ設計ȱȹăɘȹĂĶ地上ʟʐʗ˃放

送用送信設備共通仕様書ķɅ規定ȯɦ

ȹ設計用風荷重Ī建築基準法風荷重Ɉ

す倍以上īɢɤ鉄塔Ɉ設計ɬ行いĂ風

時Ɉ鉄塔Ɉ安全性ɬ確保ȱȹă
約
11
7m

耐震ブレース
（座屈拘束ブレース）

オイルダンパー

既存地下躯体
杭頭鋼管巻き
場所打ちコンクリート杭

構造部門

仲
チュウ

　 輝
キ

生 年 月　1985年 2月中国瀋陽生まれ
最終学歴　 2011年京都大学大学院工

学研究科建築学専攻
業務履歴　 2011年大和ハウス工業㈱

入社
　　　　　 2015年大和ハウス工業㈱

退社
　　　　　2015年㈱日建設計入社
　　　　　 現在、構造設計グループ

構造設計部所属
●担当した主なプロジェクト
2015年　徳島赤十字病院（西棟）
2016年　 関西外国語大学　御殿山

キャンパス・グローバルタウン
　　　　敷島製パン刈谷工場
2017年　日東電工株式会社
　　　　尾道事業所　N1棟
2018年　心斎橋ホテル
2019年　山陽放送株式会社
　　　　 RSKイノベイティブ・メディア

センター

■青年技術者のことば

来日じそ年ĂȭɈうȻ構造設計者ɂ

ȱɀɉじし年ɅɄɤɘȱȹă構造設

計者ɂȱɀɈ前半ɉ平屋Ɉじしししmす

未満Ɉ建物ɬ中心Ʌ設計ȱĂ後

半ɉ大規模建物ɞ超高層ʫ˃ɄɃ

ɬɉȲɛĂ免震Ă制振建物ɬ経験

ȱɘȱȹă一人Ɉ外国人ɂȱɀ日

本Ʌɀじし年間構造設計ȦɁȧȹɈ

ɉĂ本当Ʌ様々Ʉ方ɈȮ協力Ɂあ

ɥȭɂɬ感ȲĂ感謝致ȱɘȳă

構造設計Ʌ対ȱɀ感ȲɥɈɉ構造

設計Ȧ泥臭い仕事Ⱥɂ思Ƚɀいɘ

ȳăɃɭɄɅ大ȧい建物ɁɜĂ一

Ⱦ一ȾɈ部材Ɉ安全性Ɉ確認ȥɣ

始ɘɥɂ思いɘȳă安全確保Ɉȹ

ɛĂ日々Ɉ知識Ɉ積ə重ɇȦ必要

ɂ思ȽɀいɘȳăɘȹĂʺʦȿȩ

ɤɬ知ɥȭɂɜ大事ɁĂ製造現場

ɞ建設現場Ʌ頻繁Ʌ足ɬ運ɐȭɂ

Ȧ大事Ⱥɂ思Ƚɀいɘȳă意匠設

備構造Ɉ融合ɉĂ一回一回Ɉ打Ȼ

合わȵɈ積ə重ɇȥɣɁȧɀいɥ

ɂ思いɘȳă社会Ʌ価値Ɉあɥ建

物ɞ愛ȯɦɥ空間ɬ提供Ɂȧɥɢ

うɅĂȭɦȥɣɜ日々Ă研鑽Ʌ努

ɛĂ視野ɬ拡大ȱɀいȧȹいɂ思

いɘȳă

■すいせん者

吉田ā聡

㈱日建設計ā構造設計ʈ˃ーʯ

ʘɼ˄ʇʗー

異なる構造特性を有する免震構造

外観パース

●はじめに
本建物ɉ大阪Ɉʹɼンʑʠ˂ーʠĂ御

堂筋Ɉ沿線Ʌ計画ȳɥ超高層ʳʞ˃Ɂ

あɥăĶ表向ȧɉ物静ȥɄ装いɁĂ内

側ɉ豪華ȯɬ極ɛɥķɂいう設計ʋ

ンʓʯʠɁĂ外装ɉʈ˄ー色Ɉʄˁʑ

ʃーʞンɾʁー˃ɂȱȹă建物Ɉ内部

構成ɉĂ じ階Ʌʀンʠˁンʑʳー˃Ă

ʳʞ˃˄ʑʠˁン及ɍʞʢンʠ用物販店

舗Ăず階Ʌ宴会場ɄɃɈ用途Ʌ備えȹ

ʴー˃˃ーʸɞ会議室Ăせ階Ʌɉʳʞ

˃˄ʓʯʏʿン及ɍʳʞ˃飲食ʖーンĂ

そ階Ʌɉʑʩ・ʐʸʖーンĂた階ȥɣ

すだ階Ī基準階īɅ客室ɬ配置ȱɀいɥă

●構造計画
地上部分ɉS造ɂȱĂ柱ɉ主Ʌʋンʇ

˂ーʠ充填鋼管Īなねほīɬ用いȹă架

構形式ɉĂʓンʗーʋɺ部分Ʌ配置

ȱȹ速度依存ʘンʩーĪʂɼ˃ʘン

ʩーīɅɢɤʀʥ˃ʆーɬ吸収ȳɥ制

振構造ɂȱȹăぞ階Ɉ設備ʠ˄ンʙ階

Ʌɉʠˁʑɬ設ȫɥȭɂɁĂ上階Ɉ陸

立Ȼ柱ɬ支持ȱĂ地震時Ʌɉ速度依存

ʘンʩーɈʀʥ˃ʆー吸収効率ɬ高

ɛȽȹăすず階以上ɉĂʓンʗーʋɺ部

分Ʌ座屈拘束ʮ˄ーʑɬ配ȱɀ剛性ɂ

耐力ɬ確保ȱȹă屋上ɅとMにɬ設置ȱĂ

再現期間じ年Ɉ風荷重時居住性ɬはご「し

Ʌȱȹă

超高層ビルの設計

構造パース

外観パース

軸組図

NO AMD AMD
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30F 平面図
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構造部門

竹
たけ

本
もと

孝
たか

輔
すけ

生 年 月　1984年12月東京都生まれ
最終学歴　日本大学大学院理工学
　　　　　研究科建築学専攻修了
業務経歴　2009年㈱東畑建築事務所
　　　　　 入社　現在、本社オフィス・

大阪 構造設計室
●担当した主なプロジェクト
2014年　 天理市立前栽小学校

医療法人辰川会 山陽病院
尼崎整備計画 屋根A・B

2015年　 吹田市文化会館（特定天井
改修他）

2016年　 テクノーブル サイエンス
パーク京都

2017年　 和歌山県立医科大学薬学部
北棟・南棟

2018年　JR広島駅南口ビル（東棟）
2019年　NHK新富山放送会館

■青年技術者のことば

構造設計ɅɉĂ建築物Ɉ形態ɞ空

間ɬ想像ȳɥʯ˅ʓʑɅʀンʐʣ

ɺ˂ンʈく工学ぐɈ面ȥɣ貢献Ɂȧ

ɥɂいう面白ȯȦあɤɘȳăʯ˅

ʐɿʇʠȮɂɅ技術的課題く設計

ʞーʶぐɬ持Ƚɀ取ɤ組ɚ姿勢ɬ

大切ɅȱɀいɘȳȦĂ建築物Ɉ構

造安全性ɬ満ȹȱȹ上ɁĂ経済性

ɞ力学的Ʉ合理性Ɉ追求ɁあȽȹ

ɤĂ安全性ɬɢɤ一層高ɛɥ措置

ɞ空間構造ɂȱɀɈ美ȱȯɬ探究

ȳɥɢうɄ構造ʟʎɼンɈ提案

くʯˁʑαぐɬ意匠設計者Ʌ積極的

Ʌ行いĂ建築主Ʌ丁寧Ʌ説明ȳɥ

ȭɂɜ重要Ⱥɂ考えɀいɘȳă

仕事柄Ă構造ɉ意匠ɞ設備Ɉ設計

条件ɬ色濃ȩ受ȫɥ立場Ʌあɤɘ

ȳȦĂɘȺ具体化ȯɦɀいɄい部

分ɅȾいɀɉĂ主体的Ʌ提案Ɂȧ

ɥɂいう視座Ʌ立ȻĂ協働ȳɥ中

Ɂɜ自分ɣȱȯɬ表現ȱɀいȧȹ

いɁȳă幸運ɅɜĂ和歌山県立医

科大学薬学部ɁɉĂ学生時代ȥɣ

温ɛɀいȹ張弦梁ɬ設計ȳɥ機会

Ʌ恵ɘɦɘȱȹăȭɦȥɣɜ趣味

Ɉ建築探訪ɞ野球観戦Ă水泳Ă園

芸Ă天文ɄɃɈ体験ȥɣ得ɣɦȹ

学ɍȦ将来Ɉ仕事Ʌ繋Ȧɥȭɂɬ

期待ȱȾȾĂ構造設計者Ɉ立場ȥ

ɣ魅力的Ʉ空間Ɉ創造ɬ通Ȳɀ建

築ɂ社会Ʌ携わȽɀいȧȹいɂ思

いɘȳă

■すいせん者

太田原克則

㈱東畑建築事務所

本社ʂʭɻʑ 構造設計室ā室長

建物概要
和歌山県和歌山市Ʌすしすし年じす月Ʌ竣工
予定Ɉ本建物ɉĂ和歌山県Ă和歌山市
Ȥɢɍ県立医科大学ȦĂ県Ɉ医療Ɉ発
展Ʌ貢献ȳɥ優ɦȹ薬剤師Ɉ養成ɞĂ
薬剤師Ɉ地域偏在Ɉ解消Ă人口流出Ɉ
抑制ɂɘȻɈ賑わい創出ɄɃɬ目指
ȱɀ新ȹɅ設置構想中Ɉ大学施設Ɂあ
ɥă

構造計画概要
上部構造ɉĂ鉄骨造Ɉ純ˁーʹン構造
Ɂあɥă本建物ɉĂ地上じじ階建ɀĂ一
部地下階ȦあɤĂ平面形状Ȧすじさ「m×
ぞ「さすmɈɕɖ整形Ʉ南棟ɂĂほ字形ɬȱ
ȹ平面形状Ȧそしm×せぞさそmɈ北棟Ɂ構
成ȳɥă建物高ȯɉĂ南棟Ȧ「せさだそ「mĂ
北棟Ȧずじさぞじ「mɁあɤĂ北棟ɂ南棟ɉ
ぬみPさぱɅɢɤ別棟ɂȳɥă
基本ʑʩンɉ東西方向ȦそさたmɂȱĂ南
北方向Ʌ˅ンʈʑʩンɬ有ȱɀいɥă
北棟Ɉ最上階Ʌɉɺ˂ーʢȦあɤĂʑ
ʩンɉじたさだmɂɄȽɀいɥăʑʩンȦ
長大Ɂあɤ下階Ȧ居室Ɂあɥȭɂȥ
ɣĂ多人数Ʌɢɥ床振動ɞ床衝撃音Ȧ
懸念ȯɦȹȹɛĂ床用制振装置ɂ湿式
浮床工法ɬ採用ȱɀ防振性Ă防音性ɬ
高ɛɀいɥăɺ˂ーʢɈ屋根架構Ʌ
ɉĂ張弦梁構造ɬ採用ȱȹă渡ɤ廊下
部分ɉĂ全長じたmɈʭɻー˄ンʟɻー
˃架構ɂȱĂ せ層ɅわȹȽɀ そ mɈ等
間隔Ɂ柱割ɬ行Ƚȹă下部構造ɉĂ鉄
筋ʋンʇ˂ーʠ構造ɂȱȹă基礎ɉĂ
設計のびご約すたm以深ȥɣ出現ȳɥ砂質
層くふつす「～そしぐɬ支持層ɂȱȹ既製ʋン
ʇ˂ーʠ杭基礎ɂȱȹă

張弦梁の計画概要
①張弦梁の概要
北棟「階Ɉɺ˂ーʢɉĂʑʩンじたさだmĂ
桁行ȧずずさせmɈ平面形状ɬ有ȳɥ体育
施設Ɂあɥă立面形状ɉ「ざじしし勾配Ɉ
切妻屋根ɂȱɀいɥă屋根架構ɬ支持
ȳɥ柱ɉĂ桁行ȧʑʩンȦそさじ「mȤɢ

ɍそさたmɁあɤĂ柱高ȯɉじじさぞmɁあɥă
ɺ˂ーʢ部分ɉ下階ȥɣ突出ȱɀいɥ
ȹɛˁーʹン架構ɬ構成ȱɀいɥăʑ
ʵーʜ施設ɂȱɀɈ軽快ȯɞ適度Ʉ緊
張感ɬ感Ȳȯȵɥ空間ɬ目指ȱɀ張弦
梁構造ɬ提案ȱĂ採用Ʌ至Ƚȹă

②張弦梁の詳細
張弦梁ɉĂ上弦材ɅぱばSごは形鋼Ɉ
はごずだしァずししァじしァじそɬ採用ȱĂ下弦材ɉ
ʉーʮ˃材料ɂȱɀ構造用ʑʩɼˁ
˃˅ーʯφず「さ「ɬ す本平行Ʌ配置ȱ
ȹă上弦材ɂ下弦材ɬȾɄȪ束材ɉ一
般構造用炭素鋼鋼管φじしじさそɂȱĂʑ
ʩン中央部Ʌじ箇所配置ȱȹă束材ɂ
下弦材Ɉ接合ɉĂ溶接構造用鋳鋼品
くSなませたしぐɅɢɥ中間接合金具ɬ用いɀ
ʑʩɼˁ˃˅ーʯɬ分割ȵȴɅ引ȧ通
ȳʟɻʞー˃ɂȱȹă上弦材Ɉˁɼʒ
ʑʩン比hざびらつしさしすせĂ下弦材Ɉʍʈʑ
ʩン比ろざびらつしさし「そɁあɤĂɞɞ扁平Ʉ
形状ɬȱɀいɥă

③張弦梁＋ラーメン架構の設計
設計荷重ɉĂ長期荷重Ă風荷重Ă地震
荷重及ɍ積雪荷重Ʌ対ȳɥ検討ɬ行Ƚ
ȹă本建物Ɂɉ地震時ɅȤȫɥ架構
全体Ɉ剛性ɬ確保ȳɥȹɛɅĂ上弦
材両端部ɬ固定荷重Ȧ生Ȳȹ時点Ɂ柱
ɂ剛接合ɂȱȹăȭɦɅɢɤ屋根面Ʌ
生Ȳɥ地震力ɉĂʑʩン方向ɈうȻ張
弦梁ɬ有ȳɥˁーʹン架構Ȧ地震力Ɉ
約じしがɬ負担ȱĂ残ɤɈだしがɉ屋根面ʮ

˄ーʑɬ介ȱɀ妻面Ɉˁーʹン架構Ȧ
負担ȱɀいɥă

④導入張力の設定
固定荷重時ɅȤいɀĂ張弦梁Ɉ上弦材
Ʌ生Ȳɥ曲Ȭ応力Ɉ最大値Ɉ最小化
ɬ目的ɂȱɀ下弦材Ʌ初期張力ɬ導入
ȱȹă梁Ʌ生ȲɥʺーʹンʠɈ最大値
ɬ最小ɅȳɥȭɂɁĂʑʩンɅ沿Ƚȹ
最大断面積ɬ小ȯȩȱɀいɥă必要Ʉ
初期張力ɬ得ɥȹɛɅĂʉーʮ˃ɒɈ
最適ʯ˄ʑʠ˄ʑくPSぐ量ɬ検討ȱȹ結
果Ă参考値ɂȱɀʉーʮ˃じ本あȹɤ
「すをふĂ合計じしせをふɈPSɬ意図的Ʌ導入ȳ
ɥ計画ɂȱȹăʉーʮ˃Ɉ検定比ɉ長
期Ɂしさ「すɁあɤ余裕Ɉあɥ断面設定Ɂ
ɉあɥȦĂ大梁ɂʉーʮ˃Ɉ剛性比α
くつぬばどざぬとSびすぐɅ着目ȳɦɊα≦じしごずɂɄ
ɤĂ付加荷重時Ʌ生Ȳɥ水平反力Īʑ
ˁʑʠīɈ低減Ȧ図ɦɥȹɛ適切Ɂあ
ɥɂ判断ȱȹăɘȹĂ前述ɈPS量Ɂあɦ
Ɋ張力導入ɉ人力施工Ȧ可能ɂ考えȹă

⑤施工監理
ɺ˂ーʢ屋根Ɉ施工ɉĂ設計時Ʌ想定
ȱȹ緊張手順ɞ建方手順ɬ概ɇ踏襲ȱ
ɀ工事Ȧ進ɛɣɦɀいɥă初期張力Ʉ
ɣɍɅPS量ɉĂ施工者Ʌɀ屋根材Ɉ仕
上Ȭ重量Ɉ精査ɞ施工時解析ɬ行Ƚȹ
結果ɬ基Ʌ最終決定ȱȹă地組əɅɢ
ɥ建方ȥɣ屋根面Ʌ仮設荷重ɬ設置ȳ
ɥɅ至ɥɘɁĂʉーʮ˃張力Ă変位ɉ
概ɇ良好Ʌ推移ȱɀいɥă

アリーナ屋根 鉄骨詳細図5階略伏図
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構造部門

堤
つつみ

　 友
ゆ

紀
き

生 年 月　1985年12月滋賀県生まれ
最終学歴　 東京工業大学大学院理工

学研究科建築学専攻修了
業務経歴　2010年㈱大林組入社
　　　　　2011年大阪本店構造設計部
　　　　　2014年東京本社構造設計部
　　　　　2016年大阪本店構造設計部
●担当した主なプロジェクト
・ 明石駅前南地区第一種市街地再開
発事業
・ JOSAI I-HOUSE 東金グローバ
ル・ヴィレッジ
・学校法人東京医科大学新大学病院
・ 大宮通り新ホテル・交流拠点事
業 コンベンション施設等整備運営
事業
・ 大阪第 6地方合同庁舎（仮称）整
備等事業
・株式会社GSユアサ西地区厚生棟

■青年技術者のことば

構造技術ɅɢȽɀ建物Ɉ価値ɬ高

ɛɥȭɂĂ社会Ʌ安心ɬɜȹɣȳ

構造設計Ɉ仕事Ʌ魅力ɬ感Ȳ始ɛ

ȹ頃Ă構造計算書偽装問題Ȧ取ɤ

沙汰ȯɦɘȱȹăȷɈ後ɜ構造Ʌ

関わɥ問題Ȧ相次いȺɕȥĂ近年

ɉ巨大地震Ʌ備えɥȭɂɒɈ関心

Ɉ高ɘɤɜあɤĂ構造設計者Ɉ社

会的Ʉ責任Ʌ対ȳɥ認識ɉ一層高

ɘȽɀいɥɂ感Ȳɘȳă

地震国Ɂあɥ日本ɅȤいɀĂ構造

設計者Ɉ役割ɂ責任Ɉ大ȧȯɉ言

うɘɁɜあɤɘȵɭă構造安全性

ȺȫɁɄȩĂ経済性ɞ施工性Ʌɜ

配慮ȱɄȦɣĂ関係者ɂ協力ȱĂ

ɢɤ良い建物Ȧ実現Ɂȧɥɢうʯ

˅ʐɿʇʠɬ進ɛɀいȩȭɂȦ重

要Ɂあɥɂ考えɀいɘȳă

ȭɦȥɣɜ自ɣɈ技術Ɉ研鑽ɬ重

ɇĂ信頼ȯɦɥ構造設計者ɬ目指

ȳɂɂɜɅĂ柔軟Ʉ発想ȦɁȧɥ

技術者Ɂあɤȹいɂ思いɘȳă約

じし年Ɉ間Ʌ様々Ʉ建物Ɉ設計Ʌ携

わɥ機会ɬいȹȺȧɘȱȹȦĂ今

後ɜ新ȹɄʯ˅ʐɿʇʠɅ関わɥ

度Ʌ新鮮Ʉ気持ȻɁ向ȧ合いĂ疑

問ɬɜȻ考えɥȭɂɬ大切Ʌȱȹ

いɂ思いɘȳăȷȱɀĂ先人ȹȻ

Ȧ重ɇɀȧȹ挑戦Ɉ足跡Ʌ学ɍɄ

ȦɣĂ建築ɬɂȤȱɀ都市文化ɬ

創ɥȭɂɒɈ貢献ȦɁȧɥɢう努

ɛɀɘいɤɘȳă

■すいせん者

福本義之

㈱大林組ā大阪本店

建築事業部構造設計第一部ā部長

本建物ɉĂ大阪市内中心部Ʌ位置ȳɥ

庁舎Ɂあɥă災害時Ʌɉ地域Ɉ防災

拠点ɂȱɀɈ機能Ȧ求ɛɣɦɥȭɂȥ

ɣĂ上町断層帯地震動˄ʱ˃Ǐど後ɜ

機能維持可能ɂȳɥȹɛĂ多様Ʉ技術

ɬ融合ȱĂ高い耐震性能ɬ有ȳɥ免震

構造ɂȱɀ計画ȱȹă

■構造計画
架構形式ɉĂ地上部ɬ耐震間柱付ˁー

ʹン架構ɂȱĂ地下部ɬ耐震壁付ˁー

ʹン架構ɂȱȹă免震効果ɬ向上ȯȵ

ɥȹɛĂ構造種別ɉべな造ɂȱĂす 階以

上Ɉ建物外周部Ʌべな造Ɉ耐震間柱ɬ配

置ȳɥȭɂɁĂ建物Ɉ剛性ɬ高ɛɀいɥă

居室部Ɉ梁ɉĂべな造柱Ʌ接続ȳɥ端

部ɬべな造Ă中央部ɬS造ɂȳɥʧɼʮ

˂ʛʡ構造梁Ʌɢɤ˅ンʈʑʩン化ɬ

図Ƚȹă鉄骨梁Ɉ˅ンʈʑʩン梁Ʌ比

ɓ剛性Ȧ高ȩĂ免震効果ɬ損ɄわȴɅ

ʭ˄ ʅʏʮ˃Ʉ執務空間ɬ実現ȱɀいɥă

免震材料ɉĂ暴風ɞ中小地震Ɉ小ȯɄ

揺ɦȥɣ大地震Ɉ大ȧɄ揺ɦɘɁ免震

効果ɬ発揮ȳɥɢうĂ天然ʌʸ系積層

ʌʸ支承Ă弾性ȳɓɤ支承Ăʂɼ˃ʘ

ンʩーɈ組合ȵɂȱȹăɘȹĂ南海ʠ

ˁʭ沿いɈ巨大地震Ʌɢɥ長周期ȥȾ

長時間継続ȳɥ地震動Ʌ配慮ȱĂ長時

間Ɉ繰返ȱ変形Ʌ対ȱɀ性能劣化Ȧ少

Ʉい天然ʌʸ系積層ʌʸ支承ɂ弾性ȳ

ɓɤ支承ɬ採用ȱȹă

■ 上町断層帯地震動に対する
検討

本建物Ɉ敷地西方約だししmɈ位置Ʌ上

町断層Ȧあɥɂ推定ȯɦɥȭɂȥɣĂ

Ķ大阪府域内陸直下型地震Ʌ対ȳɥ建

築設計用地震動Ȥɢɍ耐震設計指針｣

Īニ大阪府域内陸直下型地震Ʌ対ȳɥ建

築設計用地震動及ɍ設計法Ʌ関ȳɥ研

究会｣īɅ基ȿȧĂ検討ɬ行Ƚȹă

上町断層帯地震動˄ʱ˃ずどɅ対ȱɀ

ɉĂ地震後ɜ建物Ɉ継続使用Ȧ可能ɂ

ɄɥɢうĂ層間変形角じざす「し以下Ă上

部構造ɉ短期許容応力度以下Ɂあɥȭ

ɂɬ確認ȱȹă

■ 想定以上の過大な地震に対
する冗長性の確保

想定以上Ɉ地震Ʌ対ȱɀɉĂ建物外周

部Ɉ基礎躯体ɂĂ建物内部Ɉ免震層上

部躯体Ɉ衝突ɬ利用ȱȹ設計ɅɢɤĂ

免震層Ɉ変形ɬ抑制ȱĂ免震装置ɬ守

ɥ計画ɂȱȹă基礎躯体ɂ免震層上部

躯体Ɉ間Ʌ緩衝材ɬ設置ȳɥȭɂɁĂ

衝突時Ɉ衝撃力ɬ緩和ȱĂ上部構造

Ɉ損傷ɬ低減ȳɥă緩衝材ɉ衝突面Ȧ

ずしりm×ずしりmĂ厚əじしりmɈ高減衰ʌʸɁ

あɤĂ水平変形ȦたししmmɅ達ȳɥɂ緩

衝材Ʌ反力Ȧ生Ȳɥă

衝突時Ʌ引抜力Ɉ発生Ȧ予想ȯɦɥĂ

建物外周部Ɉ天然ʌʸ系積層ʌʸ支承

Ʌ免震引抜力制御技術Ī皿Ɋɇīɬ採

用ȱȹă皿ɊɇȦ縮əĂʱーʑʯ˄ー

ʠȦ浮ȧ上ȦɥȭɂɅɢɤ支承部Ɉ変

形ɬ吸収ȱĂ積層ʌʸ支承Ʌ生Ȳɥ引

抜力ɬ緩和ȱĂ損傷ɬ低減ȳɥăʱー

ʑʯ˄ーʠɈ浮上ɤɬ許容ȱȾȾĂ支

承Ʌ働ȩ応力ɬ基礎側Ʌ伝達ȳɥă

多様な技術を融合した高い耐震性能を有する免震建物の設計
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構造部門

豊
とよ

島
しま

裕
ゆう

樹
き

生 年 月　1984年10月愛知県生まれ
最終学歴　 早稲田大学創造理工学

研究科建築学専攻修了
業務経歴　2010年 大成建設㈱入社
　　　　　2010年 設計本部構造設計
　　　　　2019年～ 現在 関西支店
　　　　　設計部設計室（構造）
●担当した主なプロジェクト
2010年　川崎第 2データセンター
2011年　エコパークかごしま
2011年　長崎みなとメディカルセンター
2012年　DPL横浜大黒
2014年　AZ計画
2016年　The Okura Tokyo
2018年　 ハーモニック・ドライブ・

システムズ有明工場

■青年技術者のことば

構造設計ɂȱɀ約じし年実務ɬ行

いĂ様々Ʉʯ˅ʐɿʇʠɅ携わɥ

ȭɂȦɁȧɘȱȹăɃɈʯ˅ʐɿ

ʇʠɁɜ私Ɉ設計ȳɥ建物ɉじしし

年以上使用ȯɦɥɜɈɁあɤȹい

ɂ考えɀȧɘȱȹăȷɦɉ使い手

Ʌ長ȩ愛ȯɦɥ建物ɬ設計ȱȹい

ɂ考えɀいɥȹɛɁȳă建築設計

行為ɉ通常何ȥ月ɜあɥいɉ何年

ɜȥȫɀ施主Ɉ想いĂ自分Ɉ想い

ɬ検討ȱ図面Ʌ描ȧĂ実現ȱɀい

ȩȭɂɅɄɤɘȳă建ɀɣɦȹ建

物ɉ自分ɅɂȽɀ大事ɄɜɈɁあ

ɤĂȷɦɉ使い手ɅɂȽɀɜȷうɁ

あȽɀ欲ȱいɂいう想いȥɣɁȳă

ȭɈ想いɬ構造設計Ɉ立場ȥɣ実

現ȳɥȹɛɅĂ以下Ɉȭɂɬ意識

ȱɀ取ɤ組ɭɁいɘȳă

じ． 建物損傷ɬ最小限Ʌ抑えɥ架

構Ɉ提案ɬȳɥĪ免制震Ăʮ

˄ーʑ架構Ă壁式架構ɄɃī

す． 将来Ɉ用途変更ɜ見据えĂ執

務・運用ʑʲーʑɅ現ɦɥ構

造体ɬ最小限ɅȳɥĪ外殻構

造ĂʋɺɅɢɥ水平抵抗ɄɃī

ず． 工期・ʋʑʠɅ限ɤȦあɥȹ

ɛɅĂいȥɅ合理的Ʌ実現ȳ

ɥȥɬ考えɥ

せ． 特別Ʉ思い入ɦɬ深ɛɥȹɛ

Ɉ＋αɈ提案ɬȳɥ

今後ɜ愛ȯɦɥ建物ɬ作ɤĂじしし

年以上使わɦɥĂ社会Ɉ資産ɂɄ

ɥ建物ɬ設計ȱ続ȫɀいȧȹいɂ

考えɀいɘȳă

■すいせん者

平井浩之

大成建設㈱ā関西支店ā設計部

設計部長

1．建築概要
本計画ɉʳʞ˃ʂーʇˁ東京本館Ɉ建
替え計画Ɂあɥăʳʞ˃ʂーʇˁɉ
じだそす年ɅĶ海外Ɉ模倣ɁɉɄȩ世界Ʌ
通Ȳɥ日本独自Ɉʳʞ˃Ɉ創造ķɬ目
指ȱɀ開業ȱȹă館内各所Ʌ散ɤɊɛ
ɣɦȹ日本美Ă誰ɅɁɜ開放ȯɦɀい
ȹʹɼン˅ʫーĂȷȱɀ最高ɈȤɜɀ
Ʉȱɬ含ɛĂ世界中Ɉ人々ȥɣ親ȱɘ
ɦɀȧȹʳʞ˃ɁあȽȹă今回Ɉ建替
えɅȤいɀɜ開業当初ɈĶ創造的挑
戦ķɈ精神ɬ受ȫ継ȨĂ新ȹɄ複合施
設ɂȱɀɈʳʞ˃Ʌ生ɘɦ変わɥȭɂ
ɂɄȽȹăȷɈ際ɅĂĶʹɼン˅ʫー
Ɉ完全再現ķɂĶ安全安心Ʉʳʞ˃・
ʂʭɻʑ空間Ɉ実現ķȦ命題ɂɄȽ
ȹă
本建物Ɉ構造架構ʩーʑɬ図 すɅ示
ȳă本建物ɉ地下Ȧ一体ɂɄȽȹʜɼ
ンʗワー計画Ɂあɥă高層棟Ī高ȯ約
じたたmīɉ約そしm×「そmɈ平面形状ɁĂʳ
ʞ˃ɂʂʭɻʑɬ含ɚ複合用途Ɉ建物
Ɂあɥă中層棟Ī高ȯ約ぞ「mīɉ約すそm
×せたmɈ平面形状ɁĂʳʞ˃ɈəɁ構
成ȯɦɀいɥă

2．構造計画概要
上下Ʌ重Ʉɥʳʞ˃Ăʂʭɻʑ共Ʌ安
心安全Ɂ高い耐震性能ɬ付加ȳɥȹɛ
ɅĂ以下Ɉ構造計画ɂȱȹă
ϱ 用途ɬ切替えɥすそ～すぞ階Ʌ構造切替
階ɬ設ȫĂ切替階ɢɤ下部ɉʂɼ˃
ʘンʩーɅɢɥ制振構造ɂȱȹă切
替階ɢɤ上部ɉ吹ȧ抜ȫ空間Ʌ面ȱ
ȹ内部構面Ʌじす層Ʌわȹɥ大ȧɄみ
型ʮ˄ーʑɬ配ȱĂʙʽーʮ効果ɂ
水平剛性ɬ高ɛȹʮ˄ーʑʙʽーʮ
構造ɂȱȹăびす地震時ɅȤいɀ客室
階Ɉ層間変形角ɉじざずしし程度Ʌ抑え
ɥȭɂȦɁȧĂ約ずぞし室Ʌɜ上ɥ客
室Ɉ高級仕上Ȭ材ɞ建具等Ɉ損傷ɬ
軽減ȳɥȭɂɅ貢献ȱȹă

ϲ 構造切替階Ɂɉ内部Ɉʮ˄ーʑ

ʙʽーʮ構面ȥɣ下層ʂʭɻʑɈ外
周部柱Ʌ軸力ɬ流ȳȹɛ斜ɛ柱ɬ配
置ȱĂず次元的Ʌ複雑Ʉ斜ɛ柱Ɉ接
合部ɬ実現ȳɥȹɛĂじす箇所Ɂ鋳鋼
接合部ɬ採用ȱȹă

ϳ ȥȾɀɈʹɼン˅ʫーɉじし階建ɀɈ
「階Ʌ位置ȱɀいȹȦĂ本計画Ɂ
ɉせじ階建ɀɈ「階Ʌ再現ȳɥȭɂɅ
ɄȽȹăせさずmɈ柱ʑʩンȤɢɍ柱外
形Īたししmm角īɜȥȾɀɈ寸法Ȧ指
定ȯɦɀȤɤĂ仕上Ȭɬ除いȹ構造
柱Ɉ外形ɉそししmm角Ʌ制限ȯɦȹȹ
ɛĂ細径Ɉ柱Ʌɉぞたしふざmmす級鋼材ɂ
ねりじ「しɈʋンʇ˂ーʠɬ組ə合わȵ
ȹ超高強度なねほ柱ɬ採用ȱȹă

3．おわりに
す節Ɂ述ɓȹ構造計画ɬ実現ȳɥɅあ
ȹɤĂʮ˄ーʑʙʽーʮ構造Ɂɉいȩ
ȾɜɈ架構ʩʗーンɈ検討ɂ鉄骨ʟɻ
ʞー˃Ɉ検証ɬ行いĂ構造切替階Ɂɉ
板組Ʌɢɥ製作方法ɬ開先ɬ考慮ȱȹ
模型Ɂ検証ȱȹăɘȹĂ超高強度なねほ
柱Ɉ採用ɅあȹȽɀɉĂたしmm厚Ɉ高強
度鋼材Ɉ溶接試験Ȥɢɍ内法せせしmmɈ
なねほ柱充填試験ɬ実施ȳɥɄɃĂ数多
ȩɈ検証ɞ打Ȼ合ȵɬ行いĂ建物Ɉ実
現Ʌ至Ƚȹă建替え前ɂ同様Ʌ利用ȳ
ɥ方Ʌ愛ȯɦĂ今後じしし年以上続ȩ建
物ɂɄɦɊȭɈ上Ʉい幸ȵɁあɥă

上下に複合用途を重ねた超高層建物を実現する構造計画

CFT柱：
490～590N/mm2
＋Fc60～80

CFT柱：780N/mm2
                  ＋Fc150

鉄骨柱

鉄骨柱

プレステージタワー

ヘリテージウイング

図1　外観写真

図2　構造架構パース（主要構造部材を示す）

図12　高層直下に計画された超高強度CFT柱

一般 CFT 柱 超高強度 CFT 柱

鋳鋼接合部

ブラケット

斜め柱
鋳鋼接合部

ブラケット
（工場取付）

（工場取付）
ブラケット

Ů珽甓燵ツデフ顫

ジスケハグヮヮ

コ

爵闍膲デヤゲザケ

弸痂シケケヮヮブ

u𪘚戻顫

瀧めツデフ顫

ザザケハグヮヮ

コ

爵闍膲デヤスケ

弸痂ゲケケケヮヮブ

図4　固有モード図 図5　応答層間変形角

客室階で
約 1/300

構造切替階

変形抑制変形抑制

図3　客室階平面図

図6　振動モードのイメージ図

図7　鋳鋼接合部の施工時写真

図10　超高強度CFT柱（600mm角）と
　　 一般CFT柱（1000mm角）

図11　再現されたオークラロビー

図8 鋳鋼接合部とブラケット

図9　鋳鋼接合部のFEMモデル
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構造部門

濵
はま

口
ぐち

慶
けい

生
せい

生 年 月　1986年 8月高知県生まれ
最終学歴　 2010年神戸大学工学部建

設学科
業務経歴　2010年㈱奥村組入社
　　　　　 2011年～西日本支社建築

設計部
●担当した主なプロジェクト
2011年　 東洋炭素生産技術センター

倉庫棟
2012年　西宮津門大塚町PJ
　　　　いぶきの病院増築
2013年　村野駅バリアフリー化計画
2014年　北九州市スタジアム
2015年　きんでん奈良支店南館
2016年　トーカロ株式会社本社社屋
　　　　㈱奥村組新王寺社宅
2017年　東洋新薬IP第一工場
2018年　扁平梁工法の開発
2019年　八幡市庁舎（設計中）

■青年技術者のことば

構造設計者ɂȱɀ建築設計Ʌ携

わȽȹ約 だ年Ɉ実務経験ɬ通ȲĂ

構造設計者Ʌɉ各ʯ˅ʐɿʇʠɅ

応Ȳɀ様々Ʉ能力・役割Ȧ求ɛɣ

ɦɥɂ感Ȳɀいɘȳă建物Ɉ安全

性ɬ確保ȳɥȭɂɬ大前提ɂȱĂ

工期・工費Ȧ限ɣɦȹ中Ɂ経済性

ɞ施工性ɬ追求ȱȹ合理的Ʉ構造

計画ɬ提案ȳɥ能力Ȧ求ɛɣɦɥ

ɂ同時ɅĂ構造体ȷɈɜɈȦʟʎ

ɼンɂɄɥɢうɄʯ˅ʐɿʇʠɅ

ȤいɀɉĂ大胆Ʉ発想力ɞ意匠設

計者Ɉɼʹーʐɬ具現化ȳɥ構造

計画ɬ提案ȳɥ能力Ȧ求ɛɣɦĂ

ʟʎɼンɈ質ɂ構造的合理性ɬ両

立ȯȵɥʨˁンʑ感覚Ȧ必要Ɂあ

ɥɂ感Ȳɘȳă私Ȧ理想ɂȳɥɈ

ɉĂ各ʯ˅ʐɿʇʠɈ本質ɬ理解

ȱĂȷɦɬ実現ȳɥ構造計画ɬ提

案Ɂȧɥ構造設計者Ɂȳă限ɣɦ

ȹ時間Ɉ中Ɂ最適Ʉ構造形式ɬ導

ȧ出ȳȹɛĂ構造的Ʉɺɼʟɺɬ

日々蓄積ȳɥȭɂɬ意識ȱɀいɘ

ȳă今後ɜ日々Ɉ業務Ʌ常Ʌ探求

心ɬ持Ƚɀ真摯Ʌ向ȧ合いĂɢɤ

良い建築物ɬ提供ȱĂ社会Ʌ貢献

Ɂȧɥ構造設計者ɬ目指ȱɀいȧ

ȹいɂ思いɘȳă

■すいせん者

菅ā正和

㈱奥村組ā西日本支社

建築設計部長

1．計画概要
本建物ɉĂぱべ小倉駅北側Ɉ海沿いɅ位

置ȱĂ北九州市都心部ɾʁーʗーʭ˅

ンʠ地区Ɉ新ȹɄ核ɂɄɥ収容人員じ

万 「千人ɈʑʗʐɺʸɁあɥĪ写真

じīăʑʗʐɺʸɉʹɼンʑʗンʡɬ

含ɚせ棟ɈʑʗンʡɂȷɈ他ず棟Ɉ計

ぞ棟ȥɣ構成ȯɦĂ各棟ɉʀʅʑʩン

ʏʿンʐʿɼンʠɅɢɤ構造的Ʌ分離

ȱɀいɥă以下Ă構造的Ʌ特徴Ɉあɥ

ʹɼンʑʗンʡɬ中心Ʌ説明ȳɥă

2．構造概要
敷地ɉ潮風Ʌ曝ȯɦɥ厳ȱい環境Ʌあ

ɥȹɛĂ塩害Ʌ配慮ȱȹ構造計画Ȧ重

要ɂɄɥăȷȭɁĂ工期ɞ経済的合理

性Ʌɜ配慮ȱɄȦɣĂ海水面ȥɣɁȧ

ɥȺȫ高い位置ɘɁɬべな造Ʌȳɥ方針

ɬ掲ȬĂʹɼンʑʗンʡɅȤいɀɉじ

～ ず階ɘɁɬべな造Ă せ階ȥɣ上部ɬS

造ɂȱȹăべな造部分ɉˁーʹン構造Ă

S造部分ɉʮ˄ーʑ構造ɂȱɀĂ上下

階Ɉ剛性ʨˁンʑɅ配慮ȱȹă

3．屋根架構の設計
意匠設計者Ȧ掲Ȭȹʟʎɼンʋンʓʯ

ʠĶ最新技術Ɉ風ɬ受ȫĂ北九州市

Ɉ未来ɒ漕Ȩ出ȳɾɻンʡ・ʏʛʯ・

ʑʗʐɺʸķɬ具現化ȳɥȹɛĂ観客

席上部Ʌɉ船Ɉʶʑʠɬɼʹーʐȱȹ

Ķʹɼンʶʑʠķȥɣ帆Ʌ見立ɀȹ吊

ɤ屋根ɬ跳ɇ出ȳ屋根架構形式ɬ提案

ȱȹăʹɼンʶʑʠɈ高ȯɞʨʛʇʑ

ʞɼɈʟʯʑɉ建物Ɉ外観Ʌ大ȧɄ影

響ɬ与えɥȹɛĂ構造設計Ɉ見地ȥɣ

合理的Ʉ形状ɬ検討ȱȹ上ɁĂ架構Ɉ

見え方ɅȾいɀ意匠設計者ɂ協議ɬ重

ɇ最終的Ʉ形状ɬ決定ȱȹĪ写真すīă

屋根面Ʌ作用ȳɥ吹上Ȭɂ吹下ɧȱɈ

風荷重ɉĂ屋根梁Ɉ上下Ʌ設置ȱȹʗ

ɼ˅ʛʡɈ張力ɁʹɼンʶʑʠɅ伝達

ȳɥ計画ɂȱȹăʗɼ˅ʛʡɈ吊ɤ位

置ɉ観客席上段Ɉ観客Ɉ視界ɬ妨ȬɄ

いɢうɅ配慮ȱȾȾĂ構造的Ʌ合理的

Ʉ位置ɂȳɥȭɂɁĂ屋根梁断面Ɉ軽

量化ɬ図ɤ吊ɤ屋根Ɉ軽ɞȥȯɬ強調

ȱȹă

4． 屋根架構から下部架構へ
の応力伝達

ʹɼンʑʗンʡɅȾいɀɉĂ放送席Ʉ

Ƀɬ配置ȳɥȹɛɅʨʛʇʑʞɼɬ設

ȫɄい中央架構ɂĂʨʛʇʑʞɼɬ設

ȫɥ端部架構Ɉす通ɤɈ形状Ɂ構成ȱ

ȹĪ図 じ～ ずīă屋根架構Ɉ自重ɂ風

荷重ɉĂ中央架構Ɂɉ前後す本Ɉ柱ɂ

片流ɦʮ˄ーʑɅɢɤ下部べな造架構Ʌ

伝達ȯȵĂ端部架構Ɂɉʹɼンʶʑʠ

ɂʨʛʇʑʞɼɈ軸力ɂȱɀ下部べな造

架構Ʌ伝達ȯȵɀいɥă上部S造架構

ɂ下部べな造架構Ɉ取ɤ合い部ɉĂ上部

ȥɣ下部ɒʑʸーʒɄ応力伝達ɬ図

ɥɂɂɜɅĂ鉄骨柱脚部Ɉ回転剛性

ɬ確保ȱɀ屋根梁先端Ɉ鉛直変位ɬ

小ȯȩ抑えɥȹɛĂSべな造ɂȱȹă

5．施工段階解析
採用ȱȹ屋根架構形式ɁɉĂ上下ʗ

ɼ˅ʛʡɅ設計張力ɬ導入ȱĂȥȾ

屋根先端Ɉ高ȯɬ揃えɥȹɛ高精度

ɁɈ施工管理Ȧ重要ɁあȽȹăȷɈ

ȹɛĂ部材Ɉ境界条件ɞ仮設材Ʌɢ

ɥ支持方法ɄɃɈ施工条件ɬ忠実Ʌ

反映ȱȹĶ施工段階解析ķɬ行いĂ

各段階ɅȤȫɥ張力ɂ屋根梁先端Ɉ

鉛直変位Ɉ管理値ɬ定ɛȹăɄȤĂ

本建物Ɂɉʗɼ˅ʛʡɈ最大部材長

Ȧ約じだmɂ長ȩĂʗɼ˅ʛʡɈ自重Ʌ

ɢɥȹわəɈ影響ɬ無視ɁȧɄいɂ

判断ȱĂ解析Ʌ反映ȱȹă入念Ʉ解

析ɂ調整ɬ重ɇɀ監理ȱȹ結果Ă各

ʗɼ˅ʛʡɅ設計張力ɬ導入ȱȾȾĂ

計画通ɤɅ屋根先端Ɉ高ȯɬ仕上Ȭ

ɥȭɂȦɁȧȹă

海に浮かぶ船をイメージした吊り屋根構造のスタジアムの設計

写真1　東面外観（正面奥がメインスタンド）

A B
D

C

E

F 

図 3　端部架構モデル

図 1　メインスタンド全体架構モデル

図 2　中央架構モデル
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京橋Mばにʫ˃ɉĂ東京都中央区Ʌ位置

ȳɥ中規模ʞʢンʠʫ˃Ɂあɥă当ʫ

˃ɈɢうɄ中小規模Ɉ建物ɉĂ費用対

効果Ɉ点ȥɣ一般的Ʌ大規模Ʉ建物

Ʌ比ɓɀĂ省ʀʥ˃ʆー技術ɬ積極的

Ʌ導入ȳɥȭɂȦ難ȱいɂ言わɦɀい

ɥăȷȭɁĂ収益性ɬ確保ȱȾȾĂ快

適性ɂ省ʀʥ˃ʆーɈ両立ɬ図ɤĂ同

規模Ɉ建物Ʌ対ȱɀ波及効果Ɉ高い省

ʀʥ技術ɬ数多ȩ採用ȱȹăȷȱɀĂ

今後Ɉʞʢンʠʫ˃Ɉ開発ɅȤいɀĂ

ʺʟ˃建物ɂɄɥȭɂɬ目指ȱȹă

写真1　外観写真

1　 設備計画のコンセプト
（図1～3）

Īじī 外装計画ɂ自然ʀʥ˃ʆーɈ有

効利用 

ā・ 構造体ɬ利用ȱȹ格子状外部庇Ʌ

ɢɥ日射遮蔽 

ā・ 外付採光˃ーʨーɂす段透光ʮˁ

ɼンʡɅɢɥ昼光Ɉ積極的Ʉ利用 

ā・ 全館自然換気ʏʑʞʸɅɢɥ空調

負荷Ɉ削減 

Īすī 次世代人検知ʓンʍɬ用いȹ省

ʀʥ制御 

ā・ 照明・換気・空調制御Ʌɢɥ電力

消費量Ɉ削減 

ā・ 冷媒蒸発温度制御Ʌɢɥ空調電力

消費量Ɉ削減 

Īずī ʀʥ˃ʆーʶʥʐʹンʠɅ向ȫ

ȹ取ɤ組ə 

ā・ ʀʥ˃ʆー消費Ɉ見えɥ化Ʌɢɥ

省ʀʥ意識Ɉ向上

ā・電力計量区分Ɉ細分化

2　 次世代人検知センサを用
いた省エネ制御

2 - 1　 次世代人検知センサを用いた制
御概要

人Ɉ滞在・不在・通ɤ抜ȫɄɃɬ精度

高ȩ検知ȳɥĶ次世代人検知ʓンʍķ

Ɉ情報ɬ活用ȱĂ照明・空調・換気ɬ

最適Ʌ制御ȱȹă

滞在時ɉ通常照度・通常空調Ɂ運転

ȱĂ不在ɅɄɥɂ省ʀʥ照度・省ʀʥ

空調Ʌ切ɤ換えɥăȯɣɅ不在Ȧ継続

ȳɥɂ減灯・空調ぶねね ɅȳɥɂいȽȹ

ȧɛ細ɞȥɄ自動制御ɅɢɤĂ環境Ʌ

配慮ȱɄȦɣ大幅Ʉ省ʀʥ運転ɬ行う

計画ɂȱȹă 

2 - 2　冷媒蒸発温度制御（図4） 
中小規模Ɉ建物Ʌ採用ȯɦɥ空調方式

ɂȱɀɉĂ個別制御性ɞ省ʀʥ˃ʆー

性Ʌ優ɦɥ個別空調方式Ȧ採用ȯɦɥ

場合Ȧ多ȩĂȭɈ空調方式ɅȤȫɥ更

Ʉɥ省ʀʥ˃ʆーɒɈ取ɤ組əȦ大ȧ

Ʉ課題ɁあɥăȷȭɁ本建物ɁɉĂ個

別空調方式Ʌ独自Ɉ省ʀʥ制御ɬ導入

ȱĂȷɈ導入効果ɬ継続的Ʌ検証ȱ

ȹă

本制御ɉĂ人検知ʓンʍȥɣ得ɣɦɥ

在席情報ɞ室内外温湿度条件ɄɃɈ情

報ȥɣ潜熱負荷ɂ除湿量ɬ予測ȱĂ低

負荷時ɉ冷媒蒸発温度ɬ ず段階Ī標

準・中・高īɁ自動的Ʌ変更ȳɥȭɂ

ɂȱȹă

3　 エネルギーマネジメント
に向けた取り組み 

竣工後Ɉ取ɤ組əɂȱɀĂʫ˃ʂー

ʢーȦ主体ɂɄɤ設計者ɂ協働ɁĂ各

ʞʢンʠɅɺンʉーʠɬ実施ȱĂ電力

消費状況Ɉ報告Ă快適性Ɉ向上ɂ省ʀ

ʥ˃ʆーɅ向ȫȹɺʡʨɼʑɬ定期的

Ʌ行いĂ情報共有ȱɀいɥăĪ図「ī

実施体制ɉĂ事業主Ȧ主体ɂɄɤĂ関

連企業Ȧ一体ɂɄȽɀ横断的Ʉ体制

ɬ築ȧĂʞʢンʠ企業Ɉ実態ɬȧɛ細

ȥȩ把握ȱ運用ɬʍʵーʠȱȹă設計

者Ă専門的Ʉ立場ȥɣʀʥ˃ʆー分析

ɞɺンʉーʠ調査・分析Ɉ実施Ăɘȹ

過去Ɉ知見ɬ活ȥȱȹɺʡʨɼʑɞ改

善案Ɉ提示ɬ行Ƚȹă

ɺンʉーʠɈ結果Ă及ɍʞʢンʠ毎Ɉ

ʀʥ˃ʆー使用状況ɬ空調・照明・ʋ

ンʓンʠɅ分類ȱĂ省ʀʥ提案ɬ盛ɤ

込ɭȺɺʡʨɼʑʏーʠɬ作成ȱȹă

ȷɦɬ基Ʌ事業主Ă設計者Ăʞʢンʠ

各社Ɉず社Ɂ情報共有ɬ行い次年度Ʌ

向ȫɀ改善点ɬ協議ȱȹă

例えɊĂ夜間Ɉ在所率Ȧ低下ȱȹ時間

帯ɜ照明消費電力Ȧ継続ȱɀ計上ȯ

ɦɀいȹʞʢンʠɅ対ȱɀĂ人検知ʓ

ンʍɅɢɥ制御ɞʑʉʐʽー˃制御Ɉ

導入ɬ促ȳɄɃĂɺʡʨɼʑɬ行Ƚȹ

結果Ă夜間Ɉ照明消費電力Ȧ削減ȯɦ

ȹăĪ図そī

設備部門

安
あん

藤
どう

直
なお

也
や

生 年 月　1986年 6月愛知県生まれ 
最終学歴　 2011年東北大学大学院工

学研究科  修了 
業務経歴　2011年大成建設㈱入社
　　　　　 現在　関西支店設計部設

計室（設備）
●担当した主なプロジェクト 
2012年　京橋MIDビル 
2014年　 日本コカ･コーラ株式会社

新社屋
2014年　 HAWKSベースボールパーク

筑後
2015年　トルコ文化センター 
2016年　四谷駅前地区（再）建設工事
2016年　西新宿 6丁目計画
2018年　大阪芸術大学新棟
2018年　祇園甲部歌舞練場耐震改修 
2019年　笠岡信用組合改修工事

■青年技術者のことば

建築設備ɉ日々新ȱい技術Ăʏʑ

ʞʸȦ開発ȯɦɀȤɤĂȷɈ進化

ɉ著ȱいă特Ʌ近年ɉばoほɈ技術

Ȧ発展ȱɀȤɤĂ様々Ʉʓンʍ技

術ɬ駆使ȱɀ空間Ɉ快適性Ʌ加え

ɀĂ個人˄ʱ˃Ɂ空調・照明ɬ細

ȥȩ制御Ɂȧɥ技術ɜ開発ȯɦɀ

いɥăȭɈɢうɄ時代Ɉ中Ă設備

設計者ɉ数多ȩɈ技術ȥɣĂ施主

Ɉ要求ɞʋʑʠɄɃĂ様々Ʉ要素

ɬ総合的Ʌ判断ȱĂʯ˅ʐɿʇʠ

Ʌ応Ȳɀ最適Ʉ仕様ɬ提供ȳɥȭ

ɂɁ建物全体Ɉ総合的Ʉ価値向上

Ʌ繋Ȧɥɂ信Ȳɀいɥă 

ɘȹĂ設備技術ɉ建物竣工後ɜ

日々進化ȱɀいȩȹɛĂ将来Ɉ改

修ɜ見据えɀ柔軟Ʌ対応ȱɀいȫ

ɥ設備ʏʑʞʸȦ望ɘɦɥ傾向Ʌ

あɥăȷɈȹɛĂ拡張性Ȧ高ȩ汎

用性ɞ普及性ɜ兼ɇ備えȹ設備ʏ

ʑʞʸɬ提案ȳɥȭɂȦ重要Ⱥɂ

考えɀいɥă 

今後ɉĂȭɦɘɁ培Ƚɀȧȹ経験

ɬ元ɅĂ自由Ʉ発想ȦɁȧĂ施主

ɞ利用ȳɥ人々ĂȯɣɅɉȷɈ時

代Ʌ寄ɤ添Ƚȹ設備設計者ɅɄɦ

ɥɢう努力ȱɀいȧȹいɂ考えɀ

いɥă

■すいせん者

平井浩之

大成建設㈱ā関西支店ā設計部

設計部長

京橋MIDビル～先進のスマートオフィスビルへの挑戦～

図 3　導入技術一覧
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図 1　外装断面図 図 4　冷媒蒸発温度制御の概念

図 5　エネルギーマネジメントの実施体制

図 6　改善事例（照明）

図 2　基準階平面図
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動的な省エネ＆環境デザイン
設計段階Ɂ計画ȱȹ省ʀʥ手法Ʌ対ȱ

ɀĂ病院関係者・施工者・設計者Ȧ

連携ȱɀ知恵ɬ出ȱ合いĂ設計～運用

ɘɁɈ一貫ȱȹʀʥ˃ʆーʶʥʐʹン

ʠɬɬ実施ȳɥȭɂɁ運用時Ɉ確実Ʉ

省ʀʥ・省なぶすɈ達成ɬ実現ȱȹă竣

工後す年間Ăせ半期ȮɂɅ年せ回Ɉʀ

ʥʶʥ協議会ɬ開催ȱĂ各担当者Ɉ受

ȫ持Ȼ範囲ɁĶɃȭɬķĶɃうȱȹɣķ

省ʀʥɅɁȧɥȥɬ具体的Ʌ示ȱɀ協

議ȳɥȭɂɁĂȷɦȸɦɈ省ʀʥ意識

Ȧɢɤ高ɘɤĂ一過性ɂɄɣɄい継続

的Ʉ省ʀʥ・省なぶす活動ɬ実現ȱɀい

ɥă結果的Ʌ一般的Ʉ総合病院Ʌ対ȱ

ɀ約ずしが程度Ɉ省ʀʥɬ実現ȱɀいɥă

国内4施設目の「特定感染病棟」
中部国際空港直近Ɉ自治体病院ɂȱɀ

国内 せ例目Ɉ特定感染病棟ɬ計画ȱ

ȹă特定感染症指定医療機関ʄɼʡˁ

ɼン及ɍ既設Ɉず施設Ɉ設備ʏʑʞʸ

ɬ調査ȱɄȦɣĂ今回Ɉ常滑市民病院

Ɉ規模・体制ɬ踏ɘえȹ安全・安心Ʉ

設備ʏʑʞʸɬ計画ȱȹă

設備部門

井
いの

上
うえ

大
だい

嗣
し

生 年 月　1984年 4月鹿児島生まれ
最終学歴　北九州市立大学大学院
　　　　　国際環境工学研究科修了
業務経歴　2009年㈱日建設計入社
　　　　　エンジニアリング部門
　　　　　設備設計グループ
　　　　　設備設計部所属
●担当した主なプロジェクト
2012年　名古屋西病院
2013年　愛知県立芸術大学音楽部棟
2013年　岡崎信用金庫　赤坂センター
2013年　アイカ工業福岡支店
2014年　飯田市立病院
2014年　豊川市民病院
2014年　春日井総合保健センター
2014年　浜松いわた信用金庫駅南支店
2015年　中日新聞三重総局
2015年　常滑市民病院
2016年　静岡銀行しずぎん本部タワー
2016年　 デンソーグローバル研修所・

保養所「AQUAWINGS」
2017年　 ヨンソー開発　霞北埠頭流

通センター
2018年　 マンテンホテル 満天の湯・

道の宿
2020年　大阪大学（箕面）教育研究施設
2020年　ヨナハ丘の上病院

■青年技術者のことば

めぬどĂどばMĂばoほĂまぬびびふぬSSɄɃ新ȹ

ɄʅーワーʡȦ続々ɂ出現ȱɀい

ɥ現在ɁɉĂ環境・設備分野Ʌ求

ɛɣɦɥ機能ɉ増加・複雑化ȱɀ

ȤɤĂ設備設計者Ʌ求ɛɣɦɥ職

能ɉȯɣɅ広ȦȽɀいȩɂ考えɣ

ɦɥă社会Ȧ持Ⱦ課題Ʌ対ȱɀĂ

ȭɦɘɁɈ枠ɅɂɣわɦɄい発想

ɁĂ社会課題ɬ解決ȳɥȹɛɈɺ

ɼʟɺɬ考え提案Ɂȧɥʀンʐʣ

ɺȦ必要ɅɄɥɂ思わɦɥă一方

ɁĂȹȺ新ȱいɺɼʟɺɈəɬ追

求ȳɥɈɁɉɄȩĂȭɦɘɁ積ə

重ɇɣɦȹ実績Ʌ基ȿいȹ堅実Ʉ

手法ɜ非常Ʌ重要ɁあɤĂ私ɉȭ

ɈすȾɬʨˁンʑ良ȩ提案Ɂȧɥ

ʀンʐʣɺɅɄɥȭɂɬ目標ɂȱ

ɀĂ日々Ɉ設備設計Ɉ業務Ʌ向ȧ

合Ƚɀいɥăȭɦȥɣɜ利用者・

運用者Ɉ視点ɬ持ȻɄȦɣĂȭɦ

ɘɁɈ常識ɬ疑うȭɂɬ意識ȱ

ɀĂȭɦɘɁɅɄȥȽȹ新ȱい提

案ȦɁȧɥ設備設計者ɂɄɦɥɢ

うɅ日々精進ȱȹいɂ思うă

■すいせん者

田中宏明

㈱日建設計ʀンʐʣɺ˂ンʈ部門

設備設計ʈ˃ーʯ

ʏʣɺʘɼ˄ʇʗー

動的な省エネ＆環境デザイン
異Ʉɥ温熱生理・心理状態Ɉ居住者Ȧ

混在ȳɥ小規模店舗Ɉ特徴Ʌ着目ȱĂ

来客者Ɉ多様Ʉ好əɅ応えɥȭɂȦɁ

ȧɥĶ環境選択式ʗʑʇɺンʫʀンʠ

空調ʏʑʞʸķɬ採用ȱȹăʇー˃ざ

ɾʁーʸʕʭɹɅɢɥʇɼʛʇʇー˃

ざɾʁーʸɈ他Ă色温度可変調光照明

Ʌɢɥ視覚的Ʉ温冷感Ɉ演出Ă自然換

気有効ɬ知ɣȵɥ視覚的効果等ɅɢȽ

ɀ居住者Ɉ動作ɬ誘発ȯȵɥ動的Ʉ環

境ʟʎɼンɬ導入ȱɀいɥă

環境選択式タスクアンビエン
ト空調システム
天井局面Ʌ沿わȵȹʋɺンʘ空調Ʌɢ

ɤɺンʫʀンʠ域Ɉ空調ɬ行いĂʇー

˃ざɾʁーʸʕʭɹ・ʃɾンʗーɅɢ

ɥʇー˃ʑʵʛʠĂʕʭʠʮ˂ーʒ

ʭɹンɅɢɥ気流ʑʵʛʠɬ形成ȳɥ

ȭɂɁĂ来客者Ȧ自分Ɉ好əɈ環境ɬ

選択可能ɂȱɀいɥă信用金庫Ɉ短い

滞在時間Ɉ中Ɂ快適Ʉ空間ɬ提供Ɂȧ

ɀいɥă

半径50cmのみの局所空調
クール/ウォームソファの開発
環境選択式ʗʑʇɺンʫʀンʠ空調ʏ

ʑʞʸɈ要ɂɄɥʇー˃ざɾʁーʸʕ

ʭɹɬ新規開発ȱȹă座面・背面Ɉ

ʇʛʏʿン部分ȥɣ空調空気Ȧ染ə出

ȱ来客者ɬ空調空気Ȧ包ə込ɚă

被験者実験ɅɢɤĂ真夏Ɂɜ屋外ȥɣ

入店ȱɀʕʭɹɅ着座す分後Ʌɉ快適

ɂ感Ȳɥ結果ɂɄɤĂʇー˃ざɾʁー

ʸʕʭɹɈ即時冷却効果ɬ確認ȳɥȭ

ɂȦɁȧȹă

浜松いわた信用金庫　駅南支店 －動的な省エネ＆環境デザインの提案－

常滑市民病院　－設計～運用までの一貫したエネルギーマネジメント－

建物外観 来客者の多様な好みに対応できる空間

ソフトブリーズファン

「ソフトブリーズファン」
による気流スポット

「クールソファ」

クールソファ

によるクールスポット

ソフトブリーズファン

「ソフトブリーズファン」
による気流スポット

「クールソファ」
によるクールスポット

クールソファ

気流可視化実験

可視化実験（冷房）

50cm

可視化実験（冷房）

50cm

快適感申告

非常に快適

快適

やや快適

中立

やや不快

不快

非常に不快

入店後
2分で快適側の評価

20分経過後
不快の評価

クール/ウォームソファ
一般空調

経過時間入店
2 10 20 24

特定感染症病室

病室A系統
外気

排気

差圧ダンパ

陰圧制御（-20Pa） 陰圧制御（-20Pa）

差圧表示
特定区
域外

前室 病室A
差圧表示 ユニット

WC・シャワー

CAV CAV

HEPA HEPA HEPA

① ②

HEPA

差圧ダンパ

排気ファン
100％×2台
（1台予備機）
屋上排気

建物外観

設計・施工・運用時のエネルギーマネジメント

こヴ

こヴk

跖溷

跖溷k

殺ぁ籗鴇廟

┖㾱

’蟷

濁友便

’蟷

濁友便

癩陋舢箐磹竴秇磹祲䈎砅〛痱瘓礐窬䈎祧籞䇳窬秖䇮篖穪疰濁友便

こヴ

こヴk

跖溷

跖溷k

殺ぁ籗鴇廟

┖㾱

超嘖舢箐磹竴秇磹祲䈎砅〛痱瘳芓𦪌艣芧腆堙癮├43㿉㌱ぁ

芓𦪌艣芧穙籞䈎砅㌱ぁ痮瘳瀧ネ痮瘓礐窬䈎祧籞䇳窬秖䇮篖穪

Plan Do Check Action

┖㾱癮ギー磽1㽷瞢

鏘鎮种䅈穟筁こヴ

こヴギー磽1癮

跖溷捗┦癉瞟矞曚Q

ぼ殺¹ツ豺

殺ぁ癮林漣艹癮

磽1:ィ蓧謦冏

磽1:ィ

殭鋗═こ賠膅忠逗罵瞩痀䐢皕礐窬䈎祧籞秇籞竌䅈宙黻k癉瞟矞曚跖こヴ蓧跖溷籗殺ぁ

エネマネ協議会

環境選択式タスクアンビエント空調システム概念図

コアンダ空調

クール/ウォームカウンター クール/ウォームソファ

ソフトブリーズファン

タスク域
（クール/ウォームスポット）

アンビエント域

タスク域
（気流スポット）

タスク域
（クール/ウォームスポット）

タスク域
（クール/ウォームスポット）

アンビエント域

タスク域
（気流スポット）

タスク域
（クール/ウォームスポット）

コアンダ空調 ソフトブリーズファン

クール/ウォームカウンター クール/ウォームソファ
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■メカニカルに魅せる設備
ɜɈȿȩɤʶɼンʡɬȥȧȹɀɥʹʃ

ʣʃ˃Ʉ設えɬ目指ȱĂ設備ɬĶ魅ȵ

ɥķȭɂɅ挑戦ȱȹă

設備ʨ˃ʋʣーɬ建物外周部Ʌ分散配

置ȱɀ最短距離Ɂɼンʭˁ供給Ɂȧɥ

機能的Ʉ外観ɂȱȹă

内観ɅȤいɀɜ魅ȵɥ設備ɒɈ挑戦ɂ

ȱɀĂ照明器具ɞ空調機ȺȫɁɄȩĂ

電源ɞ情報設備ɜ通常ɈɺʇʓʑɁɉ

Ʉȩ上部ȥɣɈ供給ɂȱĂʹʃʣʃ˃

Ʉ内観ʟʎɼンɈ一役ɬ担Ƚɀいɥă

■高いフレキシビリティ
９ｍ×９ｍʈ˂ʛʡɅ整然ɂ配置ȯɦ

ȹ各種設備ɉ十分Ʌʹʃʣʃ˃Ʉ空間

ɬ実現ȱɀいɥȦĂˁɼʞɻンʈʘʇ

ʠɞ配線ʘʇʠɬ利用ȱȹ電源・情報

設備ɉĂ各ʈ˂ʛʡɈɃȭȥɣɁɜ取

ɤ出ȵɥぶとʭ˅ɺɅ劣ɣɄいĂ高いʭ

˄ʅʏʫ˂ʞɻɬ備えɀいɥă

ɘȹĂ照明計画ɅȤいɀɉ大ȧɄワン

˃ーʸɈ中Ʌʲンʘンʠ照明ɬ配置ȱ

ɀ意匠性ɬ高ɛĂʋʷʽʣʉーʏʿン

ɬ誘発ȯȵɥʑʵʛʠɬ創出ȱɀいɥă

ʂʭɻʑɂɉȥȩあɥɓȧɂいう基本

理念ɬ満足ȱɄȦɣĂ既成概念ɬ覆ȳ

魅ȵɥ設備ʟʎɼンɁ守ɤɂ攻ɛɬ両

立ȯȵȹă

設備部門

岸
きし

本
もと

拓
たく

也
や

生 年 月　1984年 6月京都府生まれ
最終学歴　 同志社大学大学院工学研

究科修了
業務経歴　2009年㈱日建設計入社
　　　　　エンジニアリング部門
　　　　　設備設計グループ
　　　　　設備設計部
　　　　　2011年
　　　　　エンジニアリング部門
　　　　　監理グループ　監理部
　　　　　2013年
　　　　　エンジニアリング部門
　　　　　設備設計グループ
　　　　　設備設計部所属
●担当した主なプロジェクト
2010年　テルモ富士宮西工場
2011年　茨城キリスト教大学
2012年　豊川市民病院
2013年　愛知県立芸術大学
　　　　音楽学部棟
2015年　石川テレビ放送メディア館
2016年　岡崎市民会館改修
2016年　 ヤマハモーター・イノベー

ションセンター
2017年　石川県立中央病院
2019年　みたき総合病院

■青年技術者のことば

建築設備ɉ建物Ɉ機能Ă使い勝手

ɬ左右ȳɥ重要Ʉ役割ɬ担Ƚɀ

いɥă使い勝手Ɉ良い施設ɂɉ何

ȥĂ設計者自ɣȦȭɦɬ考えɥȭ

ɂȦ第一条件ɁɉあɥȦĂ実際

Ʌ施設ɬ使用ȳɥʇˁɼɺンʠĂ

ʾーʎーɈ悩əĂ要望ɬ聞ȧĂȷ

ɦɬ設計Ʌ反映ȳɥȭɂȦȷɦ以

上Ʌ重要ɄȭɂɁあɥɂ考えɀい

ɥă経験・知識・円滑Ʉʋʷʽʣ

ʉーʏʿンɬɜȽɀ要望Ʌ応えɥ

提案ɬ行いĂ迅速Ʉ処理ɬ経ɀ最

適Ʉ案ɬ導ȩăȭɦɅɢɤ安心感

ɞ信頼感ɈあɥĂɢɤ使い勝手Ɉ

良い施設ɬ作ɥȭɂȦ社会貢献Ʌ

ȾɄȦɥɂ確信ȱĂȭɦɬ常々心

Ȧȫ設計Ʌ取ɤ組ɭɁいɥă

ȭɦȥɣɜʇˁɼɺンʠĂʾー

ʎーɅ寄ɤ添いĂȷɈ思いɬ実現

Ɂȧɥ設計者ɬ目指ȱȹいă

■すいせん者

澤村晋次

㈱日建設計

ʀンʐʣɺ˂ンʈ部門

設備設計ʈ˃ーʯāʘɼ˄ʇʗー

■ 電源系統の二重化による信
頼性の向上

電力引込əȥɣ変圧器二次側ɘɁɬ二

重化ȳɥȭɂɁĂ一方Ɉ電源系統Ȧ何

ɣȥɈʠˁʮ˃Ɂ遮断ȯɦȹ際Ɂɜ他

方Ɉ健全系統ȥɣ送電継続可能ɂȱɀ

いɥăɘȹ受変電設備機器Ɉʹンʞʢ

ンʑ時ɜ長時間Ɉ停電ɬ生ȲɥȭɂɄ

ȩ送電継続Ȧ可能Ʉ構成ɂȳɥȭɂɅ

ɢɤĂ石川県Ɉ基幹病院Ʌ相応ȱい電

源Ɉ信頼性ɬ確保ȱɀいɥă

電源設備Ɉ二重化Ʌɢɤ構内ʠˁʮ

˃・ʹンʞʢンʑ時Ɉ送電継続ɬ確保

ȳɥɂɂɜɅĂ非常用発電機ĂぼPS設

備ɜʠˁʮ˃・ʹンʞʢンʑ時対応ɂ

ȱɀ複数台設置ȱɀ信頼性ɬ向上ȯȵ

ɀいɥă

発電機ɉ本体ȺȫɁɄȩʂɼ˃ʵン

ʯĂ燃料ʗンʇɜす基Ʌ分割ȱɀ設置

ȱɀいɥă

ぼPSɉ す重化ȳɥɂɂɜɅʨʛʇɺʛ

ʯ用出力変圧器盤ɬ設置ȳɥȭɂɅɢ

ɤĂ一方ɈぼPS本体Ȥɢɍ変圧器Ɉ故

障・ʹンʞʢンʑ時ɅɜぼPS電源ɬ供

給可能Ʉ計画ɂȱɀいɥă

■癒しを感じる照明計画
地元石川県民Ɉ生活Ʌ根付ȩĶ手ɈɆ

ȩɜɤķɬ感Ȳɣɦɥ伝統工芸ɬ病院

意匠Ʌ違和感Ʉȩ取ɤ込ɚȹɛɅĂȷ

ɦɣɬ効果的Ʌ演出ȳɥ照明手法ɂȱ

ɀ間接照明ɬ積極的Ʌ採用ȱɀいɥă

癒ȱɈ空間ɬ実現ȳɥȹɛɈ主役ɉ展

示作品Ɂあɤ照明器具Ȧ見えɥȭɂȦ

あȽɀɉいȫɄいȹɛĂ詳細Ʉ検討

ɂ原寸大模型Ʌɢɥ検証ɬ経ɀ完成Ʌ

至Ƚɀいɥă

石川県立中央病院　―安心と癒しの提供－

ヤマハモーター・イノベーションセンター　－魅せる設備―

メカニカルな外観

魅せる内観

グリッド内の設備配置

大梁：
H700 外調機

空調
室内機

電源・情報
照明器具

構造架構
9m 9m

小梁：
H350

設備機器

建物外観 エントランスホール
エレベータホール

電源設備概念図 非常用発電機設備概念図

トラブル・メンテナンス時送電系統図 医療用UPS設備概念図

一般系

高圧幹線、受変電設備を二重化

電気室④ 電気室④

非常・
保安系

ガスタービン式
非常用発電機
1,500kVA×2台

燃料タンク
2基

油中ポンプ

電気室② 電気室②

電気室③

A系

一般動力系

一般電灯系 非常・保安動力系

非常・保安動力系

点検中 Ⅰ系UPS

Ⅱ系UPS

インバータ

インバータ

保守用バイパス

出力
変圧器
盤

通常時の送電系統
インバータ故障時の送電系統
メンテナンス時に利用

出力
分岐盤

出力
分岐盤

負荷

負荷

出力
変圧器
盤

出力
変圧器
盤

バイパス

低圧連絡によるバックアップ

B系

電気室③電気室① 電気室①

A変電所 B変電所
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■Hybrid Nozzle-Duct
事務所ɉ無柱Ɉ大ʑʩンɁĂȥȾ天井

˄ʑɄ内装ʟʎɼンȦ採用ȯɦȹăȭ

ɈȹɛĂ空調方式ɂȱɀĂ快適性ɬ満

ȹȱɄȦɣɜ水平ˁɼンɈ強調ɂいう

ʟʎɼンʋンʓʯʠɬ踏襲ȱȹ新ȱい

空調方式Īはアらriる ふoィィんれごにuりtīɬ開

発ȳɥȭɂɂȱȹă

はアらriる ふoィィんれごにuりtɉĂʘʇʠ内部Ʌ

吹出口ɬ埋ɛ込əĂ下ȥɣ見上Ȭɀɜ

制気口Ȧ見えȴ直線的Ɂʏーʸ˄ʑɄ

水平ʟʎɼンɬ指向ȱȹɜɈɁあɥă

■開発段階での検討
ϱʘʇʠɈ施工方法

ʑʩɼˁ˃ʘʇʠɅ制気口取ɤ付ȫ用

Ɉ孔ɬ開ȫɀɜʘʇʠȦ崩ɦɄいȥĂ

強度Ȧ確保ɁȧɥȥĂ保温Ȥɢɍ吊

金物Ɉ取ɤ付ȫ方法ɅȾいɀʺʛʇ

ɺʛʯɬ何度ɜ作成ȱ確認ɬȱȹă

ϲ均一Ʉ吹出風量Ɉ確保

長いʑʩンɅȤいɀ風上ȥɣ末端ɘɁ

同一口径ɂȳɥȭɂɅɉĂ末端側Ɉ

吹出風量Ȧ多ȩɄɥ懸念ȦあȽȹă

なねにʏʷʽ˄ーʏʿンɞ吹出ȱ実験Ʌ

ɢɥ確認ĂȤɢɍʘʇʠ途中Ʌ抵抗ɬ

加えĂ特殊Vにɬ採用ȳɥɄɃɈ工夫Ʌ

ɢɤĂ安定ȱȹ吹出風量ɬ実現ȱȹă

ϳ快適Ʉ温熱環境Ɉ確保

冷房時Ʌ執務者Ʌ気流ȦあȹɣȴĂ暖

房時ɉ気流Ȧ上部Ʌ溜ɘɣɄいɢうĂ

風向可変Ʉʍーʺʑʗʛʡ式ʮ˂ーʒ

ˁɼンɬ採用ȳɥɂɂɜɅĂ適切Ʉ環

境ɂɄɥɢう気流Ɉ到達距離ɞ吹出角

度ɬ実験Ɂ確認ȱȹăȯɣɅĂ合わȵ

ɀ吹出口ɬ千鳥配置ɅȳɥɄɃɈ工夫

ɜ施ȱȹă

本取ɤ組əɁɉĂ新ȱい挑戦Ʌɜ熱意

ɬɜȽɀ望ɚȭɂɁʹーʃーɞ施工者

Ɉ協力Ȧ得ɣɦĂȷɈ姿勢ɉʇˁɼɺン

ʠɈ信頼ɅɜȾɄȦɥȭɂɬ体験ȱȹă

設備部門

高
たか

井
い

智
とも

広
ひろ

生 年 月　1984年 9月広島県生まれ
最終学歴　 九州大学大学院人間環境

学府修了
業務経歴　2009年㈱日建設計入社
　　　　　エンジニアリング部門
　　　　　設備設計グループ
　　　　　設備設計部所属
●担当した主なプロジェクト
2012年　 九州国際重粒子線がん治療

センター
2012年　 日本生活協同組合連合会　

尾道冷凍センター
2013年　東京理科大学
　　　　葛飾キャンパス
2014年　明治乳業　関西栄養食工場
2014年　三井不動産　豊洲2街区
　　　　再開発計画
2016年　東京都中央卸売市場
　　　　豊洲新市場
2016年　富士重工業　群馬製作所
　　　　西本館建替え工事
2017年　上智大学四谷キャンパス
　　　　新棟計画
2017年　石垣空港ターミナル
　　　　国際線増築工事
2018年　東北医科薬科大学
　　　　医学部教育研究棟新築工事
2019年　 キッコーマン新研究開発棟

建設プロジェクト

■青年技術者のことば

私ɉ設備設計者ɂȱɀĂʇˁɼɺ

ンʠɅ喜ɭɁɜɣえɥ仕事ɬȱɀ

いȧȹいăʇˁɼɺンʠɅ喜Ɋɦ

ɥ仕事ɬ行うɅɉĂ求ɛɣɦȹ課

題ɬ解決ȱ機能ɬ満足ȯȵɥȺȫ

ɁɄȩĂȷɈ一歩先Ɉ付加価値ɬ

提案ȱɀいȩȭɂȦ必要Ⱥɂ考え

ɥă一歩先Ɉ提案ɉ少Ʉȥɣȴ建

築設備設計Ɉ進歩ɅȾɄȦɤĂȷ

Ɉ結果ɂȱɀ社会Ʌ貢献Ɂȧɥɂ

信Ȳɀいɥă

ȭȭɁɉĂʇˁɼɺンʠɈ要求Ʌ

応えɥȺȫɁɄȩĂ主体的Ʌ課題

ɬəȾȫ改善方法ɞ新ȱい技術ɬ

提案ȱȹ事例ɂȱɀǎȾɈ取ɤ組

əɬ述ɓɥă

ȭɦȥɣɜ積極的Ʉ提案ɬ行うȭ

ɂɬ恐ɦȴĂ一ȾɁɜ多ȩ喜Ɋɦ

ɥ仕事ɬȱɀいȧȹいă

■すいせん者

田中宏明

㈱日建設計ʀンʐʣɺ˂ンʈ部門

設備設計ʈ˃ーʯ

ʏʣɺʘɼ˄ʇʗー

■ 大空間置換空調方式の取り
組み

卸売場ɉ年間冷房ɬ行うă天井Ɉ高い

大空間Ʌ対ȱ低層部Ɉə冷房ȳɦɊɢ

いȭɂȥɣĂ置換空調方式ɬ採用ȱȹă

置換空調ɉȷɈ特性ȥɣ市場ɂ相性Ȧ

ɢい空調方式ɂ言えɥă

・ 給排気Ɉ温度差ɬ大ȧȩɂɦ給気風

量ɬ小ȯȩɁȧ搬送動力ɬ低減Ɂȧɥă

・ 給気温度ɬ高ȩɁȧɥȹɛĂ外気

冷房Ɉ有効期間ɬ長ȩ設定Ɂȧɥă

Ī夜間～早朝Ɉ冷涼Ʉ時間Ʌ稼働ȳɥ

市場Ɂɉ特Ʌ省ʀʥ効果Ȧ大ȧいăī

・高い換気効率Ȧ得ɣɦɥă

一方ɁĂ微風速Ɂ形成ȯɦɥ温度成層

ɉ外部風Ʌ弱ȩĂ頻繁Ʌ荷Ɉ搬出入

Ȧあɥ市場Ɂɉ外乱Ɉ影響ɬ受ȫɥ可

能性Ȧ懸念ȯɦȹăɘȹĂ吹出口ɉ

ʭʁーʇ˂ʭʠɈɺーʸȦ届ȥɄい高

い位置Ʌ設置ȳɥȭɂȦ求ɛɣɦȹă

ȭういȽȹĂ特有Ɉ制約条件ɅȤいɀ

期待ȯɦɥ空調効果Ȧ得ɣɦɥȥʏ

ʷʽ˄ーʏʿン等Ʌɢɤ確認ȱ設計ɬ

ȳȳɛȹă

■竣工後の実測検証
低層部Ɉ温度Ă風速測定ɅɢɤĂ設計

Ɂ想定ȱȹ温度Ă風速Ȧ満足ȯɦ適切

Ʌ温度成層Ȧ形成ȯɦɀいɥȭɂɬ確

認ɁȧȹăɘȹĂ被写体ɂȳɥʭɻ˃

ʗɬ熱画像ʃʹˁɁ撮影ȳɥ可視化Ʌ

ɢɤĂ気流Ȧ下方Ʌ流ɦ床面ȥɣ冷気

Ȧ溜ɘȽɀいɥ様子Ȧ確認Ɂȧȹă最

後ɅĂ油煙ɬ焚ȧ˄ーʎー光Ɂ気流ɬ

可視化ȳɥȭɂɅɢɤĂ荷Ɉ搬出入扉

Ȧ開いɀいɥ時ɜ気流Ɉ乱ɦɉɕɂɭ

ɃɄȩ良好Ʉ結果Ȧ得ɣɦɥȭɂȦ確

認Ɂȧȹă

本取ɤ組əɁɉĂ市場ɂいう特殊環境

Ɂ置換空調Ʌ挑戦ȱȹă参考ɂɄɥ事

例Ȧ少Ʉい中ɁɜĂ何Ȧ課題ɂɄɥȥĂ

ȷɦɬɃɈɢうɅ確認ȳɥȥ考え実現

ȯȵɥʯ˅ʓʑɬ経験ȳɥȭɂȦɁȧ

ȹă

東京都中央卸売市場　豊洲新市場　5街区青果棟

富士重工業　群馬製作所　西本館建替工事

事務所の内観02事務所の内観01 吹出し実験の様子

モックアップ、耐震吊りHybrid Nozzle-Duct　ダクト詳細図

アングル

アングル
ガイドベーン

風向
吹出口

吹出口

吊り金物（呼び径：W 1/2以上）

外装（カラー鉄板）

外装 吊バンド 保温

吊バンド
保温（グラスウール）

スパイラルダクト

スパイラルダクト

ビス止め

ビス止め

ビス止め

22
m

フロアの半分：35m

給気

AC AC

暖房ヒーター 南面用  吹出口

室内用ダクト

還気
西面空調用ダクト

室内空調用ダクト

窓面温湿度センサ

窓廻り暖房ヒータ グレーチング（建築工事）

ダク
ト下
端
：
28
00

ヒータ用温度コントローラ

事務所断面図
事務所平面、ダクトルート図

Ⓒ堀内広治 Ⓒ堀内広治
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本ʯ˅ʐɿʇʠɉĂ北九州市Ɉ玄関口

ぱべ小倉駅Ɉ駅前広場Ʌ隣接ȳɥ約

しさそずhよɈ第一種市街地再開発事業Ɂ

あɥă

低層部ɉ店舗Ă行政ʍーʫʑĂ事務所

ɂ駐車場Ɂ構成ȱĂ住居ɂɄɥ高層部

ɉĂ中間免震構造Ɉ採用ɅɢɤĂ将来

Ʌわȹɤ安心ɂ安全ɬ守ɥ価値Ɉ高い

住宅計画ɂȱɀいɥă

■中間免震層3D検証
低層部ɉS造Ă高層部ɉべな造Ɂ構造形

式Ɉ境界線上ɈMぞ階Ʌ中間免震ɬ設ȫ

ȹ構造形式ɁĂ中間免震層ɬ境Ʌ事務

所ɂ住宅Ȧ切ɤ替わɥ断面計画ɂɄȽ

ɀいɥă

建築ʯˁンĂ構造形式Ɉ切替ɤɂɂɜ

Ʌ上下Ɉʏʻʭʠ位置ɜ変わɥȹɛĂ

躯体ɂ配管類Ɉ水平免震ʇ˂ɺˁンʑ

せ「しmmɬ確保ȳɥ必要ȦあȽȹă

基本設計段階ɅɀĂ躯体Ă配管Ă免震

継手Ă支持材ɄɃɈずに化Ʌɢɥ詳細検

討ɁĂ高精度Ʉ設計図Ʌɘɂɛȹă

ȭɈずに図面ɬɜɂɅ免震装置ɞ免震継

手Ɉ更新˃ーʠ検証Ʌɜ活用ȱĂ建築

主ɒ高品質Ʉ建物ɬ提供ȳɥȭɂȦɁ

ȧȹăĪ図そī

設備部門

長
なが

澤
さわ

　 努
つとむ

生 年 月　1984年 9月福岡県生まれ
最終学歴　 北九州市立大学院

環境工学専攻　修了
業務経歴　2009年㈱竹中工務店入社
　　　　　2010年九州支店見積部
　　　　　2011年九州支店生産統括部
　　　　　2016年九州支店設計部
●担当した主なプロジェクト
2012年　J住宅
2013年　第 3明星ビル
2014年　福岡パルコ新館増改築
2015年　九大伊都理学系総合研究棟
2016年　日本郵便博多駅商業施設
2017年　新健康協会福岡万教帰一館
2019年　第 1明星ビル
　　　　西新プラリバ
　　　　 小倉駅南口東地区第一種市

街地再開発

■青年技術者のことば

私ɉĂ建物ɬ設計ȳɥうえɁĂ関

係ȳɥ様々Ʉ人Ɉ想いɬ把握ȱĂ

ȷɈ想いɬĶ建物ɅɃう表現Ɂȧ

ɥȥķɬ常々考えɀいɥă

例えɊ建築主Ɉ場合ɉĂ言語化ȯ

ɦɄい真ɈʣーʒĂ隠ɦȹʣーʒ

ɬȾȥəĂȷɈ想いɬ建築設計者Ă

構造設計者Ă設備設計者Ɂ共有ȱĂ

ʱʇʠ˃ɬあわȵ更Ʌɉ次工程

Ɉ施工者ɂɜȷɈ想いɬ共有ȳɥ

ȭɂɬ心掛ȫɀȤɤĂȷɦȦ良い

ĨɜɈȿȩɤĩɅȾɄȦɥɂ考え

ɀいɥă

ɘȹĂȷɦɬ実現ȳɥȹɛɅ

Ķばなほķ技術ɬ活用ȱɀĶ快適性・

省ʀʥ性・安全性・健康性ķ等ɬ

検証ȱ建築主Ɉ想いɬȥȹȻĪ作

品īɅȳɓȩ取ɤ組ɭɁȧȹă

以上Ɉ視点ȥɣ取ɤ組ɭȺʯ˅

ʐɿʇʠɅȾいɀ右記Ʌ示ȳă

今後Ɉ建築設備業界ɉĶSにのsķ

ĶめぬどķĶʋンʬʽʞーʏʿʢ˃ʟ

ʎɼンķĶどばMķɄɃɈ分野Ȧ普及

促進ȯɦĂ次Ɉʑʞーʐɒ移行ȱ

ɀいȩȭɂȦ予想ȯɦɥă今後ɜ

社会的ʣーʒɈ把握Ʌ努ɛĂ最新

ばなほ技術ɬ活用ȳɥɄɃ自己研鑽

ɬ重ɇɥɂɂɜɅĂʙʻ˄ンʐ精

神ɬ持Ȼ続ȫĂȯɣɄɥ建築設備

技術Ɉ開発Ă発展Ʌ貢献ȱɀいȧ

ȹいă

■すいせん者

椎葉隆代

㈱竹中工務店ā大阪本店

設計部ā設備設計部長

Ķ祈ɤɈ空間ɂȱɀɏȯわȱい空間演

出ķɂいう建築主ʣーʒɅ対ȱĂ周辺

Ɉ豊ȥɄ自然ɂ建築・設備Ɉ融合Ʌɢ

ɤĂ周辺環境Ʌ呼応ȱȹĶ祈ɤɈ場ķ

ɂĶ憩いɈ場ķɬ構築ȱȹă

■ 祈りの場としての象徴性を
イメージした照明計画

本建物ɉ床壁天井Ʌ自然素材Ɉ仕上

材Ī木材īɬ施ȱĂ深い軒天井Ă三面

Ɉʄˁʑʍʛʏȥɣ積極的Ʌ自然光ɬ

取ɤ入ɦɥɄɃĂ自然環境ɂɈ一体感

ɬ演出ȱɀいɥăȷɈȹɛĂ勾配天井

面ɒɈ照明器具Ɉ配置ɉ避ȫĂʍʛʏ

際Ɉ下Ȧɤ天井部Ʌ「しΦɈʈ˄ɺ˄ʑ

仕様Ɉʘɾンˁɼʠɬʱーʑ照明ɂȱ

ȹă外周ʞˁʑɈ欄干部Ɉʏ˂ʋンˁ

ɼʠɂ併ȵɀĂ床ȥɣɈ反射光Ɂ天井

面ɬ照ɣȱĂ空間全体Ɉ明ɥȯ確保Ʌ

寄与ȱɀいɥăĪ図じī

祭壇部Ɉ千手観音菩薩背後Ɉ間接照明

及ɍʑʵʛʠˁɼʠɅɢɥ直接照射

Ɂ千手観音菩薩ɬ強調ȯȵĂ夜間礼拝

時Ɉ神聖Ʉ雰囲気ɬ創出ȱȹăĪ図すĂ

写真じī

■意匠と融合した設備器具
本建物ɉ周辺環境Ʌ呼応ȳɥ室内空間

ɬ目指ȱĂ壁面ɬʄˁʑʍʛʏɞ建具

等Ɂ構成ȱĂʴーʡ壁面等ɬ有ȯɄい

一体空間ɂȱɀいɥă建物機能上必要

ɂɄɥ˂ʺʋンĂʑɼʛʙĂ非常警報

装置ɬ建具枠内部Ʌ設置ȱĂ表面Ʌ開

ȧɈ仕上扉ɬ設ȫɥȭɂɁĂ周囲ɂɈ

調和ɬ図ȽȹăɘȹĂ非常警報装置Ʌ

ȤいɀɉĂ所轄消防ɂɈ協議ɈうえĂ

仕上扉Ʌ表示灯Ă押釦及ɍ非常ʱ˃Ɉ

鳴動ɬ伝えɥȹɛɈ開口ɬ設ȫĂ意匠

性Ă操作性Ă機能性ɬ兼ɇ備えȹ設備

器具計画ɂȱȹăĪ写真すĂずĂせī

■意匠と融合した空調計画
統一ȯɦȹ仕上空間構成ɈȹɛĂ空調

Ɉ吹出口Ă吸込口ɉĂ建築仕上Ȭ材ɂ

ȳɥ一方ɁĂ吹出口Ă吸込口Ɉ位置Ă

ʍɼʒĂ数量Ʌ関ȱɀɉĂ気流ʏʷʽ

˄ーʏʿンɬ用いĂ良好Ʉ温熱環境Ȧ

確保ȯɦɥɢう検証ɬ行ȽȹăĪ図「Ă

写真「ī

新健康協会万教帰一館　－自然・建築・設備の融合－

小倉駅南口東地区市街地再開発事業　－再開発事業における取り組み－

図 1　照明配置計画（休憩ホール）

蒋朝胆蒋朝胆

図 6　免震層配管図（3D）

図 2　照明配置計画（祭壇、御神前）

写真1　内観　照明点灯状況

写真 2　 スイッチ設置部
（扉全閉）

写真 3　 スイッチ設置部
（扉全開）

写真 4　床吹出口

図 5　休憩ホール気流分布
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■『ZEB』の実現
瑞浪北中学校Ɂɉ建築計画ɂ設備計画

Ɉ融合ɅɢɥĶ先導的省ʀʥ技術ķɂ

Ķ創ʀʥ˃ʆー技術ķɬ組ə合わȵɀĂ

ĶめぬどķɈ実現ɬ目指ȱȹă

先導的省ʀʥ技術ɁɉĂ学校用途ɅȤ

いɀ一次ʀʥ˃ʆー消費量Ʌ占ɛɥ割

合Ɉ高い照明ʀʥ˃ʆーɂ暖房・換気

ʀʥ˃ʆーɈ削減ɬ重点的Ʌ行ɄわɄ

ȩɀɉɄɣɄいă電気設備ȥɣɉĂ照

明ʀʥ˃ʆーɈ削減ɈȹɛĂ自然採光

導入ɬ計画ȱȹă最上階Ɉ普通教室Ɂ

ɉĂ南北両面ȥɣɈ自然採光ɬ積極的

Ʌ行いĂびぬに照明Ʌɢɤ環境衛生基準

Ɉ照度ずししんァɬ確保ȱĂ自然採光ɂ併

ȵɀ「ししんァ以上Ɉ照度Ɉ計画ɂȱȹă

ȯɣɅĂ明ɥȯʓンʍɅɢɤ自動的Ʌ

照度ɬ一定Ʌ保ȻɄȦɣ省ʀʥɬ実現

ȱɀいɥăĪ環境ɞ省ʀʥ効果ɬ学ɐ

ȹɛĂʓンʍぶねねɁɈ手動調光ɜ可能ī

創ʀʥ˃ʆーɅ関ȱɀɉĂ太陽光発電Ă

風力発電Ăʲ˄ʛʠʑʠーʮɅɢɥ

ʨɼʂʶʑ熱利用ɬ採用ȱȹă太陽光

ʩʥ˃ĪじすしをまīɁ発電ȱȹ電力ɉĂ

一部˂ʙɾʸɼʂン蓄電池Īすしをまhī

Ʌ蓄電ȱĂ電力Ɉʬーʇʃʛʠ利用ɞ

災害時Ɉ電力Ɉ備えɅɜ対応Ɂȧɥ

ʏʑʞʸɂȱȹă

建築物総合ʀʥ˃ʆーʏʷʽ˄ーʏʿ

ンʜー˃ĶどぬSほʯ˅ʈˁʸķɅɢɥʏ

ʷʽ˄ーʏʿンɁɉĂ省ʀʥ技術Ʌɢ

ɤĂ基準値ȥɣʀʥ˃ʆーɬ「し％削減

ȱĂ残ɤ「し％ɬ創ʀʥ˃ʆーɅɢɤ充

当ȳɥĶめぬどķɬ達成ȱȹă

学校ɄɣɁɉɈ取ɤ組əɂȱɀĂ生徒

ȹȻȦ様々Ʉ省ʀʥ設備Ɉʀʥ˃ʆー

状況ɬ見ɄȦɣĂ省ʀʥ運用Ȧ可能Ʉ

ʀʋʺʣʗɬ普通教室Ʌ設ȫȹă生徒

Ȧɺɼʋンɬ選択ȳɥɂ運用効果Ȧ確

認Ɂȧɥ仕組əɂɄȽɀいɥăʇˁʑ

別省ʀʥˁンʅンʈɜ表示ɁȧĂ競争

Ʌɢɥ省ʀʥ効果Ȧ期待Ɂȧɥă

設備部門

服
はっ

部
とり

佳
よし

史
ふみ

生 年 月　1985年 2月愛知県生まれ
最終学歴　名古屋工業大学工学部
　　　　　電気情報工学科卒業
業務経歴　2007年㈱日建設計入社
　　　　　エンジニアリング部門
　　　　　 設備設計グループ

設備設計部所属
●担当した主なプロジェクト
2009年　アイカ工業名古屋支店
2009年　住友商事SC伏見、SC錦
2010年　 豊田市プラグインハイブ

リッド車充電施設
2011年　六合エレメック本社
2013年　長泉町健康づくりセンター
2013年　名城大学八事新2号館
2014年　名古屋大学減災センター
2016年　遠山病院救命センター棟
2016年　愛知淑徳大学プール棟他
2017年　同　健康栄養学科棟
2017年　飯田市立病院リニアック棟
2017年　津市産業・スポーツセンター
　　　　（通称：サオリーナ）
2018年　伊勢市桜浜中学校
2018年　伊賀市庁舎
2018年　瑞浪北中学校
2019年　ヤマト港南ビル

■青年技術者のことば

私ɉĂ自分Ȧ設計ȱȹ建物ɬ利用

ȱɀĂ楽ȱɭȺɤ幸ȵɄ気持ȻɅ

ɄȽȹɤȱɀȩɦɥ人Ȧ増えɥȭ

ɂɬĂ常Ʌ願いɄȦɣ設計ɬȱȹ

いɂ思Ƚɀいɥă

ȷɈȹɛɅɜĂ発注者ɬɉȲɛĂ関

係ȳɥ方々Ɉ話Ʌ耳ɬ傾ȫɄȦɣ

計画ɬ進ɛɀいȩȭɂĂȷȱɀĂ

新ȱい技術ɞ情報Ʌ常Ʌɺンʞ

ʢɬ張ȽɀĂȷɈ時代ɈʣーʒɅ

合Ƚȹ提案ȦɁȧɥɢうɅȳɥȭ

ɂȦ大切Ⱥɂ考えɥă

ɘȹĂ何ȥʞーʶɞ目標ɬ決ɛɀ

設計Ʌ臨əĂ関係者ɂ共有ȳɥȭ

ɂɁĂ進ɚɓȧ方向性ȦɉȽȧɤ

ɂȱĂəɭɄɈ想いȦ詰ɘȽȹ建

物ȦɁȧɥɂ思Ƚɀいɥă

ȭɈɢうɅĂ多ȩɈ関係者Ȧ想い

ɬ込ɛɀ創ɤ上Ȭɀいɥ建築Ɉ世

界ȺȥɣȭȷĂ同Ȳ想いɁ進ɭɁ

いȩȭɂɈ大切ȯɬ考えɄȦɣĂ

今後ɜ電気設備設計Ʌ従事ȱɀい

ȧȹいă

■すいせん者

澤村晋次

㈱日建設計

ʀンʐʣɺ˂ンʈ部門

設備設計ʈ˃ーʯʘɼ˄ʇʗー

■ 『LED照明×自然採光×自
動調光＝良質な光環境と省
エネの両立』

ʹɼンɺ˂ーʢɈ自然採光ɂびぬに照明

Ʌɢɥ光環境ɉĂ建築・構造・設備Ȧ

一体ɂɄȽɀ計画ȱĂ実現ȱȹ結果Ɂ

あɥăびぬにɈ特性ɬ活ȥȱȹ小容量多

灯配置計画Ʌ加えĂ構造Ɉʠˁʑ梁ɬ

利用ȱȹ世界最大級Ɉ横型光ʘʇʠɅ

ɢɥ自然採光ĂȷȱɀĂ大空間Ɂɉ導

入Ȧ困難ȺȽȹ自動調光ʏʑʞʸɈ開

発ɅɢɤĂ良質Ʉ光環境ɂ省ʀʥ˃

ʆーɬ両立ȱĂ大空間ɅȤȫɥ新ȱい

照明ʏʑʞʸɬ実現ȱȹă

照明計画ɉĂびぬにɈ高効率Ă小型Ă長

寿命ɂいう特徴ɬ活ȥȱɀ小容量器具

多灯配置ɂȱȹă

ɘȹĂʧɼʍɼʡˁɼʠȺȫɁɄȩĂ

光ʘʇʠɬ導入ȳɥȭɂɁĂ人工照明

ɂ同様Ʌ天井ȥɣ照射ȳɥʈ˄ɺɈ少

Ʉい自然採光ɬ実現ȱĂɾɿ˃ʥʑɈ

視点Ɂɜ高い効果Ȧ得ɣɦɥ計画ɂȱ

ȹăȭɦɅɢɤĂ演色性ɜ向上ȱȹă

ȷȱɀĂ幅広い利用用途Ʌ対応ȳɥȹ

ɛĂʧɼʍɼʡˁɼʠĂ光ʘʇʠɂɜ

Ʌ遮光Ɂȧɥʏʑʞʸɬ取ɤ入ɦȹă

ȯɣɅĂ自然採光Ʌɢɥ省ʀʥ˃ʆー

化ɬ実現ȳɥȹɛĂ大空間Ɂɉ採用Ȧ

困難ɁあȽȹ人工照明Ɉ自動調光ʏʑ

ʞʸɬ開発ȱȹă

画像ʓンʍɬ用いɀ検知高ȯɈ問題ɬ

解決ȱȹȭɂɁĂʓンʍɬ天井Ʌ設置

ȳɥȭɂȦɁȧĂ誤作動ɬ防止ȱȹă

ɘȹĂ天候Ɉ急Ʉ変化Ʌ対応ȳɥȹ

ɛĂ人工照明Ɉ下限値設定ɞ動作時間

ɬ検討ȱĂ違和感ɈɄい照度変動ɂɄ

ɥɢうɅ設定ȱȹă自動調光ʏʑʞʸ

Ɉ導入ɅɢɤĂ自然採光Ʌɢɥ大幅Ʉ

省ʀʥ˃ʆーɬ実現ȱȹă

津市産業・スポーツセンター　－大空間における新しい光環境の開発－

瑞浪北中学校　－日本で初めて『ZEB』を達成した中学校－

施設全景

公式戦などでは光ダクト内に設けた遮光スクリーンにより自然光をカット

南面採光部

光ダクト放光部（各ダクト3か所）

北面採光部

ハイサイドライト8本の箱型トラス梁に組込まれた光ダクト
2m角╳24m╳16本（2本／箱型トラス梁）

15.0m

46.0m

15.0m

46.0m

メインアリーナの光環境

BESTによるシミュレーション結果
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普通教室のエコモニタ

光ダクトの概要

多灯配置計画による空間均斉度の向上

環境断面図

一般的な大型器具によ
る配灯計画

0.58 0.76

0.630.53

多灯配灯計画

0.58 0.76

0.630.53

自動調光による省エネ効果

②LED照明のみ 500lx

23.14kWh

12.43kWh 約46％削減

0 5 10 15 20 25

①自然採光＋LED照明自動調光 500lx
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設備部門

原
はら

口
ぐち

雄
ゆう

太
た

郎
ろう

生 年 月　1985年 1月宮崎県生まれ
最終学歴　 山口大学大学院理工学研

究科機械工学専攻終了
業務経歴　2009年㈱竹中工務店入社
　　　　　2010年大阪本店設備部
　　　　　 2019年神戸支店設備施工

管理グループ
●担当した主なプロジェクト
2011年　あべのハルカス
2012年　阿倍野岸本ビル
2014年　 てんしば（天王寺公園エン

トランスエリア）
2015年　ヤマハ大阪ビル
2018年　 リッチモンドホテルプレミア

京都駅前
2019年　某総合病院

■青年技術者のことば

私ɉĶȭȺわɤķɬ大切Ʌȱɀい

ɥă付加価値ɬ与えɥ根源ɉ技

術Ʌ基ȿȩȭȺわɤȺɂ強ȩ信Ȳ

ɀいɥȥɣȺă建設業就業者Ɉ減

少Ă働ȧ方改革ɂいȽȹ周囲環境

Ɉ変化Ɉ中ĂȭȺわɤɬ実現ȳɥ

ȹɛɅɉɘȴ無駄ɬ無ȩȱĂ重要

Ʉ点Ʌ労力ɬ集中ȳɥ必要Ȧあ

ɥăȷɈ目的達成Ɉ道具Ɉ一Ⱦɂ

ȱɀ今回ʟʐʗ˃ʜー˃ɬ活用

ȱĂ手直ȱ作業Ɉ低減ɅɢȽɀ省

力化・省人化ɬ達成ȱȹăɘȹȷ

Ɉ成果ɬ起点ɅĂ試運転調整期間

ɬ十分Ʌ確保ȳɥȭɂɁ品質Ɉ向

上Ʌ繋ȬɥȭɂȦɁȧȹă今後ȭ

Ɉ実績ɬ社内Ă社外Ʌ広ȩ水平展

開ȱɀいȩɂ共ɅĂ諸先輩Ȧ残ȱ

ȹ設備知識技術ɬ着実Ʌ継承・改

善ȳɥȭɂɅ努ɛĶȭȺわɤķɬ

昇華ȱ続ȫȹいă

■すいせん者

中村泰介

㈱竹中工務店ā神戸支店

設備施工管理ʈ˃ーʯ˂ーʘー

■ プロジェクト特性とマネー
ジメント方針の設定

着工時Ă本ʯ˅ʐɿʇʠ特性ɬ分析ȱ
下記Ɉ せȾɈ重要ʶʥーʐʹンʠ方
針ɬ決定ȱȹăɘȴĂ人的Ʉ特性ɂȱ
ɀ建築設備施工ɅȾいɀ私ɂ新入社員
Ɉす人Ɂ対応ȳɥ必要ȦあɤĂ新入社
員Ɉ働ȧȦʯ˅ʐɿʇʠɈ成功Ʌ大ȧ
ȩ関わȽɀいɥăȷɈȹɛ新入社員Ɉ
知識・経験不足ɬʟʐʗ˃ʜー˃ɬ取
ɤ入ɦɥȭɂɅɢȽɀ補いĂ自ɣ判断
ȦɁȧɥ環境Ɉ整備Ʌ取ɤ組ɭȺă次
Ʌ病院ɂいう建物特性上Ă他用途建物
Ʌ比ɓ建築・設備Ɉ取ɤ合いȦ多岐Ʌ
わȹɤĂ納ɘɤ調整及ɍɜɈ決ɛɈ遅
延Ȧ全体工期Ʌ影響ɬ与えɥăȷɈȹ
ɛʑʞーʇʳ˃ʘーɂɈ円滑Ʉ合意形
成Ȧ必要ɁあȽȹăȯɣɅ工期率た「％
Ɉ短工期ʯ˅ʐɿʇʠɁあɤĂ試運転
調整期間ɬ十分Ʌ確保ȳɥȹɛ期中Ɉ
手直ȱɅɢɥ工期遅延ɬ避ȫɥ必要Ȧ
あȽȹăɘȹĂ引渡ȱ後Ɉ改修Ɉ際ɉ
現地調査等Ȧ十分Ʌ行えɄいȭɂɬ見
据えĂ施工記録Ɉ整備Ʌ注力ȱȹă
ĺʶʥーʐʹンʠ方針Ļ
じ． 新入社員Ɉ知識・経験不足ɬ考慮

ȱȹ作業環境Ɉ整備
す． ɜɈ決ɛʑʉʐʽー˃ɬ固守ȳɥ

ȹɛɈ合意形成手法Ɉ改善
ず． 試運転調整期間Ɉ確保ɈȹɛɈ工

期圧迫要素Ɉ排除－手直ȱ作業Ɉ
低減－

せ． 将来Ɉ改修工事ɬ見据えȹ施工記
録写真Ɉ整備

1． 重点施工管理項目の施工
要領現地投影

病院Ɂɉ一般的Ʉ防火・防煙・遮音
区画Ɉ他Ă検査室回ɤɈ鉛防護区画Ă
Mべばʏー˃ʡ区画ɄɃ種類Ȧ多ȩĂ基
礎的Ʉ知識ȦɄい新入社員Ɉ目線Ɂ
ɉ各区画Ʌ応Ȳȹ適切Ʉ施工Ȧȯɦ
ɀいɥȥɬ管理ȳɥȭɂɉ困難Ɂあ
ɥăȷȭɁ拡張現実Īとべ：とugmれntれる 
べれよんitアīɬ映ȱ出ȳのアroぬアれĪʳ˅˄
ンʒīɬ導入ȱĂ区画情報ɂȷɈ場
所Ʌ応Ȳȹ施工要領ɬ投影ȯȵɥȭɂ
ɁĂ予備知識Ȧ無ȩɂɜʺʟ˃Ɉʄɼ
ʡɅɢȽɀ正ȱい施工要領Ʌ基ȿいȹ
施工管理Ȧ可能ɂɄȽȹă

GyroEye（ホロレンズ）

区画情報と施工要領の現地投影

2．拡張現実を用いた合意形成
どばMʺʟ˃ɬ用いɀ作業所・直営会
社・設計者及ɍ監理者全員Ȧ一同Ʌ会
ȱɀ打Ȼ合わȵȳɥȭɂɁĂ意匠・構
造・設備・直営医療機器工事Ɉ各専門
領域Ɉ意見ɬ率直Ʌ交わȳȭɂȦɁ
ȧĂ短時間ɁʑʸーʒɄ合意形成ɬ可
能ɂȱȹăɘȹĂ作成ȱȹ施工ʺʟ˃
ɬ現地Ɂ投影ȯȵ出来上Ȧɤɼʹーʐ
ɬ共有ȳɥȭɂȦɁȧȹăɘȹʺʟ˃
Ɉ投影Ʌɢɤ空間把握Ȧ容易ɅɄɤĂ
建築主及ɍ設計者Ɉ潜在的Ʉʣーʒɬ
引ȧ出ȳȭɂȦɁȧȹă

施工モデルの現地投影

3．手直し作業の低減
病院ɅȤいɀ設備機能障害ɉ人命Ʌ直
結ȱĂȥȾ引ȧ渡ȱ後Ɉ手直ȱȦ困
難ɁあɥăȷɈȹɛ設備Ɉ試運転期間
ɬ十分Ʌ確保ȱȳɓɀɈ設備Ȧ正常Ʌ
機能ȱɀいɥȭɂɬ確認ȱ建物ɬ引渡
ȳȭɂȦ必須Ɂあɥă手直ȱɅɢɥɅ
工期的Ʉ˅ʑɬ低減ȳɥȹɛのアroぬアれ
Īʳ˅˄ンʒīɬ活用ȱȹă
・機器・器具類の干渉チェック
天井下地完了後Ɉ手直ȱɉ配線及ɍ配
管接続部損傷Ɉ˂ʑʇȦ高ɘɥȹɛĂ
今回ɉ天井内設備工事Ȧ完了ȱĂȥȾ
天井下地工事前Ɉ時期Ʌ重点ɬ置いȹă

実施状況　　　モデル投影状況
照明器具懐スペース確認

・天井点検口位置チェック
ʹンʞʢンʑȦ必要Ʉʨ˃ʮ・機器廻
ɤɈ天井点検口Ɉ位置Ȧ適正ȥɬ天井
下地工事前Ʌ確認ȱȹăʨ˃ʮ類ɉ現
地合わȵɁɈ施工ɂɄɥȭɂȦ多ȩĂ
拡張現実Ʌɢɥ確認Ȧ効果的ɁあȽ
ȹăɘȹ天井点検口Ɉ周囲Ɉ配管・ʘ
ʇʠ類Ȧ点検ɬ妨ȬɀいɄいȥɜ同時
Ʌ確認ȱȹă

実施状況　　　モデル投影状況
天井点検口位置確認

・メンテナンス性の検証
施工図・Ǐにʺʟ˃Ɂɉ確認ȱȿɣい
Ķ操作時Ɉ姿勢・目線ķɬ現地Ɂ体感
ȳɥȭɂɅɢɤĂ施工前Ɉ改善点発見
ɬ容易Ʌȱȹă

実施状況  　　モデル投影状況
バルブ操作性確認

・水圧試験完了範囲の見える化
従来配管Ɉ水圧試験Ɉ野帳ɅȾいɀɉ
施工図Ʌ実施日ɂ色塗ɤɬ行いĂ配管
試験Ɉ漏ɦȦɄいɢうɅ管理ȱɀいȹ
ȦĂȷɦɬȳɓɀʟʐʗ˃化ȱȹă水
圧試験実施箇所ɂ未実施箇所ɬ可視化
ȳɥȭɂɅɢɤĶ水圧試験漏ɦ箇所
しķĶ水圧試験前Ʌ保温工事ȱɀいɥ
箇所ɬ ずȥ所発見ķ等Ɉ効果ȦあȽ
ȹă今後ȭɈ取ɤ組əɬ拡張ȱɀĂ工
事期中Ɉ電気設備Ɉ送電範囲見えɥ化
等Ă感電防止ɒɈ取ɤ組əɅɜ転用ȱ
ɀいȩă

水圧試験実施箇所を現地で見える化

4． 改修工事を見据えた施工
記録写真の整備

期中隠蔽部ɬずそし°ʃʹˁɁ撮影・記録
ȳɥȭɂɅɢɤĂ将来改修工事Ȧ発生
ȱȹ際Ɉ現地調査Ɉ簡易化・省略Ȧ可
能ɂɄɥă引ȧ渡ȱ後Ɉ現地調査ɉ夜
間ɞ休業日ɂɄɥɈɁĂ改修工事Ɉ際
Ɉ生産性向上Ă省力化Ʌɢɤ働ȧ方改
革Ɉ一助ɅɄɥɂ考えɣɦɥă

360°カメラによる撮影状況

仕上前後の360°画像表示

デジタルツール活用による省力化・省人化への取り組み
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■開発背景
本技術ɉĂʗɼ˃張替えɅɢɥ改修工

事ɅȤいɀĂ新ȹɅ製造ȱȹʗɼ˃Ɂ

部分的Ʉ張替えɬ行うɂĂ既存ʗɼ˃

ɂ色・光沢・風合いȦ合わȴĂ意匠感

ɬ損ɇɥ課題ɬ解決ȳɥʗɼ˃再生工

法ɁあɥăĪ図じī

■増築工事への展開と課題
私ɉĂ当社技術研究所在籍中ɅĶʺ

˃ʠー˃®ķɈ技術開発Ɉ最終段階ɬ

担当ȳɥɂɂɜɅĂ九州支店技術担

当ɂȱɀ八代更生病院新病棟・ʟɼʉ

ɺ棟建替工事ɅĶʺ˃ʠー˃®ķɈ展

開ɬ作業所ɂ協業ȱɀ実施ȱȹă本物

件ɉĂʟʎɼンʋンʓʯʠɈ一部ɂȱ

ɀĂ既存建物ɂɈ調和Ȧ挙Ȭɣɦɀい

ȹă背景Ʌɉ既存建物Ɉʗɼ˃ɬȤ客

様Ȧ非常Ʌ気Ʌ入ɣɦɀȤɤĂ外装Ɉ

ʟʎɼンɬ継承ȳɥȭɂȦ求ɛɣɦɀ

いȹăĶʺ˃ʠー˃®ķɈ適用範囲ɂȱ

ɀɉĂ増築棟・既存棟す棟間Ɉ接続部

ɅȤいɀ既存ʗɼ˃ɂɈ色違いȦ生Ȳ

ɥ可能性Ȧ懸念ȯɦȹ箇所Ʌ採用ȱ

ȹăĪ図すī

Ķʺ˃ʠー˃®ķɬ採用ȳɥɅあȹɤĂ

Ķ騒音Ɉ低減ķĂĶ生産性・安全性Ɉ向

上ķȦ課題ɁあȽȹă

■実施
Ķʺ˃ʠー˃®ķɈ採用ɅあȹɤĂ施工

管理ʭ˅ーɅ準拠ȱɀ適用可否判定試

験ɬ実施ȱȹă既存外装ʗɼ˃ɬ塩酸

浸漬Ʌɢɥʺ˃ʗ˃Ȧ除去可能Ɂあɥ

ȭɂĂ塩酸浸漬Ɂʗɼ˃Ȧ変色ȱɄい

ȭɂɬ適用可否判定試験Ɂ確認ȱȹă

Ķʺ˃ʠー˃®ķ採用Ɉ課題ɬ解決ȳɥ

ȹɛĂ振動・騒音Ɉ少Ʉいワɼʼʕー

ɬ用いȹʨ˃ʋʣー解体工法Ʌɢɥ

ʗɼ˃活ȥȱ取ɤɬ選択ȱȹăワɼʼ

ʕーɅɢɤʨ˃ʋʣーɬ切断ȱす「ˁʭ

ʗーʇ˄ーンɬ用いɀ大型ʮ˅ʛʇɁ

解体後安全Ʉ地盤面Ɂʗɼ˃Ɉ活ȥȱ

取ɤɬ実施ȱȹă活ȥȱ取ɤȱȹ既存

小口ʗɼ˃じした×そしɬ約「しし枚ɬĶʺ˃

ʠー˃®ķɬ用いɀ再生ȱȹă

■成果
前述Ɉ活動Ʌɢɤ既存ʗɼ˃ɂ新規ʗ

ɼ˃Ɉ取合う部分Ɉ意匠的Ʉ課題Ʌ対

ȱɀĂ開発技術ɁあɥĶʺ˃ʠー˃®ķ

ɬ活用ȱɀ解決Ʌ取組əĂ設計Ɉʟʎ

ɼンʋンʓʯʠɈ実現Ʌ貢献ȳɥȭɂ

ȦɁȧȹă

施工部門

荒
あら

牧
まき

　 誠
まこと

生 年 月　1984年 9月熊本県生まれ
最終学歴　2007年福岡大学
業務履歴　2007年㈱竹中工務店入社
　　　　　2008年九州支店作業所
　　　　　2016年技術研究所
　　　　　2018年九州支店
　　　　　　　　生産統括部技術Ｇ
●担当したプロジェクト
2011年　 鹿児島中央駅前11番街区新

築工事
2012年　キャナルシティ博多
　　　　サウスビス改修工事
2014年　ラクレイス地行新築工事
2015年　九州大学伊都理学系
　　　　総合研究棟新築工事
2016年　技術研究所
　　　　建設材料部門
2018年　九州支店生産統括部
　　　　技術Ｇ

■青年技術者のことば

近年Ă建設業界ɉ高い技術力ɬ持

Ⱦ技能労働者Ɉ減少Ă国策Ɉワー

ʇˁɼʭʨˁンʑ確保Ɉ取ɤ組ə

ɬ背景ɂȱɀ新材料Ɉ開発ɞどばM

ɄɃɅɢɥ生産性向上Ɉ取ɤ組ə

Ȧ求ɛɣɦɀいɥă一方ɁĂ品質

管理Ʌ向ȫɣɦɥ社会Ɉ視線Ȧ厳

ȱいɜɈɂɄȽɀȤɤĂĶȤ客様

満足Ɉ向上ķɬ実現ȳɥ為Ʌɉ建

物品質Ɉ向上Ȧ求ɛɣɦɀいɥă

私Ɉ専門分野Ɂあɥ仕上Ȭ材料全

般ɅȤいɀɉ複数Ɉ新材料・新工

法Ȧ開発ȯɦɀいɥȦ実用化ɒɈ

検証Ȧ完全ɅɁȧɀいɥɂɉいい

ȦȹいăȷȭɁ私ɉĂ設計企画段

階ɢɤ設計者・施工者Ɉʭ˅ンʠ

˅ーʟɻンʈɈ一助ɂȱɀ新材

料・工法Ɉ提案ɬȤȭɄうɂɂɜ

ɅĂ早期Ʌʯ˅ʐɿʇʠʱーʑɁ

採用可否ɬ判断ȳɥ検証ɬ行い真

Ɉ技術革新ɬ実現ȱȹいăȷȱɀ

ĶȤ客様満足Ɉ向上ķɈ実現Ă更

Ʌɉ建設業界・社会Ʌ貢献Ɂȧɥ

技術者ɂɄɦɥɢう自己研鑽Ʌ励

əȹい

■すいせん者

永野浩一

㈱竹中工務店ā大阪本店

技術部ā部長

仕上げ材料分野の技術革新による品質確保・生産性向上

●大型ショッピングセンターにおける大判タイル張り工法の品質確保と生産性向上

●タイル再生工法「モルトール®」の増築工事への展開

■工事概要と背景
沖縄ʍンʀー浦添西海岸ɉ活況Ʌわȩ

沖縄Ʌ大型ʏʿʛʬンʈʓンʗーĪ以

下Sなīɬ短工期Ɂ新築ȳɥʯ˅ʐɿʇ

ʠɁあɥăĪ写真 じī近年大型SなɅȤ

いɀそしし角等Ɉ大判ʗɼ˃Ȧ採用ȯɦ

ɥʉーʑȦ多ȩɌɍ割ɦ等Ɉ不具合Ȧ

発生ȱɀいȹăȭɦɣɈ問題ɬ解決ȳ

ɥȹɛĂ大判床ʗɼ˃ɉ改良圧着張工

法ɬ採用ȳɥȭɂɁʺ˃ʗ˃Ī以下

Mぶī充填率Ȧ向上ȱ品質Ȧ向上ȳɥ反

面Ă施工歩掛Ȧ低下ȳɥă

■課題と実施方策
私ɉ仕上Ȭ材料分野Ɉ技術担当ɂȱɀ

ʗɼ˃工事Ɉ品質確保・生産性向上ɬ

目的ɅĂ試験施工・施工方法立案ɬ実

施ȱȹă

じ．課題解決ɬ目的ɂȱȹ試験施工

耐衝撃性・耐荷重性Ɉ要求性能ɬ確保

ȳɥȹɛĂʗɼ˃Ɉ諸物性ɬ確認ȳɥ

ɂɂɜɅĂ工法ɂȱɀĂɺʡ・ʇ˂ʛ

ʯ工法ɂ圧着張ɤɈ併用工法ɬ選定ȱ

ȹă本工法ɉĂ既成ʇ˂ʛʯɬ使Ƚɀ

ʗɼ˃表面Ɉ平滑性ɬ簡易Ʌ向上ȯȵ

ɥ工法ɁあɤĂ一般的Ʉʗɼ˃張ɤɂ

比較ȱɀ歩掛Ȧ約じさ「倍Ʌ向上ȳɥ工

法ɁあɥăĪ図ずīă既調合MぶɉĂ充填

性ɬ考慮ȱȹ選定ɂȱ櫛目ȭɀɉ櫛目

Ɉ大ȧȯɅɢȽɀʗɼ˃裏面ɈMぶ充填

性Ȧ異Ʉɥȭɂȥɣす種類選定ȱĂʄ

ˁʑɬʗɼ˃Ʌ模擬ȱȹ充填性確認試

験ɬ実施ȱȹăĪ写真すī試験Ɉ結果Ă

特注Ɉｈす「mm×ｗす「m櫛目ȭɀɈ充填

性Ȧ良好ɁあȽȹă次検討ɂȱɀʗɼ

˃張ɤ工法及ɍʇ˂ʛʯ工法Ɉ品質ɒ

Ɉ影響ɬ確認ȳɥȭɂɬ目的ɂȱɀ大

判ʗɼ˃ɬ用いȹMぶ充填性画像ʶʛʬ

ンʈ評価ɬ実施ȱȹă評価ȱȹ結果Ă

優位ɂ思わɦȹ改良圧着張ɤɂ比較ȱ

ɀ圧着張ɤɜ適切Ʌ櫛目・叩ȧ方Ɉ管

理ɬȳɥȭɂɁ同等ɈMぶ充填率ɬ実

現ɁȧɥȭɂȦ確認ȯɦȹă最終検討

ɂȱɀĂ優位ɂ考えɣɦɥ圧着張ɤ・

ɺʡ・ʇ˂ʛʯ併用工法Ɉ耐荷重性・

耐衝撃性能ɬ把握ȳɥȭɂɬ目的ɂȱ

ɀĂ実物大Ɉ試験体ɬ作成ȱ台車走行

試験Ă落球試験Ă接着性試験ɬ実施ȱ

ȹăĪ写真 ずī評価ȱȹ結果Ăいȴɦ

Ɉ試験ɜ圧着張ɤɺʡ・ʇ˂ʛʯ併用

工法Ȧ改良圧着張ɤɂ同等性能ɬ有ȳ

ɥȭɂɬ確認ȱȹă

す．実施工

試験施工Ɂ決定ȱȹ施工方法ɬ実施工

Ɉ施工管理Ʌ落ɂȱ込ɚȹɛĂ新規入

場時Ʌ所定Ɉ施工方法ɬ指導ȱĂ各人

Ɉ施工ȱȹʗɼ˃ɬ剥Ȩ取ɤMぶ充填率

Ʌ問題Ʉいȭɂɬ確認ȱȹă

■成果
・ 試験施工ɬ通ȱɀ大型SなɅȤȫɥ今

後ɜ増えɥɁあɧう大判ʗɼ˃Ɉ施

工品質ɬ確保Ɂȧɥ方法ɬ確立ȳɥ

ȭɂȦɁȧȹă

・ ʗɼ˃ʇ˂ʛʯ工法・圧着張ɤ工法

ɬ採用ȳɥȭɂɁ面精度Ȧ向上ȱ施

工歩掛Ȧ約じさ「倍Ʌ大幅Ʉ向上ȦɁ

ȧȹă

図 1　技術概要フロー

現場 工場（タイル加工場）
①適用可否判定試験
②タイルの活かし取り

④タイル張り

③タイル再生

再生前のタイル
（モルタル付着）

薬液浸漬

モルタル除去

洗浄再生後のタイル

写真 3　台車走行試験状況

図 2　モルトール適用箇所

既存建物とデザインを調和させた東側外観

既存建物

モルトール採用箇所 東側外観イメージ

増築建物

写真 2　ガラスを用いたMO充填確認

写真1　物件全景

図 3　アド・クリップ工法
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・工事概要と課題
ʄʑ消火設備Ɉ消火性能実験施設Ɉ建
設工事ɅȤいɀĂ私ɉ作業所Ɉ主担当
ɂȱɀ基本設計段階ȥɣ携わɤĂどばM
Ʌɢɥ課題解決Ʌ取ɤ組ɭȺă
本建物ɉ様々Ʉ条件下ɁɈ実験ɬ可能
ɂȳɥ為Ă天井高ɞ室面積Ă温湿度条
件ɬ個別Ʌ設定可能Ʉ実験室ɬ備えɥ
施設ɁあɥăȷɈ為小規模Ʉ建物Ɉ内
外ɅĂ可動天井Ī写真すīɞ恒温恒湿
設備等Ɉ特殊Ʉ架構ɞ設備Ȧ密Ʌ配置
ȯɦĂȧɛ細ɞȥɄ鉄骨対応ɞ可動天
井Ɉ可動域検証Ă直営工事ɬ含ɛȹ設
備配管˃ーʠ調整Ī図じīɞʹンʞʢ
ンʑ動線Ɉ確保等Ȧ求ɛɣɦȹăɘȹ
Ȥ客様Ȧ強ȩ望ɘɦȹĶ魅ȵɥ実験施
設ķɬ実現ȳɥ為Ăじね床ɉ全面ʋンʇ
˂ーʠ研Ȩ出ȱĪ鏡面ī仕上ȬɂɄȽ
ɀȤɤĂ実験室ɉ全ɀʄˁʑ張ɤɂ
ɄȽɀいɥĪ写真 ずīɄɃĂぞさしヶ月
ɂいう短工期ɁあɤɄȦɣ十分Ʉ仕上
Ȭ期間ɬ確保ȳɥ必要ȦあȽȹă
・実施内容
建物特性ɞʑʉʐʽー˃上Ɉ各種課題
Ʌ対ȱĂ設計段階ɁɈどばMʺʟ˃ɈȾ

ȩɤ込əɅɢɥ課題解決ɬ図Ƚȹă以
下Ʌ実施内容ɬ示ȳă
ϱ 設計者Ă社内各部署Ă専門工事会社
ɂɈ協業体制Ɉ早期構築ɂ明確Ʉ役
割分担

ϲ 鉄骨工程ȥɣ逆算ȱȹʑʉʐʽー˃
管理Ɉ徹底

ϳ 生産情報Ɉ提供ɞ納ɘɤ検証等Ɉ設
計支援

ϴ ̋ ʟ˃重ɇ合わȵ会ɒɈ参画ɂ施工
図˄ʱ˃Ɉ調整
・成果
高精度Ʉ鉄骨ʺʟ˃Ī図すīɬ着工じ
ȥ月前Ʌ完成ȯȵĂ設計ȥɣ施工Ʌ至
ɥʏーʸ˄ʑɄどばM連携ɬ実現ȱȹ事
ɁĂ着工後Ɉ鉄骨製作図作成工数Ɉ低
減ɞĂ承認ʑʉʐʽー˃Ɉ短縮ɬ実現
ȱȹă

設計段階ȥɣ施工段階ɁɈ生産性向上
Ʌ寄与ȳɥ調整ɬ実施ȱĂ設計図書ɒ
盛ɤ込ɚ事Ɂ仕上Ȭ工事ɞ直営工事Ɉ試
運転調整期間ɬ十分Ʌ見込ɭȺ工程計
画ɬ立案ȱĂ実施Ʌ移ȳȭɂȦɁȧȹă

施工部門

須
す

藤
どう

寿
とし

文
ふみ

生 年 月　1985年 3月兵庫県生まれ
最終学歴　 2009年神戸大学大学院　

工学研究科建築学専攻
　　　　　修了
業務履歴　2009年㈱竹中工務店入社
　　　　　2010年神戸支店作業所
　　　　　2019年大阪本店技術部
　　　　　計画1グループ
●担当した主なプロジェクト
2010年　神鋼高砂製鋼南新準備棟
2012年　製鉄記念広畑病院2期
2013年　北播磨総合医療センター
2013年　甲南中高体育館
2015年　エアウォーター防災加振棟
2016年　甲南中高屋内運動施設
2017年　兵庫大学附属加古川幼稚園
2018年　 エアウォーター防災新実験棟

■青年技術者のことば

近年Ă建設業ɅȤȫɥどばMɈ活用

領域ɉ急速Ʌ拡大ȱɀȤɤĂどばM

ɞばなほɬʱーʑɂȱȹ業務ʭ˅ー

Ȧ定着ȱȾȾあɥăȱȥȱĂȷɦ

ɣɉあȩɘɁɜĶʜー˃ķɁあ

ɤĂȷɈ活用Ʌɢɥ生産性向上効

果ȦĂ建築技術者Ɉ創造的Ʉ業務

Ʌ充ɀɥ時間ɬ創出ȱĂɢɤ優ɦ

ȹ建築作品Ȧ生ə出ȯɦɥɂいう

好循環ɬɜȹɣȳ事ȦĂ社会ȥɣ

求ɛɣɦɀいɥ結果Ɂあɥɂ私ɉ

考えɀいɥăȷɈ為ɅɉĂʜー˃

Ɉ使い手Ɂあɥ我々技術者ɉĂ課

題解決ɬ繰ɤ返ȱɄȦɣ物事Ɉ本

質ɬ見極ɛɥ力ɬ養いĂ常Ʌ新ȹ

Ʉ挑戦ɬ続ȫɀいȥɄȫɦɊɄɣ

Ʉいɂ強ȩ感Ȳɀいɥă

ȭɦɘɁɈ経験Ɂ培Ƚȹ専門知

識・技術・ʦɾʧɾɬ最大限Ʌ活

ȥȱɄȦɣɜĂ既存Ɉ技術ɞ手法

Ʌ囚わɦɥȭɂɄȩ常Ʌ柔軟Ʉ発

想ɬ持Ȼ続ȫĂ技術開発ɞ後進Ɉ

育成ɬ力強ȩ推進ȳɥȭɂɁĂ建

設業Ɉ魅力ɬ社会Ʌ広ȩɺʬー˃

ɁȧɥɢうɄ技術者ɬ目指ȱĂ挑

戦ɬ続ȫɀいȧȹいă

■すいせん者

永野浩一

㈱竹中工務店ā大阪本店

技術部ā部長

BIMを用いたフロントローディングと生産段階での生産性向上への挑戦

●着工後のBIM活用による生産性向上への挑戦

●着工までの川上段階におけるフロントローディングの取り組み

・生産段階での課題
設計段階ɁɈ取ɤ組əɬ経ɀĂ施工図
˄ʱ˃Ɉ精度ɘɁȾȩɤ込ɘɦȹどばM
ʺʟ˃ɬĂ生産段階Ɂ最大限活用ȱĂ
生産性向上ɒȾɄȬɥ為Ʌɉ以下Ɉ課
題ȦあȽȹă
ϱ 施工図Ī躯体図・平面詳細図等īĂ
施工計画図Ɉʺʟ˂ンʈɬ工事工程
Ʌ即ȱɀいȥɅʗɼʸ˂ーɅ行うȥă

ϲ どばM関連ʑʅ˃ɈɄい少人数Ɉʑ
ʗʛʭɁどばMʺʟ˃重ɇ合わȵ会議
運営Ăʺʟ˃管理等ɈどばM関連業務
ɬいȥɅ実施ȳɥȥă

・計画と実施
私ɉ工事担当兼どばMʶʥーʐʻーɂȱ
ɀĂ効率的ȥȾ効果的ɄどばMʺʟ˃Ɉ
運用ɬ目指ȱĂ各課題ɒɈ対策ɬ立
案・実施ȱȹă
ɘȴĂ施工図ʺʟ˃Ɉすに・ずにɈ す重作
図ɬ避ȫɥ為ĂとrりhiなとにɅɢɥずに作図
ɬ当初ȥɣ実施ȱĂすに施工図ɉʺʟ˃
ȥɣɈ切ɤ出ȱɁ作成ȱȹăɘȹ初期
Ɉʶンʩワー不足ɬ補う為Ă社内講習
会ɬ活用ȱȹ施工図担当者Ɉ人材育成
ɞĂʱーʑɂɄɥ施工図ʺʟ˃Ɉɺɾ
ʠʕーʏンʈɬ実施ȱȹăȭɦɣɈ取

ɤ組əɅɢɤ工事工程Ʌ遅延Ʉȩʺʟ
˃ɬ完成ȯȵĂ各種取ɤ合い調整ɞ工
事計画Ʌ展開ȱȹă特Ʌ可動天井ɞ直
営設備工事ɂɈ調整ɅどばMʺʟ˃Ʌɢ
ɥ可視化Ȧ効果ɬ発揮ȱĂ円滑Ʉ合意
形成ɬ可能ɂȱȹăɘȹ施工計画ʺʟ
˃Ī図せīɬ各種会議体Ī写真せīɞ
日々Ɉ朝礼Ʌɜ活用ȱĂ手戻ɤ作業Ɉ
防止ɞ安全性Ɉ向上ɬ図Ƚȹă
・成果
前述Ɉ各取ɤ組əɅɢɤĂ以下Ɉ成果
ɬ上ȬɥȭɂȦɁȧȹă
・ 鉄骨関連製作図作成工数Ɉ大幅Ʉ低
減

・鉄骨建方工期Ɉ「日短縮
・ 無事故Ɂ契約工期ȥɣず日前倒ȱɁ
Ɉ建物引渡ȱɬ実現

・ 直営工事ɬ含ɛȹ全体Ɉ総合試運転
ɅȤȫɥĂ初期不具合ʔ˅

・ 作業所ʑʗʛʭɈどばM関連ʑʅ˃Ɉ
向上

・ 次期工事Ɉ受注ɅȾɄȦɥ高い建築
主満足Ɉ獲得

写真1　建物外観

図 4　施工計画モデルと実施工状況 写真 4　会議体での活用状況

写真 3　実験室内観

写真 2　可動天井

┪┯┚┓┗┗┗

┪┯┟┓┗┗┗

図 3　重ね合わせモデル

図 2　鉄骨モデル

図 1　BIMモデルによる配管ルート調整
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●概要
東京都内Ɉʑʗʐʂ増築工事ĪSべな

造Ă地上 ぞ階Ă延床面積ぞこしせ「mすīɬ

施工担当ȱȹă若手ɂ呼Ɋɦɥ時期ɬ

経ɀ後輩Ȧ付ȩ中堅Ɉ立場ɅɄɥɅ従

いĂ仕事Ʌ向ȧ合う姿勢ɞ働ȧ方Ȧ変

わȽɀいȩăȷうȱȹ中Ɂ青年技術者

Ʌ必要ɂ感ȲȹȭɂɬĂ施工管理ɬ通

ȱɀ報告ȳɥă

●狭小ヤードでの鉄骨建方
狭小Ʉ作業ʼーʡȱȥ確保ɁȧɄい街

中Ɉ工事ɁɉĂ搬入動線Ɉ確保Ȧ常Ʌ

現場担当者ɬ悩ɘȵɥă当現場ɉʊー

ʠɬずȥ所設ȫȹȦĂ鉄骨ɬ搬入Ɂȧ

ɥʊーʠɉじȥ所ȱȥɄȩĂ場内Ʌじ

台搬入ȳɥɂ人Ɉ通ɥ幅ɬ確保ȳɥȭ

ɂɜ困難ɁあɥăɜȻɧɭ鉄骨ɬ仮置

ȧȳɥʑʲーʑɜɄȩĂ相番機ʇ˄ー

ンɬ設置ȳɥȭɂɜɁȧȴĂʗワーʇ

˄ーンじ台Ɂ搬入ȥɣ建方ɘɁɬ行う

計画ɂȵȰɥɬ得ɄȥȽȹă狭小ʼー

ʡɁɈ搬入調整ɉĂ鉄骨資材Ʌ限ɣ

ȴĂ工程調整Ɉ肝ɁあɤĂ現場ɬ掌握

ȳɥ上Ɂɜ重要Ɂあɥă

既存建物 新築工事エリア

現場配置図

ɘȹSべな造ɁあɥȭɂȥɣĂ鉄筋・型

枠Ɉ揚重調整ɞ資材ʼーʡɈ確保ɜ必

要ɂɄɥă現場Ɂɢȩあɥʼーʡ問

題Ă揚重機問題Ɉ勃発Ɂあɥă

ȷȭɁĂ歩掛ɤɂ数量Ɂ算出ȳɥじ次

元Ɉ工程線ɬ並ɓɥȺȫɁɄȩĂ関係

会社ɈȳɓɀɈ情報Ī搬入車両Ă資材

ʼーʡĂ揚重ʑʉʐʽー˃īɬす次元

Ʌ加味ȱȹ日ɛȩɤ工程ɬ作成ȳɥȭ

ɂɂȱȹă日ɛȩɤ工程ɬ作成ȳɥȭ

ɂɁĂ作業ɬ進ɛɀいɄいʀ˂ɺɬ抽

出ȱĂ複数職Ɉ作業ʩʒ˃ɬɉɛ込ɚ

ȭɂȦ容易ɅɁȧɥ仕組əɬ作Ƚȹă

ȭɈ作業計画ɉĂ自分一人Ɂ行うɈɁ

ɉɄȩĂ打合ȵ室Ʌ公開ȳɥȭɂɁĂ

作業間Ɉ調整ɬ職種間Ɂ予ɛ進ɛɥȭ

ɂɜ出来ȹă

ȯɣɅ資材ʼーʡɈ確保ɅȾいɀɉĂ

増築工事ɂいうȭɂɜあɤĂ発注者ɂ

協議ȱ既存建物屋上ɬ使用ȯȵɀいȹ

Ⱥȩ許可ɬ得ȹăȭȭɅ鉄筋・型枠Ɉ

地組əʼーʡɬ設ȫĂȷȭȥɣʗワー

ʇ˄ーンɁ吊ɤ込ɚ計画ɂȱȹȭɂ

ɁĂ現場内Ɉ仮置ȧ資材Ȧ半減ȱĂ狭

いʑʲーʑɁあȽɀɜĂ使用資材Ȧ多

岐Ʌわȹɥ現場ɁɈ実施工ɬʑʸーʒ

Ʌ作業調整ȱȹă

● 打ち放しコンクリートの品
質管理

当現場ɉ外壁全面Ȧʋンʇ˂ーʠ打Ȼ

放ȱ仕上ȬɁあȽȹă打Ȼ放ȱʋンʇ

˂ーʠɉ躯体施工時Ɉ管理Ȧ非常Ʌ重

要ɁĂ地上躯体工事ɬ開始ȳɥȥɄɤ

前ȥɣ関係会社ɂɈ綿密Ʉ打合わȵɬ

必要ɂȱȹăȷɈ中Ɂɜ型枠工Ɉ作業

ɬ軸ɅȱĂいȥɅȱɀ精度Ɉ高い建込

əɬ可能ɂȳɥȥɅȾいɀ作業手順検

討Ɉ初期段階Ɂ検証ȱĂ大組əʩʥ˃

Ɉ採用ɞĂʩʥ˃ʐʿɼンʠ部Ɉ段差

ɬɄȩȳ手法Ă躯体Ɉ出隅・入隅・開

口端部Ɉ通ɤ精度ɬ確保ȳɥ手法Ăʓ

ʩ割Ăʩʥ˃割ɄɃɬ決定ȱȹă

ɘȹĂʋンʇ˂ーʠɈ打設方法ɅȾい

ɀɜĂ高ȯ方向Ʌ分割打設ɂȱĂじ層

目Ɉ打設用開口ɬ室内側Ɉ型枠Ʌ設ȫ

ȹăȭɈ際Ăじ層目ɂす層目Ɉ打継部

Ʌʋー˃ʡʐʿɼンʠɬ発生ȯȵɄい

管理Ȧ重要ɁĂ分刻əɁɈ打設速度管

理ɬ行Ƚȹă

ȷɈ他ɅɜĂじ回Ɉ打設ʀ˂ɺɬ細分

ȳɥ流ɦ止ɛˁʑɈ設置位置Ă型枠ȹ

ȹȧɈ効率化Ă棒状振動機Ɉ台数Ă打

設中Ɉ合図方法ɄɃĂ検討ȳɦɊȳɥ

ɕɃ溢ɦɥ課題Ʌ対ȱɀ˃ー˃ɬ作成

ȱȹă

型枠大組み

型枠脱型後Ɉ表面仕上ȦɤɉĂ施主ȥ

ɣɜ満足いȹȺȫɥ出来形ɂɄɤĂ事

前検討ɬ十分Ʌ行Ƚȹ結果Ɂあɥɂ自

負ȱɀいɥă

●鉄筋の地組み
作業員Ɉ確保ɉ建設業ɅȤいɀ必要不

可欠Ʉ課題Ɂあɥăべな造ĂSべな造ɉ鉄

筋工Ă型枠工ȦいɄȫɦɊ全ȩ進ɘɄ

いă

当現場Ɂɉ柱Ă壁Ăʑˁʮɬ地組əɁ

施工計画ȱȹă大型化ȱȹ部材Ɉ吊ɤ

方ɞ生産性Ȧ向上ȳɥ手順ɬ決ɛɥɘ

Ɂɉ良ȥȽȹȦĂ地組əȱȹ部材ɬ繋

Ȩ合わȳɅɉ設計図Ɉ納ɘɤɁɉ難ȱ

ȩĂ定着ɞ継手方法Ɉ変更協議Ȧ必要

ɂɄɤ苦労ȱȹă検討ȳɦɊȳɥ程Ă

問題点Ȧ見えɀȧȹȦĂȷɈ都度解決

ȳɥ過程ɉĂ建築Ɉ面白ȯɬ再認識ȯ

ȵɀȩɦȹă

地組əɈ施工計画ɉĂ現場内ɬȳȽȧ

ɤȯȵɥȭɂɜɁȧĂ鉄筋工Ɉ労務山

崩ȱɜɁȧȹă安全面ɁɜĂ狭い足場

ɁɈ作業量ɬ低減ȱĂ作業性ɜ高ɘȽ

ȹă

鉄筋地組み

地組み鉄筋吊り込み

●まとめ
当現場Ɉʑʗʛʭɉずし代Ȧす名Ăすし代

Ȧた名ɂ若手Ȧ多ȩĂ私Ɉ現場内ɁɈ

立場ɉĂ工事全体ɬ見渡ȱ全体施工計

画ɬ行うȭɂɂ共ɅĂ若手指導ɜ求

ɛɣɦȹăȭɦɘɁ以上Ʌ技術者ɂȱ

ɀɈʑʞʛʯɺʛʯɬ実感ȳɥȭɂɂ

ɄȽȹă

工事ȮɂɅ与えɣɦɥ条件Ȧ異ɄɤĂ

ȷɈ度Ʌʶʣʽɺ˃通ɤ対応ɁȧɄい

ɈȦ現場Ɉ難ȱいɂȭɧɁあɥăȱȥ

ȱĂ基本的Ʉ道筋Ȧあɥ中ɁɈ分岐

ɞ迂回路ɉ詮索ɁあɤĂ目指ȳʌー˃

ɉ一ȾɁあɥă時間ɂʋʑʠɬ掛ȫɦ

Ɋ辿ɤ着ȫɥȦĂ我々Ʌɉ早ȩ・安

ȩ・効率的Ʉ最善策ɬ見Ⱦȫɥ義務Ȧ

あɥă現場ɬ管理ȳɥ上ɁĂ計画Ʌ力

ɬ注Ȫȭɂɉ大切ɁĂ結果的Ʌʑʸー

ʒɁ安全Ʉ作業ɂ工期短縮Ʌ繋Ȭɥȭ

ɂȦ出来ɥă無駄ɈɄい工事運営ɉʋ

ʑʠ削減Ʌɜ寄与ȳɥă唯一Ɉ正解ɉ

Ʉいă時間Ɉ許ȳ限ɤ様々Ʉ道ɬ詮索

ȱĂ決ɛȹȭɂɬ実行ȳɥăȭɈ積ə

重ɇȦ我々青年技術者ɬʑʞʛʯɺʛ

ʯȯȵɀȩɦɥă

施工部門

中
なか

谷
たに

昌
まさ

弘
ひろ

生 年 月　1985年 8月大阪府生まれ
最終学歴　 2010年大阪市立大学大学

院工学研究科都市系専攻
修了

業務経歴　2010年鹿島建設㈱入社
●担当した主なプロジェクト
2010年　猿楽町 1丁目計画工事
2011年　岡山労災病院新棟建築工事
2013年　 岡山大学医歯薬融合型教育

研究拠点施設新営工事
2015年　 ロイヤルガーデン伊福町新

築工事
2016年　 東大附属病院病棟（ 2期）

工事
2018年　 東京大学クリニカルリサーチ

センター施設整備事業工事
2019年　東陽町七丁目計画工事
2020年　ボーンズ本社ビル再建工事

■青年技術者のことば

物ɬ造ɥȭɂȦ好ȧɄȭɂȥɣ学

生Ɉȭɧ建築ɬ志ȱĂ実際Ʌ出来

上ȦȽɀいȩ姿ɬ体感Ɂȧɥ施工

管理ɂいう仕事ɬ今ɉ誇ɣȱȩ思

うă

我々現場監督Ɉ仕事ɉ設計図書Ʌ

描ȥɦȹす次元Ɉ建物ɬ時間軸ɂ

いう制約Ɉɜɂず次元Ʌ表現ȳɥ

ȭɂɁあɥăȱȥɜĂ立地条件Ă

周辺環境Ă気象条件Ă就労環境Ʉ

ɃȦ工事ȮɂɅ異ɄɥȹɛĂ毎回

施工計画Ɉ条件Ȧ異Ʉɥăȭɦɣ

Ɉ要素ɬ掘ɤ起ȭȱ最適Ʉ施工計

画ɬ立案ȳɥȭɂɉĂ建設業ɬ難

ȱいɜɈɅȱɀいɥ反面Ă我々若

い建設技術者ɬ成長ȯȵɀȩɦɥ

教材ɅɜɄȽɀいɥă

自ɣȦ˃ー˃ɬ策定ȱĂȭɦɬ守

ɤĂ柔軟Ʉ対応ɬȱĂ豊富Ʉ知識

ɞ知恵ɬ集ɛĂ判断ɬ下ȳă様々

Ʉȭɂɬ要求ȯɦɥ建設業Ʌ面白

ȯɬ感ȲĂ今後ɜ建設業ɬ楽ȱə

邁進ȱȹいɂ思うă

■すいせん者

河原慎治

鹿島建設㈱ā関西支店ā建築部

建築工事管理部長

建築施工の魅力～工事担当者から役職者への変換期～

既存建物 増築部分
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施工部門

舟
ふな

木
き

太
たい

樹
き

生 年 月　1986年10月大阪生まれ
最終学歴　 2005年大阪府立東住吉工

業高等学校電気科卒業
業務経歴　 2016年㈱竹中工務店入社

大阪本店設備部設備施工
管理グループ　中部地区
FMセンター配属

●担当した主なプロジェクト
2016年　 梅田阪神第一ビルディング 

空調熱源設備更新工事
2017年　 サントリー本社ビル 非常用

発電機BCP対応工事
2017年　 リッツカールトン大阪 客室

ユニットバス配管更新工事
2018年　京セラドーム　振動対策工事
2018年　 大阪四季劇場 個別空調化対

応工事
2019年　 大阪センタービル 受変電設

備更新工事
2020年　 ラグザ大阪 空調熱源設備改

修工事

■青年技術者のことば

ɘȺ経験Ɉ浅い設備技術者Ɂあɥ

私ȦĂ空調密閉配管ȥɣɈ漏水

事故対応ɬ経験ȳɥ中ɁĂ漏水Ʌ

至ɥʹʃʣʒʸɬ理解ȱĂ様々Ʉ

観点ȥɣɈ複数Ɉ対策ɬ講Ȳɥȭ

ɂɅɢɤ解決ɁȧȹȭɂɉĂ今後

Ɉ設備技術者ɂȱɀɈ私自身Ɉ大

ȧɄ助ȫɅɄɥ経験ɁあȽȹɂ非

常Ʌ有難ȩ思ȽɀいɥăɘȹĂ本

事象Ɉ収束Ʌ際ȱȤ客様ɢɤ感謝

ɈȤ言葉ɬ頂ȫȹȭɂɉĂ改善Ʌ

向ȫɀɈʯ˅ʓʑɒ携わȽɀ頂い

ȹȳɓɀɈ方々Ʌ感謝Ɉ気持ȻɁ

いȽɋいɁあɥă近年Ă人材不足

ɞ高齢化社会ɄɃ様々Ʉ観点ȥɣ

建築ʑʠʛʇ活用ɂɈ意識Ȧ醸成

ȯɦ建物寿命Ȧ長期化ȯɦɀいȩ

ɄȥɁĂȷɦɣɬ実現ȳɓȩ様々

Ʉ技術ɞ工法Ȧ開発ȯɦɀȤɤ改

修工事ɅȤいɀɉȯɣɅ高度Ʉ技

術力ɬ要ȳɥ工事Ȧ増えɀいȩɁ

あɧうă私自身ɜ設備技術者ɂȱ

ɀ様々Ʉ技術Ʌ触ɦ自己研鑽ȱʑ

ʞーʇʳ˃ʘーɈ抱えɥʣーʒɅ

応え社会ɅȯɣɅ貢献ȱɀいȫɥ

ɢうɅ努力ɬ続ȫɀいȩ所存Ɂあ

ɥ

■すいせん者

水野俊輔

㈱竹中工務店ā大阪本店

設備部ā設備のび

設備配管腐食漏水に対する腐食進行抑制と非破壊調査手法の改善

●はじめに
設備配管Ɉ腐食Ʌɢɥ漏水ɉĂ使用管

材ɅɢȽɀɉĂいȴɦɉ起ȧうɥ問

題ɁあɤĂ一度漏水Ȧ発生ȳɥɂ連鎖

的Ʌ多発ȳɥ建物所有者ɅɂȽɀ負担

Ɉ大ȧɄ問題Ɂあɥă腐食漏水Ɉ防止

ɅɉĂ保守管理ɂ漏水Ʌ至ɥɘɁɅ配

管Ɉ劣化具合ɬ把握ȱ計画的Ʌ設備配

管ɬ更新ȳɥȭɂȦ重要ɁあɥȦĂ配

管内部Ɉ腐食ɅȾいɀɉĂ局所的Ʉ調

査ȱȥɁȧɄいɜɈɞĂ調査ȳɥɂȱ

ɀɜ設備機能Ɉ停止Ȧ伴うɄɃɈ支障

ȦあɥɜɈȦ多ȥȽȹă私Ȧ当社Ɉ˂

ʣʽーɺ˃工事施工Ʌ特化ȱȹ部門Ɂ

あɥねMʓンʗーɁɈ密閉循環式Ɉ空調

温水配管ȥɣɈ漏水Ɉ対応ɅȤいɀĂ

漏水Ɉ事象Ɉ分析ɂ原因究明Ăȷɦɣ

Ʌ基ȿいȹ発生要因ɬ除去ȳɥ対策Ʌ

ɢɤ漏水Ɉ進行ɬ抑制ȯȵɥ成果ɬ上

ȬɥȭɂȦɁȧȹăɘȹĂȷɈ過程Ɂ

配管腐食調査ɈȹɛɅ試əȹ非破壊検

査手法ɅȾいɀɜ一定Ɉ成果ɬ上Ȭȹ

ɈɁĂȭɦɣɅȾいɀ報告ȳɥă

●配管漏水の発生状況
図じɅ漏水箇所Īϱ～◯ずぞīɬ示ȳă空

調熱源用Ɉ温水密閉配管ɅȤいɀ経路

全体Ʌ発生ȱɀいɥ特徴Ȧ見ɣɦȹă

いȾɃȭɁ漏水Ȧ発生ȳɥɈȥ予測Ɂ

ȧȴĂ早急Ʉ改善Ȧ必要ɁあȽȹă

図 1　配管漏水状況図

●配管腐食の発生状況
配管Ɉ抜管調査ɬ行Ƚȹă全体的Ʌɉ

健全ɁあɥȦĂ局所的Ʉじ㎜程Ɉ内部

ʬンʳー˃腐食Ȧ発生ȱɀいɥ事Ȧ確

認ȯɦȹăĪ図すī

外部は健全で、内部も大多数の亜鉛皮膜は健全であったが
内部の極々局所的に腐食が進行し1mm程度のピンホールが確認できた。

極々局所での腐食発生
1mm程度のピンホール

配管全体的には健全
※配管腐食を防止する亜鉛皮膜残存

図 2　配管調査結果

炭素鋼白管ɉ溶融亜鉛ɛȽȧɅɢɤ形

成ȯɦɥ酸化皮膜ɅɢȽɀ耐食性ɬ

有ȱɀȤɤĂ亜鉛ɉ鋼ɢɤ電位Ȧ卑Ɂ

あɥȹɛĂ亜鉛ɛȽȧ層Ʌ欠陥ȦあȽ

ɀɜ亜鉛Ɉ犠牲陽極作用ɅɢȽɀ鋼Ȧ

防食ȯɦɥăȱȥȱ水質ɞ使用条件Ʌ

ɢȽɀɉ早期Ʌ亜鉛ɛȽȧ表面Ɉ電位

Ȧ貴化ȳɥȭɂȦあɤĂȭɈ場合Ă亜

鉛ɛȽȧ層欠陥部ɅȤいɀɉ逆Ʌ鋼Ɉ

腐食Ȧ加速ȯɦɥăĪ図ずī

本件ɅȤいɀɜ亜鉛ɂ鋼Ɉ電位Ȧ逆転

ȱȹȭɂɅɢɥ特徴Ȧ見ɣɦȹă一方

Ɂ電位逆転Ȧ生Ȳɀɜ溶存酸素濃度ɬ

低ȩ保ȾȭɂɁĂ腐食Ɉ進行ɬ抑えɣ

ɦɥ事Ȧ知ɣɦɀいɥăȷȭɁĂ溶存

酸素濃度ɬ測定ȱȹɂȭɧĂ濃度Ȧ高

いȭɂȦ確認ȯɦȹȹɛĂȷɈ点Ʌ着

目ȱ改善Ɉ検討Ʌ取ɤ掛ȥȽȹă
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カソード反応：　O2＋H2O＋2e→2OH－

アノード（Zn）
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図 3　電位逆転による局部腐食

●溶存酸素上昇原因の確認
密閉循環経路ɒɈ補給水管ɒ超音波流

量計ɬ取付ȫ補給水量Ɉ経過観測ɬ実

施ȱȹăȷɈ結果Ă概ɇ月 す t程Ɉ補

給水量ɬ確認ȱȹă本来Ă密閉式循環

ʏʑʞʸɁɉ補給水ɬ最小限Ʌȳɥȭ

ɂɁĂ循環水Ɉ溶存酸素濃度ɬ低ȩ保

Ȼ配管Ɉ腐食ɬ最小限ɅɂɃɛ耐用年

数ɬ長期化ȳɥɜɈɁあɥȦĂ経路内

Ɉ漏水ɄɃɅɢɤ溶存酸素ɬ含ɚ補給

水Ȧ常時補給ȯɦɥȭɂɁ溶存酸素濃

度Ȧ上昇ȱĂ腐食ɬ進行ȯȵɀいɥɂ

推察ȱȹă

●配管腐食抑制手法の確立
本来ɁあɦɊĂ補給水Ȧ必要ɂɄɥ原

因Ɉ漏水箇所ɬ特定ȱ修繕ȳɥ必要

ȦあɥȦĂ熱源廻ɤɞ大型空調機械Ʉ

ɃɅ漏水ɉ認ɛɣɦȴĂ残ɥ要因ɂȱ

ɀĂ天井内Ɉ膨大Ʉ数Ɉねなぼɞ天井内

設備ɁɈ漏水ɬ調ɓɥ必要ȦあɥȦĂ

調査Ʌɉ天井解体ɬ伴うɄɃĂʞʢン

ʠ営業ɒɈ支障Ȧ発生ȳɥ場合Ȧ多ȩĂ

改善ɒɈ時間ɬ優先ȱ漏水Ʌɢɥ補給

水供給ɉあɥɜɈɂȱɀĂ溶存酸素濃

度Ɉ低減手法Ɉ検討Ʌ取ɤ掛ȥȽȹă

●溶存酸素低減手法の確立
ɘȴĂ補給水流入Ʌɢɥ溶存酸素Ɉ循

環経路ɒɈ侵入ɬ遮断ȯȵɥ為ɅĂ補

給水系統Ʌじ回Ɉ通水ɅȤȫɥ溶存酸

素量Ɉ低減能力Ȧ高い特徴ɬ持ȾĶ膜

式脱気装置ķɈ設置ɬ即座ɅȤȭɄȽ

ȹăɘȹĂ補給水Ɉ遠隔監視ʏʑʞʸ

ɂ循環経路内ɒ供給ȯɦɥ補給水Ʌ対

ȱɀ溶存酸素濃度値Ɉ遠隔監視機能ɬ

構築ȱȹăȭɦɅɢɤ補給水ȥɣɈ溶

存酸素ɬ抑制ɁȧĂ結果ɂȱɀ漏水Ɉ

発生ɬ回避Ɂȧȹă

排気

排気

水分子
酸素分子真空

排気

供給水

排気

原水

接着部

中空糸
中空糸

脱酸素水

脱酸素水

排出された酸素分子
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図 4　膜式脱気装置仕組み
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●既腐食進行配管への対応
脱気装置ɬ導入ȱĂ配管腐食Ɉ進行ɬ
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図 6　X線ディジタル化技術
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図 7　FCR撮影状況
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 はじめに

　前号では、令和2年 4月に施行された建築
基準法施行令における防火・避難関連規定の
合理化等の一部の概要を説明した。
　本稿では、引き続き同令において合理化等
が行われた防火・避難関連規定の概要を中心
に説明する。

 改正政令の概要

■ 警報設備の設置等の措置が講じられた場合
における異種用途区画の合理化
　一の建築物内に複数の異なる用途が存在す
る場合、用途に応じて利用形態等が異なり、
火災時には避難の遅れが生じる原因となるこ
とから、異なる用途の部分に延焼や煙が拡大
しないよう、一定の特殊建築物の用途とその
他の用途との境界部分に防火区画（いわゆる
異種用途区画）を設けることを求めている。
　今回、一の建築物内に複数の異なる用途が
存在していても、火災情報が共有される環境
が整備されていれば、迅速に避難を開始する
ことが可能であり、異種用途区画を求めなく
とも、本規制の目的を達成することができる
ことから、警報設備を設けることその他これ
に準ずる措置が講じられている場合には、異
種用途区画を不要とすることとした。
　具体的な基準は令和2年国土交通省告示第
250号において、ホテルや物販店等の用途に限
定し、同一階におけるそれぞれの用途部分に
自動火災報知設備が設置されている場合には、
異種用途区画を不要としている。なお、病院
等の用途が含まれる場合には、従来どおり異
種用途区画が必要となることに留意されたい。
■特殊建築物等の内装制限の合理化
　一定の規模や用途の建築物については、煙
やガスによる避難上の支障を防ぐため、その
規模や用途に応じ、煙やガスの発生を抑制す
るための内装制限を規定している。その中で、
居室及び廊下において避難上支障のある高さ

まで煙やガスが降下しなければ避難には支障
がないことから、スプリンクラー設備等と排
煙設備の双方を設置した場合には、内装制限
を適用しないこととしている。
　内装制限を不要とする組合せは、近年の技
術的知見の蓄積により、床面積や天井の高さ
など建築物の部分の構造によっても、内装制
限を不要としても避難上支障が生じない場合
があることが判明しているため、今回の改正
により、火災が発生した場合に避難上支障の
ある高さまで煙等の降下が生じない建築物の
部分として、床面積、天井の高さ並びに消火
設備及び排煙設備の設置の状況及び構造を考
慮して国土交通大臣が定めるものについては、
内装制限の規定は適用しないこととした。
　なお、具体的な建築物の部分の要件につい
ては、令和 2年国土交通省告示第251号に規
定しており、従前より政令において規定して
いたスプリンクラー設備等と排煙設備の組合
せのほか、排煙設備の代わりに一部（天井面）
の内装のみを強化し煙発生を抑制するパター
ン、居室の規模等を制限し煙発生と拡散を抑
制するパターン（図はその一例）、建築物全体
の規模等を制限することで、煙発生を抑制し
早期避難を確保するパターンを追加している。
改正前

改正後

廊下

居室

廊下
防火設備

居室

階段

避難経路

間仕切り壁 天井の高さ
3.0m以上

追加
イメージ

（煙の排出）

免除のための代替措置が1つの組合せしかない
（政令で規定）

改正前の代替措置に加え、同様の効果が期待できる
ものとして、天井の高さ、間仕切り壁等の効果も考慮で
きるよう規定を改正（告示へ委任）

→告示委任とすることで、
　技術的知見の蓄積に
　よって代替措置を
　追加可能

木目を活かした
内装を実現

階段

排煙設備

スプリンクラー設備
（煙発生の抑制）

避難経路

【免除のための代替措置の組合せ】
スプリンクラー設備＋排煙設備

【免除のための代替措置の組合せ】
天井の高さ＋床面積＋間仕切りの仕様等

床面積100㎡以下

■避難安全検証法の見直し
　従来より、建築物の個々の状態に応じて避
難の安全性を確かめる避難安全検証法におい
て、建築物の階又は建築物全体について、そ
れぞれ階避難安全性能又は全館避難安全性能
（当該階又は建築物からの避難が終了するまで
煙又はガスが避難上支障のある高さまで降下
しないことをいう。）を有することが検証され
た場合には、当該階又は建築物について、避
難関係規定のうち一部の仕様規定の適用を除
外できることとしている。
・区画避難安全検証法の追加
　従来の階避難安全検証法及び全館避難安全
検証法に加え、建築物の区画部分に対して区

画避難安全検証法を適用し、当該区画部分が
区画避難安全性能を有することが確認された
場合は、当該区画部分について、排煙設備や
内装制限の規定を適用しないこととした。
　なお、区画部分からの避難に要する時間に
基づく区画避難安全検証法に関する算出方法
等については、令和 2年国土交通省告示第
509号に規定しているが、詳細の計算方法等
については従来から規定されている階避難安
全検証法に関するものと同様である。
・煙の高さによる避難安全検証法の追加
　従来の避難安全検証法では、各室で火災が
発生した場合における居室又は建築物の階も
しくは建築物からの避難時間を計算し、この
時間が当該居室又は建築物の階もしくは建築
物における煙降下時間を超えないことを確か
めることとしている。
　今回の改正により、避難に要する時間に基
づく従来の検証法に加え、建築物の在館者が
検証対象となる部分からの避難を終了した時
における煙層の高さを用いて避難安全性能を
検証する方法を位置づけることとした。
　なお、具体的な告示については、今後、技
術的な検討を踏まえ、定める予定である。
■延焼のおそれのある部分の合理化
　昨年6月に施行された建築基準法の一部を
改正する法律により、建築物における延焼の
おそれのある部分（隣地境界線等から1階に
あっては3m以下、2階以上にあっては5m以
下の部分）については、建築物の外壁面と隣地
境界線等との角度に応じて、当該建築物の周囲
において発生する通常の火災時における火熱に
より燃焼するおそれのない部分として、国土交
通大臣が定める部分は除外することとされた。
　具体的には、令和 2年国土交通省告示第
197号に規定しており、隣地境界線等ごとに、
対象建築物の外壁面と当該隣地境界線等との
角度に応じて除外部分を定めている。
　なお、本告示に関わらず、従前の「延焼の
おそれのある部分」をそのまま適用して設計
を行っても差し支えない。

 おわりに

　今回の政令改正により、さらなる防火避難
規定の合理化が進み、ニーズに対応したより
一層柔軟な設計、既存建築物の改修等が可能
となった。建築設計等を担われる専門家にお
かれては、多様なニーズに対応した建築物の
実現に向け、今回の改正内容をご理解頂き、
積極的に活用していただければ幸いである。
　結びに、法改正や政令改正にあたり多大な
るご協力をいただいた総合技術開発プロジェ
クトの委員及び関係者の皆様に、心より感謝
いたします。
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法 令
コーナー

建築基準法施行令の一部
を改正する政令の施行に
ついて　②

国土交通省
住宅局建築指導課建築物防災対策室
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　本建物は、愛媛県松山市内、三浦工業株式
会社の敷地内に建つショールームである。架
構は2階建ての鉄骨造で、約20m×約20mの整
形な平面形状である。本建物の最大の特徴は、
1階の直交する2辺が浮いた架構形態である
（図1、図2）。1階・2階共に内部は無柱で
あり、柱は外周の4辺のうち宙に浮いていな
い2辺のみに設けている。
　まるで架構が水面に浮いたように見えるこ
とから、これを「フローティングキューブ架
構」と呼んでいる。

 構造計画
　架構の平面図を図3（a）に示す。跳ね出し

の控えは、図の ア で示すように、跳ね出し
方向の直交方向にしか設けられないが、立体
的な跳ね出しに対して立体的な控えを形成す
る架構計画とした。柱は2辺の9箇所のみに
設けた。1階の控えの角部には搬入口がある
ため、柱を設けることはできない。そのため
図3（b）に示す跳ね出し距離Aに対して控え
スタンスBが短い。この特殊なデザインを実現
するために考えた構造的な工夫を以下に示す。
■構造的な工夫
　構造的な工夫として、以下 4点（①～④）
について述べる。また、該当する4つの箇所
を図4に示す。
①鉛直ブレース構面
　立体的な跳ね出し部分の鉛直ブレース構面
において、斜材の向きは長期引張力が作用す
る向きに統一した。

図 1　竣工時外観写真

②対角門型フレームと跳ね出し部材
　跳ね出し方向に直交する方向に対角門型フ

レーム（図 4の で示すフレーム）
を設け、その頂部を支点としたキャンチレ

バー（図 4の で示す部材）で跳ね
出し先端部を吊り上げる効果を期待した。
③カウンターウェイトと引抜き抵抗杭
　長期・地震時を含めて架構全体の転倒に対
する高い安全性を確保するため、控え側の基
礎（1階床下のピット内部を利用した）に約
54tのカウンターウェイトと引抜き抵抗杭を設
けた。
④CFT柱
　本架構は門型フレーム（②）の足元部分が
極短柱となり、そこに大きな断面力が作用す
る。極短柱には、高強度鋼を用いたCFT柱
を採用することで、断面を増大することなく
シャープなデザインを実現した。

図 2　竣工時外観写真
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図 3（b）　立面形状
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図 4　構造的な工夫

 施工時の工夫
　施工時には、跳ね出し部を仮設支柱で支持
した状態で建方し、2階スラブ打設後にその
仮設支柱をジャッキダウンし、仮設支柱を撤
去した。ジャッキダウン後の内観写真を図5
に示す。ジャッキダウン後の跳ね出し部先端
の鉛直変位量の実測値は解析値と良い対応を
示した。
　建方時には跳ね出し先端部に予測される鉛
直変位量の分突き上げておく必要があるが、
仮設支柱だけで所要の突き上げ量を確保する
には至難である。これを解決するため、以下
の2つの方法を考案した。
（1） 斜材（引張材）の長さをジャッキダウン

後の弾性変形分を見越してやや短く製
作する。

（2） 2階レベルの大梁にむくりを与えるた
め、大梁の継手部を利用し、図 6に示
すように、フィラープレートを継手の
左右で上下互い違いに挟むことにより、
段階的にレベル差を付与し、所定のむ
くりを確保する（このむくりの付与方
法については、現在特許出願中である）。

 （いわもと　たくま）

図 5　施工時内観写真（ジャッキダウン後）

フィラーPL3.2

フィラーPL3.2

フィラープレート1枚分だけレベルが上がった梁天端

フィラーPL3.2

フィラーPL3.2

左側大梁 右側大梁

（右側大梁天端＝左側大梁天端＋3.2 mm ）

図 6　継手部を利用したむくりの付与要領

作品概要
鉄骨造　地上2階、塔屋－階　高さ：12.9m
建築面積：392㎡　　延床面積：746㎡
用　途：ショールーム
所在地：愛媛県松山市堀江町7
竣　工：2018年6月1日

●岩本卓麻 
1985年生まれ。大阪大学大学院修了。2010年㈱竹中
工務店入社。現在に至る。
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構 造
の頁

2辺が宙に浮いた建築物
の構造設計
三浦工業本社ショールーム

岩本卓麻
株式会社竹中工務店



■「東海の新建築」
　本連載は「関西の建築」と題しているが、
今回は東海地方の建築を取り上げたい。
　日本建築協会は、1917年に関西建築協会と
して設立されて以来、本拠地を大阪に置く。
しかし全国に所在する会員に対応するため、
1947年以来、地域支部を設置している。現在
は京都・中国・東海の3つの支部がある。
　そのひとつである東海支部は、一時の活動
休止を経て1960年に再設置され、今年、60年
の節目を迎えた。支部や地域の活動は『建築
と社会』誌上でも報告や特集で紹介されてき
たが、再設置後はじめて東海を冠した特集が
1975年 2月号の「東海の新建築」である。学
校や商業ビル、工場など、東海地方の最新事
例を紹介するこの特集で大半を占めたのは、
1972年に置県100年を迎えた愛知県の県政100
年記念事業として企画された公共施設であっ
た。そのひとつが、竣工前ながら掲載された
愛知県緑化センターである 1。

■環境緑化の体現
　愛知県緑化センターは「環境緑化を積極的
に推進するため、緑化全般にわたる中枢的
な機能をもったセンター」として計画され、
1976年 5月にオープンした複合施設である 2。
豊田市北部の広大な県有林の一角50haを画し、
中心施設となる本館のほか、各種の広場と庭
園、樹木見本林や苗畑が配されている。1981
年には隣接して「昭和の森」が開かれた。
　この土木的スケールを持つセンターの建設
は、先述したように愛知県政100年記念事業
として実施されたものであるが、それはまた、
知事・桑原幹根が掲げた「緑のネックレス拠
点構想」の一環をなすものでもあった 3。そ
れは、名古屋市をとりまくように県営の緑地
や森林公園等を整備することで、県土の急速
な都市化の防波堤としてグリーンベルトの構

築を目指したものである。ここで愛知県緑化
センターは、「ネックレスの大きな玉の一つ」
であるとともに、緑化に関わる調査や、教育
普及事業といったセンターが担う機能によっ
て「みどり造成の母体」となり、構想の原動
力となる重要施設として位置づけられた。
　この前例のない施設の計画が動き出したの
は、大阪万博の閉会前後のことであった 4。
1970年度に緑化センターの建設が決定すると、
基本構想策定の指導が京都大学農学部造園
学教室教授の岡崎文彬に依頼され、同教室助
教授の中村一がこれを担った。基本構想を検
討するなかで導き出された基本理念は、当時
各所で行われながらも失敗を繰り返していた
「失われた緑を量的に補償」するという方法を
脱し、「緑化における量から質への転換」を果
たすことであった 5。そのために市民レベル
での緑化技術の学習と向上の推進が肝要であ
るとして、身近な環境緑化の技術学習の場の
創造が緑化センターの目的に据えられ、必要
な機能が設定されたのである。
　しかし、基本理念を達成するために、機能
と同等に、ある意味では機能以上に重要視さ
れたのはセンターの建築そのものであった。
それは中村の言葉からも明らかだろう―
「この目的が達成されるには、少なくともセン
ター自体が美しく魅力的なものでなければな
るまい。味気ない施設で知識偏重の学習をさ
せられては美しい環境をつくろうという情熱
は湧いてくるまい。理屈や説教ではなく、セ
ンターを遊歩しているうちに環境緑化の多様
なイメージと多少とも熱意を抱いてもらえば
いうことはない」。中村はこれを実現するため
の設計者として瀧光夫に参画を呼びかけた。
さらに中村の同僚で造園学教室講師の吉田博
宣が一員に加わる。こうして、造園家と建築
家の協働によって、センターの具体的な基本
計画が作成された。その後、基本計画に基づ

「再読 関西の建築」
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愛知県緑化センター
本館

設計監理：愛知県・瀧光夫・
　　　　　東海設計
施　　工：清水建設

（1975年 2 月号ほか）

三宅拓也

京都工芸繊維大学
助教

所 在 地　愛知県豊田市西中山町猿田
全体計画　中村一・吉田博宣・瀧光夫・三宅宣哉
造　　園　中村一・吉田博宣・三宅宣哉

本　　館
構造規模　RC＋SC造　地上3階建
竣　　工　1975年 3月
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いて、具体的な建築設計と造園設計（のちに
造園家の三宅宣哉が加わる）が、相互に呼応
しながら並行して進められていくことになる。

■造園家と建築家の協働
　中村と瀧の実質的な協働はこれが初めて
だったが、中村が「基本計画を描きあげて、
この緑化センターの中心に本館を据えたとき、
いとも自然に建築は瀧さんにやってもらいた
いという考えが浮かんできた」と述懐するよう
に、それは偶然の組み合わせではなかった 6。
　ふたりはかつて大阪万博の会場基本計画に
それぞれ携わっていた。その時は直接仕事で
一緒になることはなかったが、中村はその作
業場で遭遇した瀧の姿を印象深く記憶したと
いう―「或る日、見慣れない男がフロアの
上に広げた図面にはいつくばって、1本 1本、
樹を描きこんでいた。その樹の描き方は驚く
ほど上手かった。それ以上に、描くというよ
り 1本ずつ樹を植えるのが如何にも楽しいと
いう様子に、強烈な印象を受けた。誰とも知

らぬ凄い競争相手が現れたような気がして、
そっとその場を離れた。その男が瀧光夫さん
であった」。中村はこれに先立って香里団地計
画で京都大学建築学教室教授の西山夘三との
共同研究に参加しており 7、「建築家と設計上
の協働をしたい」と念願していた。新しいプ
ロジェクトが目指すべき緑の環境を体現する
建築を必要としたとき、樹を植えるように描
く建築家の姿が脳裏に浮かんだのである。
　基本計画に参画した当時、瀧は建築デザイ
ン一級建築士事務所のチーフデザイナーだっ
たが、計画作成中に独立し、1972年 4月に瀧
光夫建築・都市設計事務所を開設する 8。広
島県・向島に生まれ瀬戸内海を見て育った瀧
は、京都大学工学部増田友也研究室で実務に
携わりながら建築設計を学ぶ。大学院修了後
には渡米してコロンビア大学大学院で建築設
計や都市計画を修めた。ニューヨークの設計
事務所に職を得ていたが、京大時代の先輩か
ら要請を受けて1964年に帰国して建築デザイ
ンに合流する。大阪万博への関わりも事務所

のつながりによるもので、会場基本計画のほ
か万博ホールなどの設計を担当していた。
　工業化、情報化が進む社会において、こう
した組織での仕事では、建築の情報産業化に
応答した設計の合理化が求められる。瀧もそ
のなかで腐心を重ねていたが、やがて「合理
的な設計をめざすいろいろな手法が、総体と
しては快適な環境を作り出すことにはどうも
なっていないのではないか」9と考えるように
なる。事務所からの独立は、瀧の言葉を借り
れば「孤立といったほうがどうもピタリと来
ます」というもので、組織における合理化を
追求する設計を離れ、「一見ムダとも思えるこ
とを繰り返しやっているうちに何かが生まれ
てくる」という相反する創作へと向かうため
のものであった。愛知県緑化センターの仕事
は、まさにその最初の実践の場となる。
　「緑化センター自体の緑化」が命題となっ
たこの計画を実現するため、造園家と建築家
の協働が密に行われ、基本計画の段階からデ
ザインに落とし込んだ検討が重ねられた。そ
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左頁上：南北断面図＊

左頁下左：配置図＊＊／左頁下右：中 2階平面図（外構入）＊

右頁上：東西断面図＊

右頁下左：グリーンホール 検討案スケッチ＊

右頁下中： 1階平面図＊＊／右頁下右： 2階平面図＊＊

（出典：＊印＝京都工芸繊維大学寄託瀧光夫資料、＊＊印＝『建築と社会』
1975年 2月号）



れは例えば、屋外照明を計画する際には、夏
ヅタをからみつかせた柱のデザインを具体的
に想定し、そのありかたを両者で検討すると
いうほど細部に及ぶものだった10。本館もセ
ンター内の他施設（苗の広場管理棟や日本庭
園あずまやなど）も実施設計は別の設計事務
所が担ったが、瀧は引き続き建築の全体に関
わり、設計の監理にあたった。このような計
画とデザインの緊張関係、そして実施設計や
施工現場における細部の徹底が、理念を体現
する建築を生み出したのである。

■緑、建築、土木のからみ合い
　愛知県緑化センターの諸施設は、既存の樹
木を最大限に保存し、北から南へとゆるやか
に下がる山裾一帯の地形を活かすように配置
されている。センター内の諸施設の設計にお
いては、「緑に席をゆずることによって、か
えってそのことがより建築的である」ことが
目指された11。それは瀧の緻密に描きこまれ
た図面に体現されたごとく、建築と造園と土
木が渾然一体となるように、環境の構成要素
としてデザインされる。土手の擁壁と一体化
された広場管理棟や、石垣の背後に埋められ
た屋外トイレ、あるいは基本計画の通りに実
現した夏ヅタの絡まる照明柱などもその一例
である。
　なかでも、「そうした手法の集約版として構
築的な要素と緑のからみ合いを多面的に展開

してある」のが、本館とその周辺であった12。
敷地内の南に開く谷筋に置かれた本館は、モ
ダニズムの造形言語を用い、壁やスラブ、柱
や屋根を巧みに組み合わせて構築されている。
中央に3層分の吹き抜けを置き、その周りを
RC造・コ字形の低層部が北に開いて取り囲
み、上方にはミラーガラスに覆われたSC造・
ロ字形のボリュームを浮かべる。
　特筆すべきは、このような構築的な要素と、
地形や植物とのからみ方である。「グリーン
ホール」と呼ばれる中央の吹き抜けは、大小
の樹木が植わる植物展示空間で、ガラス天井
からは自然光が降り注ぐ。北側は一面がガラ
ス壁であるが上下端は密閉されていない（つ
まり自然換気される）。そのため、南側の低く
抑えられた正面玄関からホールに出ると、屋
内の樹木の向こうに、ガラス壁と広場越しに
山腹の樹々が見え、さらに斜面を流れ落ちる
カスケードの水景が音とともに複層して重な
る。
　屋内に樹木を取り込むという大胆な試みに
際しては、ケヴィン・ローチがニューヨー
クに実現したフォード財団本部ビル（1967
年）を1972年に視察したという13。外景を背
景とする演出を可能にする巨大なガラス壁の
導入は、内外の明暗差による反射や結露の制
御、搬入や設置など施工方法など課題も伴う
が、これにはかつて設計担当した万博ホール
（1970年）での経験が活かされただろう。ホー

ル内の植栽計画は、建築工事完了後に実施し
た京大造園教室環境調査に基づいて立案され
た。
　一方で、低層部は、展示室、講堂、食堂な
どを内包して水平に広がり、外縁部で擁壁と
なっている。擁壁と周囲の低層部の屋上は全
面が緑化されており、グリーンホールと合わ
せて、建築面積のほぼ全体が庭園となるよう
になっている。低層部の屋上庭園はさらに外
周の露壇式庭園によって周囲の緑との一体化
が図られた。他にも、通路の舗装や縁石、手
摺りの収まりや、あるいは要所にニッチや花
壇を配してスケールを分節しながら馴染ませ
る工夫がされたカスケード周りの擁壁など、
建築とそのまわりをつなぐ境界が丁寧にデザ
インされている。こうした態度は、瀧が「擁
壁、橋梁から外灯、表示板、ベンチなど土木、
造園とのギャップを埋める作業にも根気よく
エネルギーをそそいだ」と語るように、愛知
県緑化センターの全体に及ぶ。
　建築が周囲と接する部分の「なじみかた」
や「つながり」は、晩年に至るまで瀧の重要
な関心事であった。その試行錯誤の成果は、
日本建築協会の技術選書として刊行された著
書『建築と緑』の終章「緑のディテール」で
も、「『ささいなこと』だが本人にとって（あ
るいは設計の全体にとって）は、きわめて大
切なこと」として言及されている14。
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■4次元のデザイン
　愛知県緑化センターの第 1期工事であった
本館の竣工を迎えたとき、瀧は「緑を取り込
むことは、季節の変化、年次の変化といった
時間のファクターを計画におり込むことでも
あり、いってみれば 4次元のデザインという
ことになる」と語った。竣工から半世紀近く
が経ったいま、本館内外の緑は複雑に絡み合
い、ひとつの環境を作り出している。これは
もちろん、計画時の造園家と建築家の緻密な
協働とともに、竣工以来、重ねられてきた建
築と緑を維持するための人々の不断の関わり
によるものである15。
　先掲した「緑のディテール」の最後に
は、瀧作品のアイコンといえるほど多用され
た“押し葉のドアハンドル”が紹介されてい
る。これもある意味では時間を織り込んだデ
ザインといえるだろう。愛知県緑化センター
の現場で考案されたこのドアハンドルは、透
明アクリル樹脂の内部に落ち葉を封入したも
ので、工程上、封入する葉が乾燥している場
合に上手くいくことがわかったため、紅葉時
期でちょうど色付いていた県の木＝ハナノキ
の葉を押し葉にして使用した。瀧は後の作品
においても、施設や場所に関係する押し葉が、
時に地元をよく知る施主側の関係者によって

採集され、周囲の自然と時間を抱き込んだハ
ンドルが、主要な出入り口に取り付けられた。
それは、場所と建築を結びつけるだけでなく、
プロジェクトに関わる地元の人々や時間の存
在と、今の来訪者を結び付けている。
　「ひとつの手摺りが、延にすれば千回万回
と人の手にふれ、目に入ることを思えば、図
面半枚か 1枚の手間ヒマをおしむのも、いさ
さかあさましいことではありますまいか」16

―愛知県緑化センター本館の竣工から 5年
後、設計の合理化・標準化を求める世界に対
し、瀧はこう問いかけている。全体の計画か
らディテールまで、手間を惜しむことなく向
き合い、環境としての建築をデザインする。
愛知県緑化センターは、事務所を独立した瀧
の態度表明であり、新しい出発点であった。

1  『建築と社会』で愛知県緑化センターを最初に取り上
げた「東海の新建築」特集（1975年 2月号）では、公
共建築の性質上、実施設計の請負者のみが設計者情報
として流通・記載されたため、設計者として瀧光夫の
名前が掲載されていなかった。瀧はこれに抗議し、協
会の編集委員会に訂正を望む。協会はこれを受けて関
係者に聴取し、同年5月号の巻頭で設計者として瀧の
名を追補訂正する記事を掲載した。本稿では訂正後の
記述に依る。

2『緑化センター建設計画』（愛知県、1971年頃）。

3  桑原幹根「愛知県“緑化センター”の建設」（『政経
人』20巻 4号、1973年 4月）。

4  計画の経緯については、以下の資料による。中村一
「愛知県緑化センターの理念」（『新建築』1975年 8月
号）、中村一「はじめに」（『瀧光夫：緑と建築のダイ
アローグ』Process Architecture 106、プロセスアーキ
テクチュア、1992年）、「建設と設計の経過」（京都工
芸繊維大学寄託瀧光夫資料）。

5 前掲、中村一「はじめに」。
6  前掲、中村一「はじめに」。以下、本節の中村に関す
る引用は同論による。

7  近藤公夫「香里団地計画における緑地の計画につい
て」（『造園雑誌』20巻 4号、1956年）。

8  鈴木悠介「瀧光夫の設計思想と一連の建築に関する研
究」（京都工芸繊維大学2019年度修士論文）、松隈洋・
笠原一人・三宅拓也 監修『建築家 瀧光夫の仕事：緑
と建築の対話を求めて』（京都工芸繊維大学美術工芸
資料館、2020年 7月）。

9  瀧光夫「『戦場よさらば』そして『武器よさらば』」
（『建築家』1997年冬号）。
10前掲、中村一「はじめに」。
11瀧光夫「緑と建築と」（『新建築』1975年 8月号）。
12前掲、瀧光夫「緑と建築と」。
13同行された瀧梢さんのご教示による。
14  瀧光夫『建築と緑』学芸出版社、1992年。2008年に
カラー印刷の改訂版が私家版として刊行されている。

15  北川正宏「愛知県緑化センター」（みどりとそれをと
りまく人々）（『建築と社会』1984年 8月号）。

16  前掲、瀧光夫「『戦場よさらば』そして『武器よさら
ば』」。
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野口元・平沢隆志・仲本尚志 著
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玉水新吾・都甲栄充 著
A5判　248ページ　定価　本体2,800円＋税
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藤山宏 著
B5判　176ページ　定価　2,800円＋税

〈プロのノウハウ〉シリーズ
建築現場のコンクリート技術
柿﨑正義・玉水新吾 著
四六判　220ページ　定価　本体2,000円＋税

写真マンガでわかる　工務店のクレーム対応術
玉水新吾・青山秀雄 著
四六判　220ページ　定価　本体2,000円＋税

現場直伝！ 躯体工事の100ポイント
中川徹 著
四六判　220ページ　定価　本体2,200円＋税

写真マンガでわかる 建築現場管理100ポイント
玉水新吾 著
四六判　224ページ　定価　本体1,900円＋税

建築主が納得する住まいづくり
Q&Aでわかる技術的ポイント
玉水新吾 著
四六判　224ページ　定価　本体1,900円＋税

図解　建築と設備の接点
トラブル予防のツボ
騒音・振動・漏水・結露…など問題につながりやすい建築
と設備の接点（取り合い）を部位別に一覧し、トラブル
予防法を設備別にイラストで詳細に図解。

著者　仲本尚志・馬渡勝昭・赤澤正治
A5判　232ページ
定価　本体2,800円＋税

近刊平成30年10月発行

原因調査と対策のポイント

図解　雨漏り事件簿
雨漏りの原因調査と対策にプロ集団「雨漏り110番」が、
多数の生の事例をもとに実務に役立つポイントを解説。

著者　玉水新吾・唐鎌謙二
A5判　216ページ
定価　本体2,500円＋税

近刊平成30年 1月発行

直感で理解する！構造力学の基本
手描きイラストをもとに構造力学の基本をやさしく解説。
力学とその先にある構造設計の魅力が見えてくる一冊。

著者　山浦晋弘
A5判　216ページ
定価　本体2,400円＋税

近刊平成30年 3月発行

図解　間取りの処方箋
暮らしから考える住宅設計・改修のポイント
玄関・トイレ・LDK・寝室など住まいの 8 つの空間につ
いて、人が暮らしていく上で不都合が生じる「お困り間取
り」と改善ポイントを分かりやすいイラストで解説。

著者　堀野和人・小山幸子
A5判　184ページ
定価　本体2,600円＋税

最新刊平成31年 4月発行
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■はじめに
　巨大地震による甚大な津波被害が想定され

る地区を対象に、『暮らしのレジリエンス』向

上のために、高台地域の空き家を活用し、個

人ではなく、地区を単位とした二拠点居住を

提案し、実践的試行を進めてきた事例を紹介

したい。

●二拠点居住の取り組みの背景

　二拠点居住の取り組みの背景の一つには、

都市部から過疎地まで全国のあらゆる地域で

急増する空き家と諸問題に対し、解体を含め

てその効果的な利活用が進んでいないことが

ある。活用されるべきストックとしての空き

家が放置され、外部不経済を引き起こすこと

に対し、持続型社会の実現に向けての一指針

として、新たな利活用の可能性を提起したい。

　いま一つは、続発する震災や水害などの自

然災害に際し、避難所・仮設住宅・本設住宅

での避難生活が段階的に用意されるものの、

従前のヒト・モノ・コトの総体としての暮ら

しは白紙に還元され、危機的な環境移行を強

いられることである。地域社会や個々の生活

の持続性が顧みられないことで、災害のたび

に被災者の喪失感や強いストレスが繰り返さ

れ、また、地域コミュニティの解体をも強い

られる状況にある。

　二つの課題を掛け合わせて、防災計画、空

き家対策の新機軸を拓くことを目論んでいる。

●空き家問題の特徴と空き家対策の課題

　846万戸（平成30年）に増加する空き家の

うち、適切に維持管理されないものでは、防

災性・防犯性・環境衛生・活気や賑わいの低

下や景観の悪化などの「外部

不経済」とともに、持続型社

会の要請に反してストックの

未活用という「もったいない」

状況を引き起こしている。

　これまで、NPOなどの民間

セクターを中心に、地域づく

りの一環として空き家の再生

や利活用を図る動きが顕在化

し、成果をあげているものの、

局所的で、地域完結型の取り

組みにとどまっている。2015

年には、「空家等対策の推進に

関する特別措置法」が施行さ

れ、各市町村は、「空家等対策計画」の策定や

広報活動、苦情・相談窓口の設置、適切な維

持管理の助言、特定空き家に対する指導・命

令、空き家バンク、改修補助・解体補助、民

間連携や地域連携による空き家対策の分業と

協働化など、諸対策を実施してきている。し

かしながら、それらの空き家対策は、特措法

により国が定めた基本方針を踏襲し、国庫補

助制度を基盤とするが故に、自治体が独自に

策定した対策は僅かであり、国庫補助を得や

すい改修･解体補助や財政負担の少ない空き家

バンク、民間連携など、標準化･画一化の傾向

が顕著である。対策・制度の運用にあたって

も、空き家活用による移住・定住人口の獲得

やコミュニティ施設づくりの推進を目指すこ

とに収斂している。施策と運用といった二重

の定型化の傾向が窺われる（図 1）。同時に、

空き家対策は、空き家が発生した後の対応が

中心となり、空き家の総量を減らすことに重

点が置かれている。そのことは、予算面での

課題を露呈する。改修・解体補助の年間予定

件数は自治体の抱える空き家数とは関係が弱

く、さらには、例えば、改修補助では、空き

家数5,000戸超でも、執行予定件数が僅かに1

～ 5件に留まるなど、空き家数に比して執行

予定件数が極端に少なく、空き家の量的縮減

に対する効果は期待できない。

　空き家に対する自治体の取り組みは、地域

状況・課題に即応した多様な方策を駆使する

のではなく、便宜的･消極的･形式的な姿勢が

顕著で、空き家の総量を適切なレベルまで抑

えることは困難であろう。

空家×防災

＝

二拠点居住
大阪市立大学・名誉教授

横山俊祐

1985年　 東京大学大学院工学系研究科博士
課程修了・熊本大学工学部建築学
科助手

2005年　大阪市立大学大学院工学研究科教授
2020年　同退職
住宅・教育施設・福祉施設などを対象とした
建築計画学研究
主な著書：「オーラルヒストリーで読む戦後
学校建築－いかにして学校は計画されてき
たか（学事出版）」「住計画論（放送大学教育
振興会）」「これからの集合住宅づくり（晶文
社）」等
主な設計作品：「大阪市立大学高原記念館」
「水上村立湯山小学校」「八代市営西片町団
地」等
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図 1　支援制度の種類と運用の位置付け
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　以上を踏まえ、自治体による今後の空き家

対策は、次のように考えられる。まずは、空

き家対策を量的縮減ではなく質的対応として

取り組むことである。単純な空き家解消策で

はなく、地域課題解決の手段と捉え、独自の

支援メニューの設定や予算組あるいは積極的

な官民連携を進める。そのためには、空き家

を迷惑な個人財産として捉えるのではなく、

また、所有者と行政との間での閉じた関係に

よって対策を講じるのではなく、空き家を地

域づくりに寄与する資源、ないしは地域や

NPO等をはじめとする第三者が所有せずとも

当該空間や対象の関与可能性を自らのものと

して積極的に活用できる領有型の社会住宅と

して位置づけて、その利活用に地域社会が主

体的・能動的に関わる仕組みづくりを進める

ことが期待される。

●防災計画の到達点と課題：高知県の事例

　南海トラフ地震により太平洋沿岸部に襲来

する津波の高さは、黒潮町での34mを最大に、

各地で10mを超える予測値であり、甚大な被

害が予想されている。高知県では、各自治体

を対象に、一次避難としての「命を守る」対

策が最優先で行われ，避難道・避難所・備蓄

倉庫の整備、避難タワーの建設がほぼ完了し

ている。現在、「避難生活段階＝命をつなぐ」

へと移行し、被災後の道路啓開計画の策定，

仮設住宅の配置等を決める応急期機能配置計

画などが進められている。各地区では、地域

の特性や課題に応じた周到な防災計画が策定

され、自主防災組織を中心に、定期的な避難

訓練や防災教育が展開されている。一歩進ん

で、避難所の運営マニュアルの作

成と使用訓練、炊き出し訓練など

の避難施設の管理・運営など、全

体の傾向は行政と同様に「命をつ

なぐ」対策に移行している。

　行政・地域共に「一次避難＝

命を守る」や「一次避難所での

生活＝命をつなぐ」への対策は

緻密に行っている一方で、「長期

的な生活＝暮らしをつなぐ」に

関する具体的なビジョンや対策

は未策定の状態である。高知県

の沿岸部を対象にした筆者らの

調査では、避難所での生活につ

いて、生活環境をはじめ、設備、人間関係、

食料や日用品の不足等あらゆる面で 7割以上

が不安を示している（図 2）。さらに、「長期

的な生活」では、「被災後に住む場所」「被災

後の生活基金」「自宅の被害」など、生活の場

と方法に不安が強い。被災後では、「そんな先

のことは考えられない」「とりあえず逃げてモ

ノのことは諦めている」「次の住まいのことは

全く予想していない」など、生活や住まいの

ことは想像だにできず、全て無くなるのが当

たり前で、仕方がないという諦観意識が窺わ

れる。

　現状では、当然のことながら、行政・地域

ともに「防災計画＝命を守る」を最優先し、

「長期的な生活段階」は「なるようにしかなら

ない」と捉えて、特に、従前生活やコミュニ

ティの「持続的再生」に関するビジョンや計

画づくりは手付かずである。過去の災害事例

が示す様に、持続的再生ビジョンの欠如が結

果的に被災後の生活再建や地域再生を白紙還

元（ゼロからのスタート）、断片化、長期化、

場当たり的・定型的なものにし、危機的な環

境移行を生み出すことにつながっている。

■ 四万十町志和地区での二拠点居
住の試行

　地震・津波に限らず多発する自然災害に備

える防災計画の到達点や今日的な課題と、増

加の一途を辿る空き家数や空き家問題、空き

家対策の課題とを掛け合わせて、地域特性・

地域課題を踏まえた効果的な空き家の活用方

法を提案し、その試行事例を紹介したい。具

体的には、南海トラフ巨大地震による甚大な

津波被害が想定される高知県四万十町志和地

区を対象として、『暮らしのレジリエンス』向

上のための効果的な手法として、高台地域の

空き家を活用した二拠点居住を提案する。従

来の防災計画では、その主目的である命は守

られても、劣悪な環境の一次避難所や画一的

な仮設住宅での「着の身着のまま」のゼロか

らスタートする避難生活を強いられる。これ

に対して、二拠点居住により被災後も従前の

暮らしやモノが保持されることで、暮らしの

復元力を高め、日常性を持続させることを提

起する。家族にとって大切なモノ（アルバ

ム・子どもの作品などの思い出の品、位牌・

遺影などの記憶、生活必需品等）を保管して

おくような場や被災後でも安定的・持続的に

生活できる場を本宅とは別に被災地域周辺部

の高台に残置する空き家を活用して予め確保

しておくことを実践的に試行する。

　災害からの暮らしのレジリエンスを高める

ための二拠点居住は、同時に従来の防災機能を

「代替」「多元化」「補完」する役割を担い、防

災計画の新機軸を拓くとともに、現在、閉塞

状況にある公的・民間セクターによる空き家

対策の取り組みを変革することにもつながる。

●地域特性・防災計画

　志和地区は四万十町東部の太平洋沿岸部に

位置する。124世帯、人口250人足らずの小さ

な行政区で、定置網の発祥の地として漁業を

中心としてきた「浦分」と米やショウガを主

産物とする農業を中心にした「郷分」の二つ

の地区からなる。少子高齢化や過疎化が顕著

であり、地域内には空き家も目立つ。南海ト

ラフ地震の際には，震度 6強、津波による浸

水想定は最大水深15ｍ、到達時間（30cm水

深）は10分～20分と、甚大な被害が予想され

ている（図3）。

　これに対して、地区を囲む高台に 1次避難

所として 7ヶ所の避難広場（うち 1ヵ所はヘ

リポート整備）と 2次避難所として 1ヵ所

の防災拠点広場（簡易トイレ・発電機・貯水

槽・防災倉庫付き）など、幹線道路の崩落を

想定して、 1週間程度の避難生活に耐えられ

るような整備が進行中である（図 3）。「志和

地区自主防災会」が組織され、定期的な避難

訓練や避難所開設訓練、避難所の運営マニュ

命を守れるかどうか
家族の安否

被災後の家族との連絡手段
避難後の食糧の不足
避難後の日用品の不足

避難所の設備
避難所の生活環境
避難所での人間関係

自宅の被害
被災後の生活基金

被災後の次の住む場所
今持っているものを守ること

被災後の仕事
自分の所有する店舗を失うこと

不動産の保護
今あるコミュニティがなくなること

被災後の子供の教育

気にしていない
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図 2　津波被災後の生活不安
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アルの作成、家庭での備えの喚起、防災意識

の向上や防災情報の提供のための広報紙の発

行（2017年 8月創刊、2019年 7月12号）や講

演会の開催、防災機能の向上に向けて県道整

備や空き家解体の陳情・整備など、活発な活

動が展開されている。地区の防災意識や取り

組みは積極的・主体的である。また、 3次避

難所として、高台の黒石地区の小学校体育館

やB&G体育館が予定されている。

●二拠点居住に対する地区の意向・可能性

　志和地区全世帯に対するアンケート調査と

自主防災組織の役員対象のワークショップよ

り、防災計画の到達点と課題、二拠点居住に

対する意向や可能性を明らかにする。

1）被災時の避難に関する意識

　近いうち、生きているうちに地震が起こる

と想定し、自分や家族の命が守れるか、現金

や薬等をもちだせるかが心配など、大きな危

機感が窺われる。住まいに関しても、地震に

よる全壊や津波による流出が予想されている。

1次・ 2次避難所や体育館（ 3次避難所）・仮

設住宅での生活に対して、「共同活動に馴れて

いないので心配」や「なれない空気にストレ

スを感じる」などの心配が強いと同時に、自

宅がなくなることや安定的な生活の場の喪失

に対する不安が強い。家族にとって大切なモ

ノは、「生命以外は諦めている」や「そのよう

な物は持ち出せない、命が大事」など、モノ

を守ることへの諦観が窺われる。命もモノも

両方守るのは難しいとの判断である。

2）空き家活用の意向や可能性

　少数ながら、事前の備えのために空き家を

活用することへの関心や一定の期待も窺われ

る。空き家活用の可能性を諮るワークショッ

プ（WS）でも（写真 1）、高齢者からは「お

金を出してまで空き家を借りることは難し

い」「今でも断捨離しているので位牌以外は

思い切って処分する」「もうすぐ地震が起きる

ので高台に逃げませんかと案内があった時で

も，『いいえ，志和に残ります』というお年寄

りが多かった」などの意見が、若い人からは

「写真はクラウドに保存しているので心配な

い」「すぐに使える空き家はそんなにない」な

ど、事前の保管場所の確保に対して消極的な

意見が出された。しかしながら、ある主婦か

ら「子供が小さい頃の作品、賞状、ランドセ

ルとか思い出の品物はたくさんある。言われ

てみれば、それらがなくなるのは悲しいこと

だと思う」という意見が出され、WSの流れ

が変化した。「事前保管の仕組みや負担につい

て具体的な説明があれば賛同者は増える」「テ

レビで体育館での避難生活をみていると、空

き家の避難場所のほうがプライバシーもあり、

生活も落ち着くように思う。高齢者にとって

も良い」との意見が出始め、黒石地区の空き

家を対象に「取り敢えず計画を進める」「雪だ

るま方式で人を巻き込む」で実際の二拠点居

住の取組みを進めることになった。

●二拠点居住への活用可能性と今後の展開

　 3次避難所として想定されている黒石地区

にて，二拠点目を確保するための空き家探索

を行なった（図 4）。空き家は存在するもの

の、「盆暮れの帰省のために、他人には貸した

がらない」「所有者不明や連絡がつかないもの

が多い」「空き家は町に貸出し、残っていな

い」との意見があった。しかしながら民生委

員の協力を得て、二拠点に活用可能な住宅、

倉庫の 2軒の空き家（図 5）が見つかり、倉

庫は大切なモノの保管場所として、住宅は二

拠点居住として活用可能であることが確認で

きた。また、両建物ともに、新耐震基準をク

リアーしており、利用者のニーズに合わせて

リフォームも可能である。

　二拠点居住に向けての今後の展開や課題を

整理する。写真１　二拠点居住を考えるワークショップ
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図 3　志和地区ハザードマップと防災対策（写真：避難所・ヘリポート・防災倉庫）
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①賃借料の負担：受益者負担、行政区の区費

等からの支出、自治体から行政区に支出され

る自主防災組織活動事業補助金に賃料分を上

乗せ、自治体の防災事業費からの支出、空き

家対策の一環として空き家活用助成金制度の

拡充による補助金からの支払いなど、幾つか

の方法が考えられる。地区住民は金銭負担が

発生しないことを期待しており、行政支援が

求められる。そのためには、市町村単独での

判断ではなく，防災計画や空き家対策計画を

主導する県を交えた場での検討が必要であろ

う。空き家を個人財産としてではなく、地域

課題の解決に積極的に活用しうる地域財・社

会空間としての捉え方が求められる。一方で、

空き家を活用することは、空き家の見守りや

維持管理につながるために、維持管理による

賃料相殺の可能性もある。

②実際の利用者の募集と利用内容の具体化：

空き家・空き倉庫を確保できたことで、実際

に利用を希望する地区住民の募集を始めると

ともに、具体的な利用方法や保管するモノ、

保管方法等をWS等で具体化する。実現可能

性を疑問視する住民や必要性を軽視する住民

も多いため、被災後の「着の身着のままの暮

らし」の苦労や喪失感を追体験できる取り組

み(例えば、実際に津波で被災した人の話を聞

く)を行い、被災後の生活に実感を持って向き

合えるようにする。

③リフォーム：利用内容や方法に応じ、必要

な建物の改修や備品の整備を行う。なるべ

く専門業者に依存せずに、地区住民やボラン

ティア・地元大学が恊働してセルフリノベー

ションやDIYによる什器の製作を進める。新

耐震基準以前の建物に関しては、大学の専門

家による耐震診断・設計を行ない、安価で高

性能の耐震改修技術の開発と施工を実施する。

■活動の成果と今後の可能性
　甚大な地震・津波被害に対して、「命さえ助

かれば，家も財産も思い出もなくなっても仕

方がない」がこれまでの被災者の一つの定見

（諦観）といえよう。しかしながら、幾つかの

前例が示すように、被災後の一次・二次・（三

次）の避難生活や復興住宅での生活をみると、

命以外のものをなくしたことによる著しい喪

失感，危機的な環境移行、強まるストレス、

居場所や所在のなさ等が顕著であり、被災後

の生活再建は容易ではない。これに対して、

二拠点居住の提案によって、災害から「命を

守る」ことにとどまらず、「暮らしを守り、つ

なぐ」ことの必要性と可能性、即ち、被災前

後での生活・モノ・環境の継続を図ることが、

被災後の避難生活や生活再建に良い影響をも

たらすこと、並びに、激甚災害を経ても、諦

めていた大切なモノを保持することができる

こと、空き家活用は機能面・費用面での合理

性があることが認識された。

　加えて、二拠点居住は、新たな生活様式・

地域づくりの可能性を拓く可能性を有する。

①地震や津波に限らず災害全般に対する住ま

い・暮らしのレジリエンスの向上：津波に限

らず、洪水や台風、土砂崩れなど、住まいや

モノを喪失する可能性のある自然災害全般に

対して、二拠点居住は効果を発揮する。従前

のモノの保持や日常性の継続によって、潤滑

な環境移行や生活の質が実現可能であり、一

次避難の期間短縮とともに、復興の気運やス

ピード、地域のまとまりが高まる。

②空き家対策の転換：定住人口の獲得やコ

ミュニティ施設への転換に向けての利活用、

不要・不良空き家の解体、空き家バンクによる

市場流通化などを主目的にした

従来の空き家対策から、被災想

定地域を中心に、防災・地域づ

くりの拠点として空き家を活用

する方向への転換が図られる。

空き家対策と防災計画とが連動

する施策の進展が期待される。

③共住の生活スタイルの革新：

二拠点目の居住形態には、一家

族一住戸を超えて、例えば、地

区内の高齢者同士や老若提携な

どによる血縁関係を超えた共助

型居住、高齢者や母子家庭などの福祉と生活

の融合化、地域との連携居住、維持管理と賃

貸費用とのバーターなど、これからの生活課

題を先取りし、生活様式や共住スタイルの新

機軸を拓く可能性がある。

④地域活性化：防災を通した沿岸地域と高台

地域との域間連携と捉え、「地域活性化＝UIJ

ターンの促進」から脱却して、関係人口の増

加が期待される。また、産品の相互購入、行

事への相互参加、地域特性や地域力の相互補

完や相乗化、宿泊を含む相互交流など、実質

的な連携活動を企画、実践することで、両地

域の活性化や地域力の向上が図られる。域間

連携を通じて、地域コミュニティの結束力の

強化にもつながる。防災対策を手掛かりにし

ながらも、空き家活用の二拠点居住は、包括

的な地域づくりにつながることが特徴である。

　集落・地区単位で二拠点居住を中心にした

脱災の方法を検討しながらも、それを四万十

町に限らず、他の市町村へ、高知県や和歌山

県、他の沿岸地域全体へと広げながら、二拠

点居住の質を高めることや更なる脱災の方法

の検討、それを基盤にした地域力の向上など

を今後の展開としたい。

 （よこやま　しゅんすけ）
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図4　津波被災地区と高台地区の位置図

T邸
・ 1982年建設（新耐震後）、居住中の母屋の西に隣接
・ 義母が使っていたが、施設に入所したので、今
後使う予定なし
・ 電気、水道メーターが一つなので、使うとなっ
たら按分の必要
・トイレの汚水漏れがあり、修理が必要
・駐車場は2～3台分確保できる
・アクセスも，母屋とは別ルートを確保できる
・残置家具は自由に処分して良い
・好きなようにリフォーム可能
・家賃はいくらでも良い。2.5万円？

S倉庫／130㎡
・新耐震に合わせた構造計画、S氏自ら設計
・北，東には広い駐車スペース有り
・ アクセスし易いように北側壁面に新規に開口を
設けても良い
・残置物は処分して良い
・家賃は固定資産税分？
・内部改修は自由、ロフトを設置しても良い
・ 現在、町の支援住宅に入居中だが、帰宅したら
管理も出来る
・隣接する古い倉庫のトイレも使用可能

図 5　二拠点居住に活用可能な空き家・空き倉庫
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talk baton 17　活動報告

talk baton とは…

若手プラットフォームづくりの活動の一環と

して、建築を取り巻く他分野のゲストがトー

クのバトンを繋げていくコミュニケーション

トークイベントです。

建築をフィールドとする私たちと毎回のゲス

トとの対話を通じて、建築が本来持っている

多様性やバイタリティを見つめ直し、これか

らの建築に求められる領域を探っていきます。

U-35委員会Facebookページ

活動内容やメンバーの雑感などざっくばらん

に情報をアップしています。ぜひ一度お立ち

寄りください。

https://www.facebook.com/U35.aaj

talk baton 17
「建築とUD」

ゲスト
コンテンツ
プロデューサー
木戸俊介 氏
事故をきっかけに下半
身完全麻痺となるも再
び「歩く」ために日々奔
走しながら、脊髄損傷
患者の生き方の選択肢
拡大のため多岐に活動。

（株）博報堂に勤務していた2015年、交通事

故に遭い、胸椎損傷から下半身麻痺となった

木戸氏。突然の障がいに向き合いながらも、

数々の夢に向かって果敢にチャレンジしてい

くその行動力や思考はどこから生まれ、木戸

氏の活力になっているのか。自らのエピソー

ドをもとに話を伺った。

■元健常者、今障がい者

木戸　大学時代は筑波大学でサッカーをやっ

ていて、博報堂で営業をしていたのですが、

交通事故で車いす生活になりました。元健常

者で、今障がい者ですが、さらに元障がい者

になるために現在も毎日リハビリを行ってい

ます。健常者と障がい者のどちらも知ってい

ることは自分が活動していく上での強みだと

思って生きてます。

僕は「気持ち・メンタル」が大好きです。日

常のなかにある段差などの車いすにとっての

バリアも実は、コミュニケーションを取れた

り、手伝えたりするチャンスの場だと思って

います。実際に、言い回しや表現だけでもポ

ジティブに考えるだけで、物事が好転してい

くことは実感として持っていて、今日はほと

んど「気持ち・メンタルって大事」という話

です。もしそれが気に食わんって方は帰って

もらって結構です。（笑）

一同　笑

木戸　事故から5年たって今では「ポジティ

ブモンスター」なんて言われたりもします。

一生歩けないと診断された日から、どのよう

な経験を通して気持ちが浮き上がってきたか

という話もシェアできたらと思います。

■ハードよりハート

木戸　脊髄損傷は数ミリずれれば骨折で済ん

だ可能性がある怪我です。当時は「なんでや

ねん！」という思いもありましたが、事故後

に出会った人たちのおかげで考え方がどんど

ん変わっていきました。

①両脚切断の佐藤さん

現場監督のような立場で働いていたが、重機

の誤作動により両脚が切断。足が動かない僕

と足がない佐藤さん、どっちが生きてくうえ

で厳しいですかねという話をしたことがあり

ました。その時の佐藤さんが言った「どっち

もめっちゃ厳しいけど、どっちも最高の人生

になる可能性がある」という言葉に、自分も

頑張らないと、と思えました。

②オーストラリア人のアンディ

半年間、リハビリのためオーストラリアに

行ったのですが、そこでアンディに会いまし

た。アンディはフリースタイルモトクロスの

ライダーでしたが、脊髄損傷になった今も同

じ競技を続けています。「体の自由が利かな

い今の自分の方が難しいからやりがいがある

し、子供や障がいのある子にちょっとでも勇

気を与えられたら」と話すアンディがとても

COOLでした。

③ぺリー・クロス

オーストラリアでは著名な方で、脊髄損傷に

より首から下は一切動きません。そんな重い

障がいを持ちながらも、世界中を回って再生

医療の研究費を投資家から集めてくる事業を

行っています。元ビジネスマンという特徴を

活かし、自分だからこそできることにチャレ

M e m b e r ’ s 　 F o r u m

会員投稿の頁

木戸氏を囲んでトークバトン17 開催 ユニバーサルビーチプロジェクトの様子 ビーチマットを畑に導入
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ンジしている姿を目の当たりにした僕は、こ

こでへこたれている場合じゃない、と強く思

いました。

このような人たちとの出会いを通して、自分

だからできるコト、自分にしかできないコト

があるはず。みんなに負けないように自分も

頑張ろうと思えるようになりました。障がい

を持っていると、毎日いろんな場面でバリア

に出くわします。その度に、怪我によってで

きなくなったことを考えるのではなく、怪我

をしてからできるようになったこと、怪我に

よって知ることができたことに目を向けるよ

うな、発想の転換をずっと続けてきました。

事故による脊髄損傷も今では、「あと少しずれ

ていたら、死んでたかもしれへんのに、生き

ててラッキー（しかも上半身だって脳だって

使える）！」と心の底から思えるようになりま

した。

■ハートで超えるユニバーサルデザイン

木戸　 4年ほど前から「須磨ユニバーサル

ビーチプロジェクト」というNPO法人の代表

をしています。ビーチにマットを敷くことで、

車いすのまま水際まで行くことができ、その

まま海に入れるようになります。オーストラ

リアでリハビリをしていた時から、実現した

いと思っていたチャレンジでした。健常者も

障がい者も関係なく、みんなで一緒にやる、

楽しめる、そんなアクティビティ空間をこ

れからも作っていきたいと思っています。今

ではビーチに限らず、畑や山登りなど様々な

フィールドに活動の場を広げています。

オーストラリアでのリハビリ中、とても印象

的な出来事がありました。バスに乗る際、乗

降補助スロープを使わずに自力で乗り込もう

としていたら、運転手がとても好意的に受け

止めてくれ、そのチャレンジを見守ってくれ

ました。成功するとバスの乗客までもが拍手

喝采。こんな前向きな雰囲気は日本では有り

得ないのではないか、お互いが理解しあうこ

とで、ハートで超えられるバリアはたくさん

あると身をもって実感しました。日本の優先

エレベーターもその一例だと思います。少な

くとも僕が訪れたことのある海外の国には、

優先エレベーターはありません。動線を分

けなくてもコミュニケーションを通して自然

と協力して利用することができます。日本の

ように完全に動線を分けてしまうと、一生お

互いのことがわからないままです。一緒のエ

レベーターでごちゃ混ぜでいいから、まずは

コミュニケーションをとって、お互いを理解

することから始めるべきじゃないかなと僕は

思っています。

質問者　ユニバーサルビーチプロジェクトは

どのようにして始めたのですか。

木戸　オーストラリアでのリハビリ中にビー

チマットに出会いました。そこでこのマット

を須磨のビーチに敷くことを決意しました。

帰国後、実現のためにクラウドファンディン

グや行政協議などを始めました。

帰国してからの約2年間はほとんどこのビー

チマットの活動をしていました。まずは何も

考えずに、とにかくマットを敷くところまで

やってみよう、そんな風に考えてました。実

際の活動はほとんどボランティアで、利益

はありません。しかし、この活動を通して、

様々な人に知ってもらって、仕事につながる

機会も増えてきています。

■逆転の発想、キャリアプランニングも逆算で

木戸　事故後、前向きに発想することが習慣

となり、仕事に対しても考え方が180度変わ

りました。それまでは目の前の仕事に追われ、

将来の夢や目標のために行動することがなか

なか難しく、踏み出すことができていません

でした。しかし事故をきっかけに、 5年後、

10年後、もっと先の理想の自分を強くイメー

ジするようになりました。そこにたどり着く

ために、今何をしなければならないのか、1

年後、2年後どういう状況になっていること

がベストなのか。具体的な目標を掲げること

で、日々の行動をこじつけでもいいから、そ

こに向かって進むように意識しています。自

分の人生は考え方次第で圧倒的にポジティブ

になる。事故によって「死」を意識したこと

で、人生がよりイキイキしてきたと言っても

過言ではありません。

■夫婦の夢ノート

木戸　キャリアプランニングと並行して、夫

婦で「夢ノート」を始めました。記した夢は

大きいものから小さいものまで様々あります。

事故当時は考えられなかったり、思いもつか

なかった夢が、今も増え続けていて、現時点

でまだ叶っていない夢は60個ほどあります。

当然「再び歩く」こともその1つです。

質問者　これまでに一度書いて消した夢はあ

りますか。

木戸　消したら負けだと自分では思っていま

す。なので書くときはかなりの覚悟をもって

書きます。最近は少しずつできることが増え

て、スケールが大きくなってきて、書くこ

とに躊躇してしまうこともありますが（笑）。

ノートに記して、講演などの度に皆さんの前

で発表して、その夢を叶えるための行動を

日々意識するようにしています。たとえ叶わ

なくても、その夢のために自ら行動すること、

自分が納得できるまで努力することで、十分

幸せな人生になるんじゃないかなと思ってい

ます。

「車いすでも最高の人生。歩いてもっと最高の

人生。」そんなことを考えながら、将来、自分

の子供に自分の人生を面白おかしく伝えられ

ればいいなと思います。これもノートに書い

た僕の夢の1つです。

 （文責：出来）

M e m b e r ’ s 　 F o r u m

会員投稿の頁

 talk baton 17 を終えて
健常者と障がい者、双方の視点を持つ木
戸氏のエピソードや考えを知り、互いの
立場や状況を理解し尊重する「ハートの
ユニバーサルデザイン」の大切さや可能
性を強く感じました。ポジティブな発想
で周りの人を笑顔にしていく木戸氏の活
動は、設計者としても見習うことが多い
と思います。
今年の夏はU-35委員会でユニバーサル
ビーチプロジェクトのお手伝いもできれ
ばと思います。

対　 談 　日：2020.02.27
場　　　　所： OSTR一級建築士事務所

（大阪市北区）
モデレーター： 出来 佑也（昭和設計）木戸氏の夢ノート
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チラシ封入サービスのご案内
会員限定

貴社の広告チラシを「建築と社会」発送と“同封”しませんか。
チラシをご提供下さい。

料金　1回につき　　　　　　20,000円（税別）
当協会でチラシをプリント（カラー片面）した場合20円／枚必要です。

申し込み方法：申込用紙にご記入いただきFAXまたはE-mailでお送り下さい。
お問合せは（一社）日本建築協会（担当／内山）まで

TEL.06-6946-6981　FAX.06-6946-6984　 E-mail:jigyoka@aaj.or.jp

会社名

ご連絡先
（住所・担当者名・部署名）

住所

担当者名　　　　　　　　　　　　　　部署名

ご連絡先　電話番号・E-mail
電話番号
E-mail：

申込用紙　きりとり

建築と社会
2013  No. 109

1 2日本建築協会

Architecture and S
ociety

特集 ： しくない 空間

広
　
告

　
チ
ラ
シ

※チラシサイズ：A4版
　パンフレット：20頁程度迄
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ダイダン  株式会社
　表取締役社長

藤　澤　一　郎

550-8520　大阪市西区江戸堀1－9－25　TEL（06）6447-8000　

531-0072　大阪市北区豊崎4－12－10　TEL（06）7174-8787

千　種　幹　雄

亀　井　忠　夫

米　井　　　寛
副会長

高麗橋2－6－10

理事

会長

監査役

康　之

　表取締役社長
東リ 株式会社

664-8610　兵庫県伊丹市東有岡5－125　TEL（06）6492-1331

永　嶋　元　博

理事

代表取締役会長
栗原工業 株式会社

530-0054　大阪市北区南森町1－4－24　TEL（06）4709-2300

栗　原　信　英

常任理事

設計部門 グループマネージャー
日　建　設　計

541-8528　大阪市中央区高麗橋4－6－2　TEL（06）6203-2361

勝　山　太　郎
副会長

取締役常務執行役員 大阪代表
日　建　設　計

541-8528　大阪市中央区高麗橋4－6－2　TEL（06）6203-2361

指　田　孝太郎

副会長

取締役常務執行役員技術本部長
株式会社 きんでん

531-8550　大阪市北区本庄東2－3－41　TEL（06）6375-6229

田　中　日出男

理事

常務執行役員支社長
西松建設 株式会社 西日本支社

540-8515　大阪市中央区釣鐘町2－4－7　TEL（06）6942-1173

酒　井　祥　三

541-8528　大阪市中央区高麗橋4－6－2　TEL（06）6203-2361

令和 2年盛夏
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令和 2年盛夏
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掛布　勇蓮輪 賢治

三宅 正人今井 雅則 常務

本社　　　東京都新宿区西新宿 1-25-1
　　　　　電話　03-3348-1111
関西支店　大阪市中央区南船場 1-14-10
　　　　　電話　06-6265-4504
http://www.taisei.co.jp/

代表取締役社長　　　　　相川　善郎
常務執行役員関西支店長　加賀田健司

副社長執行役員関西支店長 池田  耕二
東 京 都 中 央 区 京 橋 二 丁 目 1 6 番 1 号104-8370

関西支店

井上  和幸

佐々木正人
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都 窯 業 株 式 会 社
夢のレンガを積みあげよう

〒530-0047  大阪市北区西天満 2-8-1 大江ビル
Tel（06）6367-0389　Fax（06）6367-5567　
工房　三重県伊賀市西山 伊州窯 伊州觀白樓　
http://www.miyakoyogyo.com　E-mail：info＠miyakoyogyo.com

〒 - 　大阪市北区天満 丁目 番 号 - - https://www.oct.ac.jp/ Tel. - -

O S A K A C O L L E G E  O F  T E C H N O L O G Y
建築学科（設計専攻・施工専攻・設備専攻）・インテリアデザイン学科・大工技能学科・建築設計学科（リカレント生対象）
建築学科Ⅱ部（夜間）・フレックス建築学科（夜間・単位制）・建築士専科（二級建築士受験資格取得者対象）

江戸堀１－４－２３　撞木橋ビル４階

松　本　　　將

一般社団法人

一級建築士受験資格認定校　職業実践専門課程認定校
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会　　　長 設　楽　貞　樹

一般社団法人

一般社団法人

長　瀬　博　一

橘町641

篠　原　佳　則

一般社団法人

2－10－19（名古屋商工会議所ビル9階）TEL（052）201-2201

髙　松 隆 夫

〒732-0805　広島市中区十日市町1-1-9（相生通り鷹匠ビル4階山陽工業㈱内）　TEL（082）232-6471

一般社団法人
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特別展　みやびの色と意匠
公家服飾から見る日本美1

人が身につける衣服は、着

用者の身分や立場を示すと

ともに、美意識が現れる代

表的な媒体である。日本の

場合、束帯（そくたい）や

五衣唐衣裳（いつつぎぬか

らぎぬも＝いわゆる十二

単）などの公家装束に、ま

た民族衣装として国際的に

も認知されているきもの

に、このことはよく表れて

いる。

中でも公家装束は奈良時代

の朝服に由来し平安時代に

育まれたもので、日本の気候に順応したゆったりとした形が特徴

であるとともに、色彩の組み合わせを自然の景物になぞらえる繊

細な美意識の結晶でもある。まさに日本の歴史と美意識が生んだ

伝統文化の象徴なのである。

本展では奈良県立美術館が所蔵する吉川観方コレクションの作品

を中心に、近府県が所蔵する作品も加えて、公家の装束を展覧す

る。約1300年という時間の中で発展し継承されてきた装束の歩

みと、そこに展開された「みやび」の世界を観覧することができ

る。細やかな日本の美の真髄に触れる機会となるだろう。

期　　　間　7月25日（土）～9月22日（火・祝）
　　　　　　［前期］7/25～8/23
　　　　　　［後期］8/25～9/22
　　　　　　＊一部展示替えあり
　　　　　　9：00～17：00
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　月曜日（ただし8/10、9/21は開館）、8/11
会　　　場　奈良県立美術館
　　　　　　奈良市登大路町10-6
　　　　　　TEL.0742-23-3968
観　覧　料　一般800円、高大生600円、小中生400円
　　　　　　＊ 障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者1名は無料
　　　　　　＊ 外国人観光客（長期滞在者・留学生を含む）と付添

の観光ボランティアガイドの方は無料

ムーミン展
THE ART AND THE STORY2

愛らしい姿とユーモアあふ

れる言葉で世界中のファン

を魅了するムーミンとその

なかまたち。

フィンランドを代表する芸

術家、トーべ・ヤンソン

（1914～2001）が生みだし

た「ムーミン」シリーズ

は、小説、絵本、新聞連載

コミック、アニメ、商品な

どさまざまなかたちで親し

まれている。

本展では、その多彩なアー

トと奥深い物語の魅力を、

約500点の展示品で紹介す

る。ムーミンの小説、絵本

の挿絵や表紙を原画やス

ケッチで紹介。また、イー

スターカード、アドベントカレンダーの原画、銀行の広告など、

小説や絵本では見たことがないムーミンとそのなかまたちの多彩

な表情にも出会うことができる。

期　　　間　7月4日（土）～8月30日（日）
　　　　　　火～金　　10：00～20：00
　　　　　　月土日祝　10：00～18：00
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　7/6・13・20の各月曜日
会　　　場　あべのハルカス美術館
　　　　　　大阪市阿倍野区阿倍野筋1-1-43
　　　　　　あべのハルカス16階
　　　　　　TEL.06-4399-9050
観　覧　料　一般1,500円、高大生1,100円、小中生500円
　　　　　　＊ 障がい者手帳をお持ちの方は、美術館チケットカウ

ンターで購入されたご本人と付き添いの方1名まで
当日料金の半額

i n f o r m a t i o n

五衣唐衣裳装束
秩父宮勢津子妃所用
昭和 3年（1928）
京都国立博物館蔵

ⒸMoomin CharactersTM
トーベ・ヤンソン

《イースターカード原画》
1950年代

グワッシュ、インク・紙
ムーミンキャラクターズ社蔵



63

i n f o r m a t i o n

マンモス展　その「生命」は蘇るのか3

「ユカギルマンモス」（頭部冷凍標本）
特別重要文化財（ロシア連邦）

年代：17,800年前／発掘：2002年／
発掘場所：サハ共和国　ウスチ・ヤンスク地区
イリン・ヴィラフチャアンニア川下流地域

本展では、ロシア連邦サハ共和国の永久凍土から発掘されたマン

モスや古生物の冷凍標本を史上最大級の規模で展示する。

会場では、マンモスの鼻や皮膚など、世界初公開の標本を間近で

観察できる。

また、近畿大学「マンモス復活プロジェクト」にも焦点を当て最

先端生命科学について考える。

太古を生きたマンモスが永久凍土から現代に再び姿を現し、生命

科学の未来を問いかける本展。貴重な展示物を通じて太古の生物

に思いをはせることができるだろう。

期　　　間　7月31日（金）～9月22日（火・祝）
　　　　　　10：00～17：00
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　会期中無休
会　　　場　大阪南港ATCギャラリー
　　　　　　大阪市住之江区南港北2-1-10（ITM棟 2階）
　　　　　　TEL.050-5542-8600（ハローダイヤル）
観　覧　料　一般・高大生1,700円、小中生900円
　　　　　　＊小学生未満無料
　　　　　　＊ 障がい者手帳等をお持ちの方の介助者は1名まで無料

（本人は有料）

▶ 特別展　天目－中国黒釉の美

日本には数多くの中国製

の天目（茶碗）が伝世

している。なかでも近年

国内外で話題となってい

る曜変天目と油滴天目は

中国宋時代に建窯でつく

られた黒釉茶碗の最高峰

で、大阪市立東洋陶磁美

術館には日本伝世の油滴

天目で唯一国宝に指定さ

れている作品が所蔵され

ている。

本展では、中国陶磁の歴

史において、重要な系譜

の一つである天目をはじ

めとする黒釉陶磁にスポットをあて、当館所蔵品に個人所蔵の作

品を加えた唐時代から宋・金時代の作品計24点により、中国黒

釉の世界とその美に迫る。

なお、同時開催の特集展「現代の天目―伝統と創造」では、近現

代の作家による天目作品を通して、伝統と創造による天目の多彩

な表現を紹介する。

期　　　間　11月 8 日（日）まで
　　　　　　10：00～16：30
　　　　　　※入館は16：00まで
　　　　　　（当面の間、開館時間短縮　通常は9：30～17：00）
休　館　日　月曜日（ただし8/10、9/21は開館）、8/11、9/23
会　　　場　大阪市立東洋陶磁美術館・Ⅰ室
　　　　　　大阪市北区中之島1-1-26
　　　　　　（大阪市中央公会堂東側）
　　　　　　TEL.06-6223-0055
観　覧　料　一般1,400円、高大生700円
　　　　　　＊中学生以下無料
　　　　　　＊障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者1名は無料
　　　　　　＊大阪市内在住の65歳以上の方は無料
　　　　　　（以上すべて要証明）

※ 来館にあたっては館HP「再開にあたっての入館時のお願い」を
ご確認ください
　（http://www.moco.or.jp/whatsnew/newarrival/2143/）
※ 混雑を避けるため、招待券プレゼントはございませんのでご了承
願います

国宝　油滴天目（ゆてきてんもく）
南宋時代・12～13世紀／建窯

高7.5cm、口径12.2cm
大阪市立東洋陶磁美術館
（住友グループ寄贈／
安宅コレクション）

撮影：西川茂

本欄掲載の1～3の美術館等の招待券ご希望の方は、電話等で申し
込み後、招待券送付用の切手（84円）を日本建築協会事務局まで
お送りください。

＊ 事情により開催内容の変更、もしくは中止となる場合がございます
のでご注意願います。
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日本建築協会
月間の動き  2020年 5月

編集委員会（2020年度）
■副会長
　川合　智明
■編集担当理事
◎勝山　太郎
　佐藤　栄一
　橋寺　知子
　西　　博康
　菅野　忠司
　山田　　淳
　吉村　英祐
■副委員長
○戸川　勝之
■編集委員
　中原　岳夫
■特集小委員会
■計画分科会
★計画系
　飯田　　匡
　鈴木　克彦
△田中　直人
　松田奈緒子
　守井　　辰
　吉村　英祐
★建築計画系
　奥田　英雄
　桑原　悠樹
　下坂　浩和
△東　　拓郎
　樋口　展寛
　松岡　英緯
　三谷　帯介
　米山　剛史
　渡部　　剛
★インテリア・住宅系
　赤川貴世友
　東　奈生子
　今井　充彦
　高橋　伸明
　川合　隆之
　河西　孝平
△黒栁　　亮
　塚口　洋之
　ペリー史子
■構造分科会
　宇野　綾真
　岡田　　健
△岸本　光平
　古島　正博
　正野　和司
　瀧野　敦夫
　竹本　孝輔
　萩原　　学
　宮久保秀樹
　向井　洋一

■設備分科会
　有尾清二郎
　木谷　晃之
　北野　勝也
　佐々木章二
　寺井　千佳
　夏井　重行
△橋本　直樹
　桝井　貴廣
　宮﨑ひろ志
　森山　正和
　山本　雅洋
■施工材料分科会
　門野　　陽
　桜井　和男
　秋竹　教行
△藤丸　啓一
　山口　紀宏
　河合　智寛
　吉田　正友
　岡田　淑子
■法令分科会
△岡田　耕介
　垣内　　明
　河野　　学
　西　　雅昭
　福岡　誉顕
■作品作風小委員会
　居内　章夫
　池上　　明
　石井眞由美
　稲垣　和江
▲太田　栄治
　加嶋　章博
　菊池　浩輔
　倉渕奈千子
　澤田　純一
　髙木　秀晃
　鞆野　淳司
　西田　佳代
　藤原　　寛
　平野　尉仁
　増田　敬彦
■広告企画小委員会
　小川　雄介
　金築　　雄
　小山　　昭
　野山　将男
　藤田　昌宏
▲前田　　衛
　山辻　直樹

（順不同）

◎委員長
○副委員長
▲小委員会委員長
△幹事
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編集委員会

第 1回構造分科会

5 月22日（金） 18：00～19：00

WEB会議

出席者　岸本幹事ほか 7名

議　事（ 1）「構造の頁」の企画

　　　（ 2）2020年特集の企画

第 2回構造分科会

5 月29日（金） 18：00～19：00

WEB会議

出席者　岸本幹事ほか 6名

議　事（ 1）「構造の頁」の企画

　　　（ 2）2020年特集の企画

教育委員会

第 2回大阪府住まい・まちづくり普及協議会

5 月15日（金） 10：30～12：00

Web会議

報告・議題

　　　（ 1）出前講座

　　　（ 2）補助金

　　　（ 3）通常総会

　　　（ 4）その他

未来創生プロジェクト

第 1回建築次世代委員会

5 月29日（金） 18：30～19：30

日本建築協会会議室

出席者　菅原委員長ほか 8名

議　事（ 1） 昨年度活動報告と本年度の活動目標

　　　（ 2）各委員の近況報告

　　　（ 3） 本年度の活動（学生のための見学

会実施）について

　　　（ 4）今後の委員会の開催方法について

第 2回Ｕ-35委員会

5 月14日（木） 20：00～22：00

WEB会議

出席者　髙畑リーダーほか12名

議　事（ 1）活動／予定

　　　（ 2）次回予定／その他
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年間広告のご案内
会誌「建築と社会」では、後付部分に
広告スペースを設けております。

1年を通じて、社名広告を掲載されませんか？

掲載期間：4月号～翌年3月号までの1年間
掲 載 料：48,000円（消費税込み）
サ イ ズ：1/12頁（タテ40mm╳ヨコ90mm）
　※毎月掲載誌をご送付します。
　※原稿は1年間同じ原稿を使用します。

お問い合わせ先
一般社団法人　日本建築協会　内山・井筒

TEL：06-6946-6981　FAX：06-6946-6984　E-mail：koukoku@aaj.or.jp
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